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1

Ⅰ.巻 頭 声

昨年この巻頭言で初代所長小熊揮先生の御逝去 (46.9.10)を悼む言葉を述

べたが,47年 7月には田中義麿名誉所員を失い,さらに旬日を出ないで駒井

卓名誉所員の計に接した.わずか1年の間に日本の遺伝学界における大先達で

あり,かつ研究所にとってはかけがえのない大切な3長老の先生を失ったこと

は痛恨の極みである.田中 ･駒井両先生が創立以来小熊所長をたすけて研究所

の発展の基礎固めに尽され,特に若い所員に与えられた数々の恩恵は永久に忘

れることのできないものである.

研究面での国際交流は本年も盛んであった.米国Wisconsin大学のCrow教

授が再び客員として来所,6月 9日～8月2日の約2ケ月間御夫妻で滞在され

て集団遺伝を中心とした協力研究に従事された.同じく米国 Harvard大学か

らMarianR.Goldsmith博士が来所され,10月 18日から約1ケ月間形質

遺伝部田島部長の研究室でカイコの特殊系統を駆使しての発生遺伝学的研究に

従事された.このことは重要系統の維持のあり方を考える上でも参考になるこ

とであろう.この他にも外国からの来訪者を多数迎えたが, こちらから海外出

張した所員は,国際会議出席,研究指導,研究協力,探検調査などをあわせて

12名に及んでいる.

人事移動の主なものとしては飯野微生物遺伝部長の東大教授転出がある.飯

野博士は昭和27年研究員として赴任,30～33年米国Wisconsin大学Lederberg

博士の下で細菌べん毛に関する遺伝的研究を行なった.37年微生物遺伝部発足

に当ってほ第一研究室長に就任,40年以後は部長として微生物遺伝部の発展確

立に寄与された.その間サルモネラ菌べん毛遺伝子とその調節遺伝子の解析に

はじまり,ついにべん毛の試験管内合成や形態形成の問題を解明して微生物遺

伝学上特異な業績として世界の注目をあびるに至った.

空席となっていた生化学遺伝部長には米国 duPont中央研究所から杉山勉博

士を迎えた (9月 12日付).

施設の主なものとしては,古くなった第-ネズミ飼育舎にかわるものとして

内部設備にも改善を加えた新舎 (557m2) が建設された.

薮fPL4矢島容





Il.研 究 室 一 覧 (昭和 47年 12月末現在)
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研 究 課 題

Ill. 研 究 課 題

5

課 題 ∃研 究 室 l担 当 者

1. 種の分化に関する研究

キク族植物の種分化に関する生態遺伝学的研究

栽培イネの起原と分化

クマネズミ属の種の分化と染色体

クマネズミ属の種の分化とトランスフェリン

染色体進化の基礎理論

2. 有用動植物の遺伝学的研究

力イコの自然突然変異に関する研究

野生ネズミ類の実験動物化に関する研究

日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研
究

3. 動植物の細胞遺伝学的研究
アナナスショウジョウバェ雄における乗 りかえの研
究

野生ネズミ類の細胞遺伝学的研究

モノソミ-および ト.)ソミ-細胞の細胞遺伝学的研
究

4. 腫痕の細胞学的ならびに遺伝学的研究

プラズマ細胞腫癌の染色体変化と抗原性変異

染色体の変化と癌性増殖の関係

癌の発現機構に関する発生遺伝学的研究

腫蕩タンパクの研究

5. 動植物の生理遺伝学的研究
ショウジヨウバェの集団に対する都市化の影響およ
び騒音環境反応性に関する研究

制御環掛 こおけるショウジョウ/;ェの行動遺伝学的
研究

ヒドラ自然集団中の有害遺伝子の分析

組織培養による動物細胞の発生遺伝学的研究
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培養昆虫細胞の増殖と分化に関する研究

6. 遺伝物井および遺伝形質の生化学的研究

高等生物における形質転換の研究

プテリジン代謝に関する遺伝生化学的研究

臓器組織特異性たん白質の発生遺伝学的研究

植物アイソザイムの遺伝学的研究

高等生物の細胞分化における遺伝子作用の解析

野生ネズミ類における血清蛋白質の遺伝生化学的研
究

セルT'-ズアセテート電気泳動法に関する基礎的研
究

植物における形質転換の遺伝育種学的研究

晴乳類のアイソザイムに関する研究

7. 放射撫及び化学物質による突然変異の研究

放射線および化学物質による微生物突然変異誘起の
分子機構

遺伝傷害の補修に関する酵素的研究

生体内にとりこまれた放射性同位元素の崩壊の遺伝
的影響

植物の培養細胞における突然変異と細胞分化

紫外線の光生物学的研究

禾穀類の放射線突然変異における線量率と RBE

トウモロコシお よびアラ ビ ドプシスにおける人為突
然変異誘起機構

体細胞突然変異田子の研究

マウスにおける放射線誘発突然変異の研究

マウスの骨異常による突然変異率の推定

数生物による変異原検出

人間環境におけるポテンシャルミュータゲンに関す
る基礎的研究
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研 究 課 題

カイコを材料とした突然変異生成機構の研究

力イコにおける放射線および化学的実然変異原感受
性の遺伝分析

高等動物細胞における放射線損傷の回復に関する研
究

力イコにおける速中性子線の突然変異誘発効果

高等動物細胞の組織再合成法による放射線損傷に関
する研究

培養細胞における体細胞突然変異に関する研究

8.集団遺伝学の理論的および実験的研究

集団遺伝学の理論的研究

分子進化の集団遺伝学的研究

地理的構造をもつ集団の数理遺伝学的研究

ショウジョウ,:ェの自然集団における変異保有機構
の実験的研究

キイpショウジョウバエの自然集団における逝位お
よび有害遺伝子保有機構の研究

制御環境におけるショウジョウバェの適応性の研究

9.育種の基礎(=関する研究

育種理論の研究

電算機による育種法の効率に関するモソテ･カルロ
実験

ニワト1)とその近縁鳥類における遺伝学的研究

ウズラの系統育成に関する研究

野生ウズラの遺伝学的分析

ネズミの行動遺伝学的研究

植物の競争に関する研究

林木におけるバーオキシダーゼアイソザイムの研究

天然林の遺伝学的研究

アラビドプシスの生態遺伝学的研究

形質第1

形質第1

形質第1
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イネの成長様式の遺伝的変異と適応性

イネ科牧草の生態遺伝学的研究

10. 人類遺伝に関する研究

人口傾向の遺伝学的研究

免疫の分子遺伝学的研究

ヒト血液および臓器の酵素多型に関する研究

ヒト染色体の同定に関する研究

染色体多型の個体識別-の応用に関する研究

羊水による出生前診断に関する研究

不分離の成因に関する研究

核酸分子雑種形成法による染色体の研究

イタイイタイ病患者の染色体調査

ヒト血清たん白質の遺伝生化学的研究

ll. 微生物の遺伝学的研究

細菌べん毛の遺伝学的研究

細菌の運動性の遺伝学的研究

無細胞系におけるべん毛たん白の合成とその調節機
構の研究

普遍導入の機構に関する研究

大除菌の変異性に関する研究

12. 遺伝子およびその情報発現系の分子生物学的研究

ウイルスの遺伝子 RNA の構造と RNAが持つ情
報の研究

ウイルスリボ核酸とRNAポ リメ ラーゼの相互作用
の特異性に関する研究
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研 究 課 題

13. 材料の系統保存

イネとその近縁種

ムギ叛とその近縁種

アサガオ･サクラ･その他

ショウジョウバェ窺
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10 国立遺伝学研究所年報第 23号

lV.研 究 の 概 況

A.形 質 遺 伝 部

形質遺伝部は2研究室に分れ,第1研究室ではカイコを材料とした突然変異の研究を,

第2研究室では培養細胞を材料とした形質分化および体細胞突然変異の研究などを進めて

いる.またここの事業としてカイコの突然変異系統および染色体異常系統の保存を行なっ

ている.

第1研究室では長年高等動物における放射線および化学物質による突然変異生成機構の

研究を続けているが,本年度も化学突然変異原物質の処理を行なった後代で,毎代突然変

異が新生してくる potentialmutation系の分析,アクリジン化合物による突然変異誘発

実験,不安定性p系統の遺伝解析などを続行した.

本年度特に力を入れたのは人間環境内に存在する化学的突然変異原,病原物質などに対

する鋭敏な検定方法の開発研究であった.この問題については社会的な重要性にかんがみ

前年度から科学研究費の援助を受けて,研究の問題点,研究組織などについて検討準備を

進めてきたが,5月には総合研究 ｢人間環鄭こおけるポテンシャルミュータゲソに関する

基礎的研究｣班が文部省科学研究費により本格的に発足を見た.また8月にはこの間題に

ついて東京において日米医学研究協力計画に基く合同セミナーが開催され,今後の研究方

向について充分な討議を加えることができた.幸い研究は予期以上に順調に発展し,雌蟻

の中期に被験薬剤を注射する方法で,極めて鋭敏に突然変異性の有無を検定できるように

なった.この方法を用いてフェニール酢酸水銀,塩化メチ-ル水銀,水酸化カドミュウム,

炭酸カドミュウムなどの突然変異性を調べたが,これらの物質はカイコに対し突然変異性

を持たないと結論された.

本年度この研究室には米国 Harvard大学生物学教室からDr.MarianGoldsmithが来

訪し,10月 18日一11月 15日まで約1ケ月間滞在してカイコの卵殻の突然変異の研究,

特に温度依存性突然変異を誘発するための予備的な研究に従事した.また田島部長はイン

ド国ニューデ.)-で 2月22日-28日の間開催された第2回 SABRAOの会議に出席し,

最近の研究データに基いた研究成果の発表を行なった.

第2研究室では,体外培養による動物細胞の形質分化,癌の発現機構などの研究を進め

ており,本年度からは新たに培養細胞を用いた体細胞突然変異の研究を開始した.また,

特殊研究機券として,本年度購入された培養細胞映画撮影装置は,培養昆虫細胞の増殖と

分化の研究,とくに培養条件下における細胞動態の解析に大いに役立った.

黒田室長は,8月21日-26日京都会館で開かれた第4回国際組織細胞化学会議の ｢細

胞膜と細胞表面の細胞物理学および細胞化学:細胞間相互作用｣と題するシンポジウムの

ほか,日本発生生物学会 (8月29日,30日)の ｢invitro系における組織構築と分化の
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問題｣と題するシンポジウム,細胞生物学会 (11月 27日,28日)の ｢細胞表層,細胞

膜をめぐる細胞生物学的諸問題｣と題するシソポジウムなどにおいて,培養細胞を用いた

形質分化や,癌化と細胞膜変化に関する講演を行なった.

また,金沢大学がん研究所助手川上ひろみが夏季期間,特別研究生として体外培養技術

研修を兼ねて研究に参加した.

第 1研究室 (田島)

1) 突然変異生成機構に関する研究: (a)潜在性突然変異について (鬼丸)- 蚕に

chemicalmlltagen処理を行なった後代で,毎代突然変異が新生してくる系について,そ

の機構を明らかにするため,引き続いて高頻度型と低頻度型との両方向へ選抜実験を進め

た.Mitomycin-C処理由来の potentialmlltationを持つ 十+/Pere雌に毎代pere雄

を交配した場合に得られる突然変異卵 (re)の出現頻度について1蛾青で選抜を行なった.

(+)方向 (高頻度型)の場合 G8(処理後3代目)で変異卵を持つ蛾区は10070に達し,

変異卵数から見た頻度は12.970に達した.(+)方向 (低頻度塑)の場合は G4で10070

の蛾区と変異卵を見るようになったが,卵数に対する頻度は 1.870と低かった.

すでに突然変異卵出現蛾区が 100%に達した以後の選抜では高頻度型G4の蛾区から,

+方向と一方向へ選抜を行なったところ,G5では両者とも100%の蛾区に変異卵を生じ

たが卵数に対する頻度は 17.870,16.970と差が見られず,もはや選抜の効果はなかった.

低頻度型についてもG5で82.170の娩区に変異卵を生じ,頻度は (+)方向1.270,ド )

方向 1.470と差は認められなかった.

EMS処理由来の系統についても G5まで同様の実験を行なったが,頻度は非常に低く,

ほとんど自然突然変異と変らない値であった.

これらの結果から chemicalmutagen処理後代において,第5染色体の +re座位に起

る γβへの遺伝子の変異性は DNA における複製の誤りと考えられ, この頻度のちがい

は,それを引き起すひずみの大きさに関係するものと考えられる.

(b) カイコにおけるアクリジン化合物の突然変異誘発機構 (村上)- アクリジン化合物

は Frame･shift型の突然変異体を誘発する事実が微生物で知られている.そこでカイコ

における突然変異誘発椀構を明らかにするための一環としてこの実験を行なった.アクリ

ジン化合物 (Acridineorange,Acridineyellow,Proflavine)は生理食塩水に溶解した

ものを幼虫および蛸期に注射によって授与した.突然変異反応の測定は常法により卵色の

特定座位法を用いた.突然変異反応は生殖細胞の発育段階で頗著に異なり,減数分裂期の

精母,卵母細胞および体細胞分裂期の卵分割細胞ではアクリジン化合物の投与によって突

然変異率が増加したが,完成精子では全く変異率の増加を認めることができなかった.な

お明暗いずれの実験条件下でも変異率の変動は認められなかった.検出された突然変異体

は処理生殖細胞の時期には無関係に大部分がモザイク型で,全体突然変異体は僅かに誘発

される程度であった.アクリジソ化合物とその誘導体は広く,医薬品および染料として使

用されている.その一つに抗マラ])ヤ剤 Quinacrinehydrochlorideがある.この物質の

突然変異作用をカイコの桶期の卵母細胞を用いて分析したところ,ShlnoMllaで報告さ
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れているように,他のアクリジソ化合物に比して,その頻度はかなり低いが,突然変異作

用が認められた. ′-ヽ
(C) 不安定性 pM系統について- W･pM転座染色体では pM部分がときどきW 染色

体から解離したと見られる pMマダラ蚕があらわれる.雌としてあらわれた pMマダラ

に p雄を交配すると,pB,pM,pSa,p+,pなどさまざまな表現型のものが出現し,

これらはいずれも雌で, しかもこれらに p雄をかけ合せた場合に後代に生ずる雌はいず

れも母親と同じ表現型を示す.この原因については-テT,クt,マチソを含む転座構成によ

る遺伝子の不安定性として説明されるが,これは推定の域を出ない.この実体を明らかに

するため,Y遺伝子で標識した第2染色体との関係を追求している.

2) カイコにおける化学突然変異原感受性の系統差の研究- カイコにおける放射線感

受性の系統差に関しては過去数年間の研究でほぼその際見出された代表的な感受性系統7

系統を用いて,Mitomycin-Cについての感受性の系統差を調べた.放射線と化学物質と

に対する感受性の間に,もとより平行関係が存在するとは考えられないが,系統によって

はそのようなものもあり得るかも知れない.Mitomycin-Cを食塩水にとかしたものを雄

については精子細胞を処理する目的で熟蚕期に,雌については桶後期に注射した.1頭当

りの Mitomycin-C投与量は lpgから100fLgまで,雄では少く,雌蛸には多量に与え

るようにした.その結果生じた突然変異率は蚕の系統間で明らかな差が認められ,最も高

い系統と低い系統の間で約4倍程度の差が認められた.しかしこの値には実験期によりふ

れが大きく,未だ感受性について系統間で確かな順位を定めるに至らない.

このような傾向は雌処理の場合にことに甚しかった.雌処理は主として蛸後期卵殻が完

成してから行なうようにしたが,実験期により突然変異率に著しい変動が認められた.こ

の原因について追求したところ,卵殻の形成期と密接に関係していることが判り,次項に

述べるように,これによって鋭敏な突然変異作用検出系を確立することができた.

3) ポチソシャルミュータゲソの鋭敏な検出系の開発に関する研究- (a)この研究は

まず高感受性系統を選び,これについて最も感受性の高い処理時期を見つけ出し,そこで

処理を行なうという構想で出発した.しかし前項に述べたように,実験期により突然変異

率の変動がはげしいことがわかり,その原田が卵殻形成と関係あることがわかったので,

この点を解明することに研究を集中した.雌桶1頭あたりMitomycin-Cを 5〝gの割で,

化蛾1日前,3日前,5日前に注射したところ,5日前注射では1日前にくらべて100倍

から1000倍も突然変異率が高まることが判明した.(b)この方法を用いて従来の方法で

は極めて低い突然変異率しか示さなかった Nitrofuranの一種について突然変異率の検出

を行なった. 1頭あたりの注射量が 4･5fLg程度 (生理食塩水飽和液 0.025ml)の場合

でも突然変異率が有意に上昇することを確認できた.よってここに非常に鋭敏な検出方法

がカイコを用いて確立された.

(C) この方法を用いフェニール酢酸水銀 (1頭あたり供与量 0.1-10FLg),塩化メチル

水銀 (1藻あたり0･1-100fLg),水酸化カドミュウム (飽和一1/4液,0.025ml),炭酸

カドミュウム (飽和-1/4,液,0.025ml)について突然変異性をテストしたが,これらに
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ついて明らかな突然変異性を認めることはできなかった.おそらくこれらの物質は突然変

異性を持たないと見てよいであろう. (d)塩化 メチル水銀の染色体不分離作用の検定,

pe+/+re雌蝿の化蛾3日前に 1頭あたり塩化メチル水銀 1pg～12iLgを生理食塩水に

溶かして注射し,これに pere雄を交配したところ,Fl卵中に黒卵がかなりの頻度で出

現してくることを認めることができた. これら黒卵の遺伝子分析は まだ済んでいないが

pe+染色体と +re染色体との不分離によって起った可能性が高い.

4) カイコ染色体の形態学的研究 (村上): 最近押潰し法や bandingpattern法の導

入により,従来,核型分析が困難とされていた多数の生物種において,染色体の形態の分

析が可能になった.そこで上記の手法をカイコに適するように多少改良して,染色体の形

態分析を行ない,その生物学的意義について考察した.

実験材料は主にC108系統の生殖細胞を用いた.雄では3令幼虫期の細胞,雌では婦前

期の細胞がそれぞれ染色体観察に適していることが判ったので,これら細胞を中心に実験

を行なった.摘出した精巣および卵巣を 0.0170コルヒチン溶液を加えた 0.45% クエン

酸ソ-ダ溶液中で 30分間処理を行ない,ついで固定液 (氷酢酸2;エチルアルコ-ル3;

水4)で固定を行なった.これを常法によって押潰し,直ちに ドライアイス上で凍結した.

そしてその標本を細胞質除去のため氷酢酸に30秒程度浸漬し,ついで乾燥後lYoアセトオ

ルセインまたはギムザ溶液にて染色して位相差頗徴鏡下で観察した.なおbandingpattern

法による場合は押漬し標本を0.05NのNaOH溶液中に1-2秒間浸漬後,ギムザ染色し

て観察に供した.

いずれの細胞においても染色体数は 2n-56で従来の観察結果と一致した. しかし個々

の染色体の形態の識別は従前とは異なりかなり容易になった.染色体は一見 telocentriC

型に見えたが縦裂した染色体では互に平行に配列していて,-ツカネズミの telocentriC

型染色体の動原体部位が最後まで結合しているのとは異なり,動原体の位置を決定するこ

とは困難であった. これはカイコの染色体が difused(または polycentric)型の動原体

を有するいわゆる holokinetic型であると仮定すれば説明されうる.

カイコ染色体は動原体の位置によって個々の形態を識別することは容易でないので,化

学薬品の処理によって染色体に観察されるbandingpatternの比較を行なった.現在の

ところ,まだ全ての染色体について同定しうる段階には至っていないが,比較的明瞭でし

かも安定した特徴ある型が個々の染色体で観察された.この方法によってZとW染色体の

識別を試みたが現在のところ両者の形態的差異を識別することはできなかった.

第2研究室 (黒田)

1) 培養昆虫細胞の形質分化の研究 (黒田): キイpショウジョウバェ野生系統の腫細

胞を用いて,これまでに得られた最適の培養条件下で,肱細胞の各形質がどのように発現

され,維持されるかについて,さらに詳細な研究を進め,とくに細胞の運動性,経時的な

形態の変化の追跡には,顕微鏡映画撮影装置を用いて,徽速度撮影による解析を行なった.

産卵後約 10時間の頭部内転期の旺細胞を 1570子牛血清,100FLg/mlフェツイン添加

の合成培養液を用いて培養すると,培養初期には,鉄雄芽細胞,上皮性細胞,筋肉細胞な
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どが,いずれも活発な運動と増殖を行ない,それぞれの特徴ある形態を示す.筋肉細胞は,

培養 10日後には,数十個の核をもった合胞体細胞を形成し,長さ500J̀に達する巨大

な多核細胞も出現した.また持動運動をする筋肉細胞は,1分間に数回-数十回の規則的

な律動運動を行ない,細胞接触による持動数の同調化を示し,40日以上も持動運動を続

けるものも見られた.神経細胞は分化して,神経鼓経の伸長が見られ,分枝して神経敵維

網を形成した.このほか,活発な運動性に富む喰食細胞や,その形態や大きさから成虫原

基細胞と思われる細胞なども観察された.培養8日日頃より,一層の細胞層の膜から成る

直径 50-100〝の球状嚢が形成され,その内部で多数の細胞が活発な増殖を行ない,数週

間にわたって生存を続け,長期培養細胞株の確立の可能性を示した.

2) 組織再合成に対する細胞膜閑適物質の作用 (黒田): 高等動物の細胞分化にともな

う組織構造の形成に,細胞膜物質としての糖タン′{クや糖脂質が重要な役割を果している

と考えられる.ウズラ肱肝臓の遊離細胞を用いて,旋回培養による組織再合成を行なわせ,

培養液に種々の細胞膜関連物質を加えて,その作用をしらべている.本年度使用した物質

は,細胞険に存在し,多くのホルモン作用の第2メッセンジャーとしての作用のほか,負

近培養細胞で種々の酵素活性の誘動作用が知られているサイクリックAMP(C-AMP)と

そのジブチリール誘導体 (DBCIAMP)である.

C-AMPは,0.01,0.03,0.1,0.3,0.6mg/mlの各濃度について,その鼠織再合成に

対する作用をしらべたが,0.01mg/m‡ですでに組織再合成の阻害が見られ,濃度の増大

とともに阻害作用が強く現われた.0.6mg/mlでは,再合成組織の平均直径は,対照の

約 5070に減少した.各濃度の C-AMPで 24時間旋回培養した後,C-AMPを含まない

正常培養液に戻して,さらに 24時間旋回培養すると,組織再合成の阻害には相当の回復

が見られたが,対照のものには達しなかった.

DBc-AMP も各種濃度についてしらべたが,0.01mg/mlで組織再合成の阻害が現わ

れ,その効果は C-AMPよりも強く,0.6mg/mlでは,24時間後の再合成組織の平均

直径は,対照の 379も,48時間後には 2670に減少した.DBc-AMPの場合には,正常

培養液に戻しても組織再合成阻害の回復は,まったく見られなかった.培養液に加えられ

た C-AMPや DBc-AMPがどのような機構によって,細胞の組織再合成に影響を与え

るのかについて,細胞院における物質代謝との閑適において,さらに研究を進めている.

3) 細胞の癌化と細胞膜関連物質との関連 (黒田): 細胞の癌化にともなう細胞膜関連

物質の変化の研究の一環として,本年度は,DAB誘発ラット肝癌の造腫癌性の異なる2

つの培養細胞系統を用いて,旋回培養による組織再合成を行ない,細胞接着に対する D-

フコースおよび L-フコースの作用をしらべた.

D-フコースは造腫癌性の弱い dRLa-74細胞に対してほ30mMでもほとんど影響を与

えないが,造腫癌性の強い dRLh-84細胞に対しては,3mMで,組織再合成の阻害を示

した.L-フコ-スは,dRLa-74細胞に対しては 3mM で組織再合成の阻害を示し, レ

フコースの濃度がそれ以上増大しても阻害作用はそれほど著しくないのに比して,dRLh-

84細胞に対しては,1mM でかなり強い組織再合成の阻害を示し,その阻害度はdRLa-
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74細胞に対するよりも著しかった.以上のように D-フコースおよび L-フコースが造瞳

癌性の異なったラット肝癌細胞の組織再合成に対して異なった作用を示すことは,これま

でに得られた種々の-キソサミソおよびその N-アセチル誘導体が細胞の遺腫癌性によっ

て異なった作用を示すという結果とともに,細胞の癌化と,細胞膜に存在する糖結合物質

の変化の関連について示唆を与えるものと思われる.

4) 培養細胞における体細胞突然変異に関する研究 (黒田): 高等動物における体細胞

突然変異の機構をしらべ,種々の形質発現やその調節機構の研究を行なうとともに,ポテ

ンシャルミュータゲソの有効な検定方法の開発にも利用するために,高等動物細胞,こと

にヒトを含む噴乳類細胞を用いた各種栄養要求性や薬剤抵抗性の体細胞突然変異の研究を

本年度より開始した.

ヒトの5カ月目の胎児肺臓由来の正常2倍体細胞を用いて,単一細胞中こよるコロニー形

成に適する各種条件をしらべた.この細胞はコルヒチソ処理とギムザ染色による核型分析

の結果は,8670の細胞が 2n-46の正常ヒト2倍体の核型をもっていた.培養液として'

Eagleの BM培養液 (1955),MEM培養液 (1959),Puckその他 (1958)のF16の培養

液,Ham (1965)の F12培養液に,いずれも1070子牛血清を添加したものを用いて,

シャーレ当り108-105の各細胞数をまき,14日間培養したときのコロニー形成率をしら

べたところ,Ham の F12培養液を用いて,3×108細胞をまいたときが,もっとも高い

コロニー形成率を示した.

コロニー形成率を 50% に減少させる各種突然変異誘発物質の濃度をしらべたところ,

EMS(ェチ～ルメタンサルフォネ-ト)では約 2×10-SM,MNNG(N-メチールIN′-ニ

トp-N-ニトロソグアニジン)では約10-5M,8-アザグアニンでは,約 1FLg/mlであっ

た.EMSまたは,MNNGで細胞を処理した後,8-アザグアニンを含む培養液で選択し

て,これに抵抗性の細胞の出現率をしらべ,その際の最初にまく細胞数,突然変異誘発物

質処理後選択培養液を加えるまでの時間,選択培養液に加える8-アザグアニンの濃度など

についての基礎的な研究を進めている.

5) 培養動物細胞の増殖に対する血清高分子分画の作用 (漢): 前年度に引きつづき,

ヒト由来の HeLaS3細胞の単層培養法を用いて,血清高分子分画中に存在する増殖促進

因子の本体とその作用機作についての解析を進めた.培養液としては,Eagle(1959)の

合成培養液を用い,それに子牛血清の各分画,または合成高分子などを添加し,その増殖

促進効果を比較検討した.これまでに,血清中の増殖促進因子は,透析血清または 10070

飽和硫安塩析血清などの血清中の高分子部分にあることを確認していたが, さらに 5070

硫安塩析による分画をしらべたところ,~50%以下の分画,5070-10070の分画とも,対照

(5%子牛血清添加)の50-6070の増殖率を示し,各分画のいずれか一方だけでは対照に

くらべ充分な増殖促進効果をもたないことが分った.

血清を他の物質で代置する可能性については,血清のもつ謬質浸透圧増加作用を他の物

質で代置する試みとして,二糖の p-セロビオースを種々の濃度で添加し,その効果を

しらべたが,無添加の場合に比べて,増殖促進効果は見られなかった.合成高分子物質で
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あるPVP(ポ1)ビニールビT]1)ドン)k-90は,透析せずに使用すると毒性を示したが,

透析して使用した場合,0.1% の濃度で無添加の場合に比して,細胞の増殖,生存に対し

てやや有効であり,それより高い濃度, または低い濃度では効果は少なかった.Ham

(1963,1964)が,血清中のアルブミンおよび,α-グロプ1)ソ分画の代置物質として使用

しているリノール酸およびプトレッセイソを単独または,両方を組み合わせて使用したが,

血清代置効果はまったく見られなかった.

B.細 胞 遺 伝 部

遺伝現象を細胞レベル特に染色体の形態と機能の面から研究することを主体とし,第1

研究室では主として染色体の構造と形態の研究に,第2研究室では染色体の機能及び遺伝

子発現の研究に重点がおかれた.第1研究室は従来に引きつづきネズミ類の染色体研究を

主要なテ-マにすると共に,培養細胞や癌細胞における染色体変異の研究を行なった.第

2研究室ではネズミ塀の血清蛋白トランスフェ1)ソの分析,プラズマ細胞鹿痔の細胞遺伝

学的研究などが進められた.

人事の面では流動研究員として白石行正 (金沢大･医学部),特別研究生として新井紀元

(虎ノ門病院),桑畑 動 く林試,北海道支),叉書国雄 (東京医大),森田健一 (大鵬薬品

工業),定家多美子 (山形大 ･理学部卒),嵯峨井知子 (金沢大･薬学部卒),佐久間もと(徳

島大 ･教育学部),志佐 瑞 (愛知がんセソクー),研修生として原田正史 (東京農大)ら

が研究活動に参加した.

この研究部では実換動物としてのネズミの系統維持と新しい実験動物の開発も重要なテ

ーマである.昭和 47年3月に新しい実験動物舎が竣工し,本年は内部施設の予算を得て

3月末日までに完成し,従来の第1ネズミ飼育舎の全てのネズミは新飼育舎に移る予定で

ある.

ドイツのジュセルドルフにおいて,3月 24-26日まで国際シンポジウム ｢発癌研究の

最近の動向｣が開催され,青田俊秀部長が招噂を受けて,それに出席し,その前後1ケ月

間ヨーロッパ各国の細胞遺伝学研究室を訪問し,講演及び研究連絡をした.文部省科学研

究費海外学術調査研究費により9月29日より約 50日間,西南アジア･中近東地域のネ

ズミ規の第二次探検調査をなした.調査には吉田 (隊長)の外に森脇和郎室長,加藤旋夫

研究員および土星公幸技官が参加した.

第1研究童 (青田)

1) 第二次ネズミ棟探検調査にて採集した寓歯類および食虫類 (吉田･森脇 ･加藤 ･土

星): 第二次ネズミ叛探検調査 (文部省科学研究費)においてアジア･中近東地域にて採

集した審歯類および食虫類などの種名,採集地および採集頭数は次のとおりである.採集

した動物については血液を採集し,一部は現地で染色体の標本および剥製標本を作成し,

また一部は生きたまま研究所-空輸した.採集した動物の種叛は次表のとおりである.
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採 集 地 l 種 名 t採集個体数

HongXong RauuShuang

R.rauusJhvipeotuS

Kandy
(SriLanka)

Kalyani
(India)

R.rauus

BandiootabengalensiS

Muslegata

R.rauus

MuSmuSCulus

Fuma仇buluspalmaru肌
SuncuSn urinus

Madras
(India)

R,rauuS

Musnuseulu8

?IOnOd?aa) E R･rttus

Kampur
(India)

a.rattuS

Bandiootabengalensis

Mysore
(India)

R.cutohieus

R.rattus

Delhi
(India)

R.rattus

Suncusmurinus

BandicotabengalenSiS

Rawalpindi
貯akisan)

R.ratlus

BandiootabengalenSls
SuncuSnurinuS

Lahore
(Pakistan)

R.rauus

Bandicotabengalensis

17
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MuSbooduga
Taleraindica

Millardia meltada

Karacbi
(Pakistan)

R.rattus

Fu72anbuluspennanti

ParachinuS仇icropuS

T(iEae:;n I MerioneSlibyouS E 3

R.raltus

2) 西南アジア･中近東におけるクマネズミの分布と核型 (青田･加藤 ･土星 ･嵯峨井

森脇): 文部省科学研究費海外学術調査研究費で西南アジア及び中近東地域におけるクマ

ネズミの分布と核型を調査した. イソド及びパキスタンにおいては一般に北部地域では

2n-42のアジア型染色体をもったクマネズミが分布し,南部には2n-38のオセアニア

型クマネズミが分布していた. しかし南部Mysoreにはアジア型クマネズミ(2≠-42)ち

採集された.中近東ではイランのカスピ海附近で8頭のクマネズミを採集した.それらの

核型は全て典型的なオセアニア型であることが判明した.セイロン島のクマネズミのみは

アジア型とオセアニア型の中間型,すなわち2n-40の染色体をもっていた.2n-40の

クマネズミの発見はこの研究が始めてである.オセアニア型はアジア型クマネズミの4対

の染色休の Robertsonianfusionによって生じ,それが西南アジア地域でおこったであ

ろうと考えた我々の考察はセイロン型クマネズミの発見によって更に明らかとなった.

3) 2n-40のセイロン型クマネズミ (吉田･加藤 ･土星 ･嵯峨井 ･森脇): 第二次ネ

ズミ類探検調査においてセイpソ島北西部 Kandyにおいて 19頭のクマネズミを採集し

た. これらのクマネズミは全て 2n-40で,染色体構成はアジア型クマネズミと類似し

ているが,核型のうち第 11と第 12染色体のみが Robertsonianfusionをおこし,オ

セアニア型クマネズミにみられた第4と第7染色体の fusionはみられなかった.この核

型は明らかにアジア型 (2n-42)からオセアニア塾 (2n-38)への移行型であると考え

られた.先の論文 (Yosidaetal.1972)で我々は 2n-40のセイロン型クマネズミの存

在を予言したのであるが,今回の調査によって,これが正しいことが判明した.すなわち

クマネズミの核型進化を次のように結論することができる.東南アジア地区に 2n-42

のアジア塑クマネズミが生じ,それよりセイロン型 (2%-40)が派生し,更に第4と第

7染色体の fusionによってオセアニア型 (2n-38)に分化した.このような変化は多分

西南アジア大陸南部でおこり,2n-38のオセアニア型クマネズミは中近東を経てヨ-P

ッパに入り, ヨーロッパ人 の移動と共にオセアニア地方やアメ1)カ新大陸に侵入した.

2n-40の中間型はセイロン島にのみ取り残され現在に至ったと推察された.この研究は

Jap.Jour.Genet.47:451-454に発表した.
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4) クマネズミ属8種における染色体のギムザバソドの比較 (吉田･嵯峨井): クマネ

ズミ属 (RauuS)の核型は基本的にそれぞれ類似性のあることは前に述べた.染色体のギ

ムザバンドの構造が種によって差異があるかどうかを我々が開発した SDS法 (吉田･嵯

峨井 1972)によって調べた.材料としては核型の異なるクマネズミ属の8種,すなわち

2n-40の日本産クマネズミ(Ra托usrauuStaneZumの, ドプネズミ (a.norvegiouS)
ナソヨウネズミ(R.ea;ulanS),a.仰uelleri,及び R.SaZIanuS;2n-38のオ-ス トラ

1)ア産クマネズミ(R.raitusrauus),R.fuseipeS;及び 2n-32のオース トラ1)ア産

R.ooヶ旭tuSが用いられた.それぞれの種煩は異なった核型をもつが,全ての種椀の染色

体のバンドのバク-ソには類似性があり,いずれも非常に近い種類であることが判明した.

特に R.sabanusの核型は他の種類と著しく異なっていたが, バンドのパターンには明

らかに共通性があり,核型分化の観点からこの種類は他の7種額よりも古い型ではないか

と推察された.この研究は Chromosoma(Be一l)41:93-107に発表した.

5) 日本産コウモリ3種の染色体 (原田･吉田): 日本産コウモリ3種の染色体を調査

した. 岡山県位田で採集したニホンテングコウモリ Muri%αleuCOgaSterhilgendorS

雌1頭)の染色体数は 2n-44で,大型メタセントリック染色体3対,中型サブメタセ

ント.)ック染色体1対,小型サブメタセント1)ック染色体1対およびアクロセソト.)ック

染色体 17対か らなっていた,性染色体は不明である.この核型はホオヒゲコウモリ

(Myotis)属と良く似ている.対馬および山口県秋吉で採集したモモジロコウモ1)MyotiS

maorodactylusの染色体数は雌雄とも2n-44で,染色体構成は大型メタセント1)ック

染色体3対,小型メタセントリック染色体2対,アクロセソトリック染色体 16対,サブ

メタセントリックのⅩ染色体および小型アクpセントリックのYからなっていた.富士

山三合目で採集したニホンウサギコウモ1)PlecotuSaurituSSaOri桝OnuSは雌雄とも

2n-32で染色体構成はメタセント1)ツタかサブメタセント1)ック染色体9対,小型メタ

セントリック染色体1対,小型アクロセントリック染色体5対および中型サブメタセント

リックのⅩと小型アクロセント])ックのY染色体からなっていた.

6) 培養細胞染色体の centricfission(加藤 ･嵯峨井 ･吉田): チャイニ-ズ-ムスタ

-培養細胞の中期染色体を観察中,切断がセソトロメア部位で比較的高頻度 (2.970)に

生じることを見出した くcentric丘ssion).このような切断ほどの染色体にも起こり,結果

として1個のメタセントリックから2個のテロセントリック染色体が生じる.79株のコ

ロニーを分離して,2株のテロセントリックを持つ細胞株を得た.G-バソドによる同定の
結果,テロセントリック染色体はいずれの細胞株においてもⅩ一染色体の centric丘ssion
により生じたものであることが判明した.これらの細胞株は,正常細胞と同等の増殖力を

持ち' テロセントリック染色体も, 消失したりアイソ染色体を形成したりすることはな

い.少くともチャイニ-ズ-ムスク-染色体のセントロメアは,二分してもそれぞれが機

能を持ち得るサイズ,あるいは二重構造を持つものと考えられる.詳細は Chromosoma

40:183-192(1973)に発表した.

7) イソド産ネズミ6頬種の飼育繁殖 (土星 ･高橋 ･吉田): イソド南部のマイソール
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州の楕敏雄氏の協力を得て,1971年 11月以来9種類のネズミを入手し,それを実験室

で飼育を試みたが,RauuSCutOhiOuS,Goludaelliotiの2稜を除く7種類のネズミの

飼育繋殖に成功した.それらの種名と現在の飼育頭数は下の通りである (カッコ内の数字

は染色体数).

RauuSrattuSrufeaeenS(2n-38)150頭.

Millardiameltada(2n-50)70頭.

血ndicotabengalenSiB(2n-42)lo藻.

MuSZ)ooduga(2n-40,NF-40,48)25頭.

MuePlatythrix(2n=26,NF-26)85頭.

VandeLeuriaoleracea(2n-28,29,30)60頭.

Tateraindiea(2A-66)60頭.

8) アカネズミの染色体研究 (土星): 我国に広く分布するアカネズ ミApodenuS

SPeCioSuSは,染色体数から2n-46と48の2つのグループに分けられ,分布を異にし

ていることは知られているが,両型が分布を接している浜松市の集団より,両型の自然交

雑によって生まれたと思われる2%-47の染色体数を有する雌を2頭採集した.2頭とも

すでに妊娠しており,飼育下でそれぞれ出産した.それらのうち,1頭の仔 (399,2

88)の染色体数を調査したところ 2n-47(299,18)と48(19,18)である

ことがわかった.このことから 2n-47個体の雌には繁殖能力があることが判明した.

なあ 飼育下で交配によって得られた 2n-47個休同志を交配中である.

第2研究室 (森脇)

1) 継代移植中におけるマウスミニ｡-11細胞クローン変遷の機構 (森脇 ･定家多美子)･.

可移植性マウスミニT,-マ MSPC-1の増殖の主体となっている腫癌細胞クp-ソが継代

移植中に変化する過程をマーカー染色体を指標として分析すること,特にひとつの塵痔細

胞クp-ソが衰退し新しく出現した変異細胞が増殖することによって細胞集団の変遷がお

こる可能性を追究することがこの研究の目的である.この系の腫癌細胞には過去4年間に

附加的に出現した3種のマーカー染色体A.B.Cが含まれていたが,1972年 9月に至り

新しくD-マーカー染色体が出現した.今回はD染色体出現前の39ABC亜系を凍結保存

してあったので,これを宿主マウスに戻しクローン変化を数回再現させることができた.

これらのうちのあるものはかなり急速で単に後発亜系の増殖速度の増加だけでは説明でき

ず,昨年述べたようにひとつの腫蕩細胞クt,- ソの Senescenceがおこる可能性をも含め

た他の機構を考えなければならない.39ABCおよび 38ABCD両亜系細胞を同数混合し

細胞数を変えて移植した結果,少数移植した時の方が,次代に 38ABCD細胞の割合が多

くなる傾向が認められた.この現象と宿主動物の免疫機能との関係を現在研究中である.

2) 西南アジア中近東産クマネズミ血清 トランスフェリンの多型 (森脇 ･定家): 本年

秋2ケ月にわたって行われた第2次ネズミ類調査旅行においてスリランカ,インド,パキス

タンおよびイランの諸国から採集したクマネズミ約300匹の血清をデンプンゲル電気泳動

によって分析した.これらのクマネズミのうち染色体数 38のものは第1次調査で採集し
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たオセアニア地方のものと同じ トランスフェ1)ン塑(Tf-C,-D,-E,-F)のほか新しい型
Tf-Cl,-C2,-G等を示した.興味あることに,染色体数42のものも東南アジアおよび日

本産の染色体数 42のクマネズミに広く観察されたトランスフェリン型TトR,-Nではな

く,上述の染色体数 38のものにみられたのと同様なトランスフェリン多型を示した.こ

のような種々のトランスフェリン塾を分析するために,血清をアクリノールで処理しトラ

ンスフェ1)ソ以外の蛋白特に Sα2-マク｡グロプ1)ンを除いてから,冷エタノール沈澱法
でトランスフェリンを濃縮し,薄層アクリルアミドゲル電気泳動を行なう方法を考案し,

従来の方法よりも格段に優れた分解能を得ることができるようになった.この方法を用い

て今回の調査旅行で得た試料をもう一度分析している.

3) ェゾヤチネズミにおける血清 トランスフェリンの多型 (森脇 ･桑畑*):北海道内6

ヶ所 (野幌 ･天塩･江別･長沼 ･大黒島 ･洞爺)から採集した 141頭の-ゾヤチネズミ

Clethriononysrufooanusbedfordiaeの血清 トランスフェ1)ソをデンプンゲル電気泳

動で分析した.大部分は移動度のおそい TfAをもっていたが,野幌で採集したのち実験

室で繁殖させたもののうち2匹が移動度の早い TfB型を示し1匹に-テロ型らしい Tf

ABが認められた.これらのバンドが トランスフェリンであることは放射性鉄を用いたオ

ートラジオグラフで確認した.TfA型個体とTfB型個体とを飼育室内で交配しF2にお
ける分離比を調べる実験は現在進行中である.

4) -ゾヤチネズミにおける血清エステラーゼアイソザイムの分析 (桑畑*･森脇):ト

ランスフェ1)ソ多型の検索に用いた141頭のエゾヤチネズミの血清エステラーゼアイソザ

イムをデンプンゲル電気泳動によって分析した.α-ナフチル酪酸を基質とLpH8.0で

15時間泳動すると約 20本のノミソドを観察することができる.移動度の早い方から番号

を付け第9番目のバンドがコ1)ソエステラーゼであることが-ゼリン処理によって確めら

れる.採集地区毎に各々のバンドの出現頻度をまとめてみると,1,6,9,14,18番のバ

ソドは全ての地域に認められるが,他のバンドの出現頻度は地域毎に差異がある.これら

のエステラーゼの遺伝様式は現在交配実験によって検討している.

5) 核型進化の基礎理論 (今井): 核型進化の過程を解明するにはまず染色体変異の方

向性を明らかにしなければならない.しかし,従来の染色体変異の解析法はきわめて定性

的であるため変異の方向性を決めるのには適さない.この問題を解決するひとつの方法は

染色体変異の起り易さを量的に示すことであると考え,次の2つの項目について研究を進

めた.

(a) 晴乳類染色体における動原体の位置

核型進化に重要と考えられる染色体変異の多くは動原体の位置変化を伴っている.そこ

で逆に染色体上における動原体の分布を調べることにより,それらの染色体変異の性質を

量的に知る手がかりを得ることを企て,723種の晴乳類の核型から得た 16,817本の染色

体について動原体の分布を調査した.動原体の位置を染色体短腕の大きさ (Ⅹ染色体を含

む半数染色体ゲノムに対する重量百分率;Sw)で表わすと,Sw-0.6を谷としたⅤ字型

農林省林業試験場,北海道支場
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の分布が得られた.この分布は染色体の伸縮や標本作成その作による誤さでないことが確

められたので,噴乳疑染色体に固有な性質であると考えられる.

(b) Pericentricinversionの方向性

acrocentric(A)および metacentric(M)染色体が pericentricinversionのみによ

って変化した時の動原体の頻度分布をモンテカルロ法によって調べた.その結果,平衡に

遺した時点ではいずれの場合も短腕の長い染色体ほど頻度が高くなる (telocentric(T)

<A<subtelo伏ntriC(ST)<submetacentriC(SM)<M)ことが示された. したがって

今 Sw≦0.6の染色体をT&AとLSw>0.6をM,SM&STとすると,前者から後者

方向-の変化がその道に比較して著しく高いことになり,pericentricinversionは統計的

な意味で方向性を持つことが予想される.pericentricinversionによる動原体の分布曲

線は (a)で述べた Ⅴ字型の分布のうち Sw>0.6の区間の分布に非常によく一致するこ

とが示唆され,晴乳額の核型進化において上記の計算から予想したことが実際に生じてい

る可能性がある.この研究で,一部分丸山氏の協力を得た.

6) オオズアカア])(RheidolenoduS)にみられた染色体多形 (今井): 本種は本州南

岸線を北限として海岸から低山帯にかけて生息する亜熱帯性のアI)である.三島の集団に

ついての昨今の調査で n=17,18,19,20を示す4種叛の雄が発見された.核型分析の

結果,12本の ST,A,Tの染色体は各個体に共通であったが,4本の M 染色体が個体

によって異なっていた.変化のしかたは,n-17(4M),n-18(3M+2T),n-19(2M

+4T),≠-20(1M+6T)であった.これから本種における染色体多形は Robertsonian

typeであることが分った (但し,fusion によるのか 丘ssionによるのかほ明確ではな

い).さらに天竜 ･那智･牟岐 ･宮崎 ･鼻久島の集団について調査したところ, いずれの

集団にも n-19が最も多くみられた.また本州･四国の集団ではn-17が小数ではある

が含まれ各々の出現頻度はよく似ていたが,九州の集団ではn-17がみられずまたn-20

の頻度が低く,本州･四国の集団とは有意の差があるように思われた.このことを確かめ

るために九州および南西諸島の集団について調査を続行中である.

C.生 理 遺 伝 部
生理遺伝部は遺伝形質に対する遺伝子の発現機構を生理遺伝学的に研究している.

第1研究室ではキイロショウジョウバェ,クロショウジョバェの自然集団から採集した

-工の子孫を迷路選択法 く器具使用)によって走光性集団と避光性集団に選択分離し,両

集団の-工の行動,産卵性の研究を昨年より引続き文部省科学総合研究 ｢昆虫の行動の稔

合研究,日高班｣の補助によって実施した.また,全明,全暗,明暗環境におけるショウ

ジョウバェの産卵リズム,産卵数の変化などを昨年より引続き文部省科学特定研究 ｢昆虫

の制御環境における生理と遺伝の研究,諸星班｣の補助によって研究した.一方,昨年に

引続き環境庁の環境保全総合調査研究促進調整費によって ｢ショウジョウバェの集団に対

する都市化の影響の解明および騒音環境とその反応性に関する研究｣を行なった.

渡辺隆夫研究員は約2カ年の米国留学を終えて9月1日に帰所し,ショウジョウ,;ェの
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自然集団における有害遺伝子の研究を再開した.韓国の中央大学校理工大学生物学科の秋

鐘書助教は引続き特別研究生 として行動遺伝学的研究を継続した.大石陸生奨励研究員

(日本学術振興会)はショウジョウバ主の SR現象を発生遺伝学的に研究していたが,4

月上旬に神戸大学理学部生物学教室の助手に転出した.

大阪府立大学教養部生物学教室の中嶋英治誇師は大阪府の内地留学生として4月から6

カ月間第1研究室に滞在し,ショウジョウバェの光に対する特異反応の行動遺伝学的研究

を行なった.京都大学農学部大学院博士過程に在学中の大西正道は特別研究生として4月

からショウジョウバエの実験集団遺伝学の研究を始めた.

第2研究室では阪本寧男研究員がコムギ族植物の系統分化の遺伝学的研究および日本産

カモジグサ属植物の生態遺伝学的研究を行なってきたが, 1月中旬に京都大学農学部植物

生殖質研究施設に助教授として転出した.

4月から横浜国立大学教育学部の永海秋三教授は日本学術振興会の流動研究員として1

カ年第2研究室に滞在しキク族植物の種分化に関する生態遺伝学的研究を行なった.また

木原生物学研究所三島分室の大塚一郎研究員は特別研究生としてコムギおよびその近縁種

の核置換の研究を行なった.

第1研究室 (大島)

1) キイロショウジョウバェの自然集団における逆位および有害遺伝子保有機構の研究

(大島,渡辺,秩)

a) 勝沼,敷島 (山梨県)および安養 (韓国ソウル郊外)の自然集団の致死遺伝子の研

究: 1971年秋の4集団に含まれていた致死遺伝子の頻度は年報第 22号に報告したが,

それらの致死遺伝子間の同座実験を行なった.その結果,勝沼,敷島の集団内同座率はそ

れぞれ 1.54,1.41%,両集団間同座率は 1.4470で両集団が約 20粁も離れていたにも

拘らずその影響はほとんど認められなかった. また安義の2集団の集団内同座率は 0と

0.72%,両集団問同座率は 0.6670で両集団間の距離8粁の影響はほとんど認められなか

った.そこで安蓑と勝沼,敷島の集団間同座率を求めたが,意外に高く0.5270で,遺伝

的に無縁と考えられる両集団に期待以上にいくつかの同座致死遺伝子があった.これらの

両集団に共通の同座致死遺伝子は何らかの理由で長期間保有されていたものと考えられる.

b) 同じ自然集団に含まれる劣性不妊遺伝子の研究: 1971年秋の勝沼,敷島と安着の

4集団における不妊遺伝子の頻度は年報 No･22号に報告したが,雌雄不妊遺伝子問の同

座実晩を行なった.その結果,勝沼,敷島の雌不妊遺伝子の集団内同座率はそれぞれ0.74,

1.5270集団問同座率は1.4770,雄不妊遺伝子ではそれぞれ3.02,12.65% と5.4370であ

った.一方韓国の安養2集団の雌不妊遺伝子の集団内同座率はそれぞれ 17.58,8.8970

集団問同座率は 7.1470,雄不妊遺伝子ではそれぞれ 0,3.5770と0%であった.不柾遺

伝子においても致死遺伝子と同様に安蓑や勝沼,敷島の集団間の距離による影響を認める

ことができなかったばかりか日本と韓国の集団間の雌不妊遺伝子の同座率が0.8670で期待

以上に高かった.両国に共通の同座不妊遺伝子が3個あったが長期間にわたって何らかの

理由で自然集団に保有されていたものと考えられる.
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従来,勝沼の自然集団に含まれていた細毛遺伝子 (rbl)は1971年秋の集団にも4.970

含まれていたが,表現型がよく似た剛毛を細くする別の遺伝子も勝沼,敷島集団に 3.570

安養集団にも4.070発見された.

最近数年間,勝沼の自然集団の第2染色体の致死遺伝子,不妊遺伝子の頻度は急上昇し

ているが,第2染色体の適位 B,Cの頻度は道に減少している (九大 ･理 ･渡辺博士の分

釈).これは環境,自然選択の状態の変化によって生じた集団構造の変化によるものと考え

られるが,米国の自然集団の分析結果とも比醸して,その原田を実験的に究明したい.

2) 制御環境におけるショウジョウバェの行動遺伝学的研究 (大島,渡辺,秩)

a) タロショウジョウバェの走光性と産卵性および形態量的形質の関係:この実験の一

部は年報第 22号に報告したものであるが,東京大森で採集した--の子孫を迷路選択法

によって40代にわたって選択し走光性集団と避光性集団に分離した.走光性の--の31

-40代の平均走光指数は 4.57その分散は 9.65で選択効果はあまり認められなかった

が,避光性の-エの 31-40代の平均走光指数は 8.65その分散は 5.83となり選択効果

はかなり認めた.両集団の選択 38代目の--を長さ1メートルの細管中に入れて一方は

明るく一方は暗くして 10分後の-エの分布を調べた.その結果走光性集団の多数の-エ

は明るい方-移動したが避光性集団の多数の--は入れた所から移動しないか暗い方へ移

動したものもあって,走光性および歩行速度に大きな差異を認めた.

また選択 31代目の両集団からそれぞれ7系統,各系統雌雄9組を全明,全暗,明暗の

3環境に分けて 20日間の毎日の産卵数を調べた.その結果走光性の-工の1日平均産卵

数は避光性の-エよりも少なく (約 6070),走光性の--の産卵の日周性リズムはどの環

現においても同様に乱れたものであった.一方避光性の--は明暗環動こおいて正常な産

卵リズムを保持した.

また選択 34代目の両集団の-エの体重,体長,勉長を比較したが,遮光性の--が走

光性の--よりも有意に体重,体長において優っていた.走光性に関する選択結果,産卵

性や形態量的形質にも変化を起したものである.

b) キイpショウジョウバェの走光性の選択実験:この実験の一部は年報第 22号に報

告したが,沖縄名護で採集した--の子孫を迷路選択法によって35代にわたって選択し走

光性集団と避光性集団に分離した.走光性集団の走光性は選択 20代以後あまり進まなか

ったが,避光性集団の避光性は35代まで選択の効果を認めた.1-35代間の選択効果 (過

伝力)を計算した結果,走光性は毎代 1.670逆光性は毎代 2.570の割で蓄積されたと考

えられた.また選択 28代目の走光性の-工から避光性,逆光性の--から走光性のもの

を逆選択したところ前者の場合は4代でもとの走光性にかえり,さらに8代で著しく避光

性になったが,後者の場合は8代でようやくもとの走光性にかえった.この道選択の効果

の違いを適切に説明することは困難である.しかし分断選択の結果もやや避光性の方に偏

したし,選択 27代,31代,35代目の走光性,避光性の-工を支配したが,その Flの

走光性は選択代数が進むにつれて避光性の方に偏した｡これらの結果が逆選択の結果と何

か共通の仕組によるものであろう.
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選択 21代,22代目の走光性,避光性両集団からそれぞれ約 150本の第2染色体を抽

出して Cy-Pm法でそれぞれのホモの生存力を調べた結果,致死および半致死遺伝子をも

つ染色体の頻度に著しい差異を見出した.走光性集団では約 3570,避光性集団では約

3.570であった.また選択 32代目の--を1メートルの細管に入れて走光歩行テス トを

行なった結果5分間に走光性の多数の-工は明るい方へ移動したが,避光性の雌はとくに

動かないか暗い方-移動したものがあった.

C) キイロショウジョウバェの光に対する特異反応の研究 (大阪府立大 ･中嶋): 光を

さえぎったり消した瞬間にとびあがる反応 (jumping-Pyokoriと命名)を突然変異と野

生型の数系統について分析した.その結果 bw:st:88系統が最も反応頻度が高く彦根野生

型系統はほとんど反応を示さなかった.交配と染色体置換によって合成された6系統で反

応頻度を調べた結果,その反応行動を支配する主要遺伝子が第2,第3染色体にあること

が明らかになった.

3) ショウジョウ':ェの自然集団に対する都市化の影響と騒音環掛 こ対する反応性の研

究 (大島,秩)

a) 都市化の影響:東京 (自然教育園)と三島 (玉沢)のショウジョウバェの自然集団

を 11月に採集し,種の分類とそれぞれの個体数を比較した.昭和 46年秋に見られた都

市における孤島化現象 (自然教育園に付近の--が集まる)は昭和 47年には明らかでな

かった.昨年来,三島,静岡で 10月-3月の間に Drosophilao8hi仇αi(ツバキショウ

ジョウバエ)と命名された新種を秋と中村 (静岡高校)が多数採集し発表した.

b) 騒音環境,明暗環境の産卵,発育におよぼす影響の分析:キイロショウジョウバェ

(OregonR系妖)の雌1匹ずつの毎時の産卵数を連続採卵機を使用して明らかにした.

温度 25oC一定,全明 (約 25001Ⅹ)環境,12時間騒音 (周波数 2000cycle/sec強度

100ホ-ン)環境と12時間静態 (約 50ホーン)環境において8匹の6-7日間の毎時の

産卵リズムを分析した.その結果産卵のリズム (1日のある時間にかためて産卵する)は

明らかではないが,2-4日の騒音環境には産卵数が著しく抑制された.しかしその後や

や回復したが,細かい対騒音反応には個体差が認められた.一方タロショウジョウバェ

(御前崎系統)で同じ器具を使って分析を行なったが,環境は明静,暗騒環境を 12時間

毎に交互に与えた｡その結果暗騒環境で産卵はほとんどおこらないまで抑制された.産卵

リズムはキイロショウジョウバエよりはっきりしていた.

キイロショウジョウバエ (OregonR系妖)が短時間に産んだ卵を集めて 25oC一定で

いろいろな明暗,騒静環境において飼育し羽化率 (成虫/那)と発育時間 (卵一成虫)を

比較した.多くの--の羽化リズムは 12時間明,12時間晴環境では発育期間中に同調

化されて,8日20時間経った明期の始め数時間に多数の成虫が羽化してくる.しかし明

期が長くなると発育は促進,暗期が長くなると発育は抑制された.そして羽化時間の分散

は大きくなった.ところが全明環境に加えて 12時間騒音環境 (2000cycle/see,1(氾ホー

ン)12時間静態 (約 50ホーン)では発育速度は全明,静態環境に比して平均約 20時

間も促進された.この結果は騒音が卵,幼虫,桶の体内生理を活発にして発育を促進した
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と考えられる.

4) 制御環境におけるショウジョウバェの適応性の研究 (大島,大西): キイpショウ

ジョウ,:ェ (OregonR系妖)の発生速度や生存力に卵,幼虫の密度や,発育時における

定温環境と変温環境がどのように影響するかを分析した.変温環境や幼虫密度が高い時に

は発育速度が遅延し,生存力も有意に低くなることが確かめられた.

第2研究室 (大島兼任)

1) キク族植物の種分化に関する生態遺伝学的研究 (永海): 日本各地の自然集団を対

象にして,各種の集団構造の比較,自然雑種の調査,生育条件の比較や標品採集などを行

なった.また野外から圃場に移植し生育条件の比較,種間交雑,繁殖型や花期,稔性の比

較などを行なった.一方実験室において花粉,種実,頭状花,莱,全草などの標品作製を

し,一部の種の花粉と種実の走査電子顕微鏡による観察を行なった.また花と葉について

isozymeの分析をした.徳之島から北海道にいたる地域から集めた種は24種 (2,4,6,8,

10倍体)において約6種の集団構成の調査,約 10の組合せの種間交雑を行ないFlの種

実を得た.

D. 生 化 学 遺 伝 部

生化学遺伝部では長年にわたり次の二つの主要テ-マを中心に研究が進められている.

その第-は高等生物におけるDNAによる形質転換 (transformation)の問題である.

微生物と同様に高等生物でも形質転換がおこるか否かと言うことは長い間研究されて来た.

しかし残念なことにこの問題の研究の初期に若干の挫折があったためいろいの誤解を生じ,

その誤解は未だに残っているようである.しかしその後の研究成果のつみ重ねにより高等

生物でも形質転換が存在することはようやく一般にも確認 されるようになり (Nature

NewBiology,234,161,197参照),現在は高等生物に形質転換か存在するか香かと言

う問題の段階を過ぎて,形質転換のメカニズム解明に研究の焦点が移って来ている.

当部においては第1研究室では昆虫を,第2研究室では植物を使用して,生体内に取り

込まれたDNAによる形質転換,あるいは hostの形質発現におよぼす影響等の研究が進

められ, また同時にこの方面の研究は高等生物遺伝子発現の制御メカニズムの問題や,

DNA の物理化学的性質等,広い分野の研究に発展して来ている.

当部の第二主要研究テーマは蛋白質電気泳動分析による生化学的遺伝解析である.一般

にポリべブタイドは遺伝子の一次的産物であると考えることができる.従ってポリペブタ

イド自身をマーカーとする遺伝解析は,可視形質や生理形質等,遺伝子の二次的生産物を

マ-カーとする解析かこくらべて,より直接的に遺伝子を解析できると言う利点がある.寡

2研究室はこの利点を利用してヒト血清蛋白の変異,植物の各種のアイソザイム分析を電

気泳動法により行ない,この方面からの生化学的遺伝研究を進めている.

人事面では 46年 3月定年退職の辻田光雄部長の後任として杉山勉部長が 47年 9月

着任した.特別研究生としては小滝寧男氏がヒト血清蛋白の研究に,中華民国留学生白鍵

氏が植物アイソザイムの研究に前年にひきつづき参加した.
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第 1研究室 (名和)

1) 昆虫における形質転換 (名和 ･山田): コナマダラメイガおよびショウジョウバェ

における形質転換の研究が続行された.すでにDNAによる遺伝形質の変換が観察された

ところのコナマダラメイガの変異体aは トリプトファンピロラーゼ(以下ビロラ-ゼ)の活

性を欠くものであり,ショウジョウ,:ェの劣性突然変異JUもこの酵素の構造遺伝子の変異

であり,この点に閑し両者は画同のものと考えられる.しかしFoxらは Vの DNA 処

理の実験において,DNAはV座位に位著しモザイク変異体を誘発し,その状態は子孫に

伝達されるが宿主 DNA と外部 DNA との置換はおこらないと推論した.この結果とわ

れわれのaにおける結果のちがいを追求するため,われわれは V(実際には V:bw)を用

いて,卵を DNAに浸した実験,卵にDNAを注入した実験,また幼虫および桶にDNA

を注入した実験などを行なったが,現在までのところ全体の形質の変化もモザイク個体の

出現も観察できなかった.今後の検討が必要である.

2) 形質転換現象の生化学的解析 (名和 ･山田): ショウジョウバェのⅤ座位にはいく

つかの対立遺伝子が知られている｡これらには抑圧遺伝子によりピロラーゼ活性の出現を

示すものと示さないものがある.抑圧され得るV変異体は正常などpラーゼ酵素と同じ分

子量をもつ蛋白を生産していることが,その付加効果および Tl-RNaseによる活性出現

の事実から推定されている.われわれの用いているショウジョウバェのVとコナマダラメ

イガのαが変異した構造のピpラーゼ蛋白を生産しているかどうかが調べられた.

始めに TrRNase処理によっては,Vからもaからもピpラーゼ活性の出現は認めら

れなかった.しかしαの磨砕液をプロタミン処理,硫安沈澱後,セファデックスG-200 カ

ラムで分画し,各分画の付加効果を調べたところ,ピpラ-ゼと同じ分子量 (約150,000)

のところの画分にその効果が見られた.またショウジョウバェのVの磨砕液の分画もコナ

マダラメイガのピロラ-ゼに対し同様に付加効果を示した.そしてその分画分中の蛋白の

分子量もほとんどピpラ-ゼのそれと同じである.抑圧され得るVは構造の変具したピp

ラーゼ蛋白を生産しているが,これはある阻害物質との親和性が高く不活性な状態にあり,

この阻害物質はある t-RNA であるといわれている. しかしわれわれの実験では,aま

たはVをTrRNaseで処理してもどロラ-ゼの活性の出現が認められなかった,また野生

系からの酵素液の Tl-RNaseによる活性の増加も認められなかったので,阻害物質が

t-RNAかどうかに疑問が残る. さらに阻害物質が存在するかどうかも再検討を要する.

ピT2ラーゼと同じ分子量の蛋白を,aおよびVが生産していることは,その付加効果より

推定される.精製されたピロラ-ゼは希釈によりその活性が期待値よりかなり下る.ピロラ

ーゼはいろいろの事実からサブユニットから成ると考えてよい.現在われわれは付加効果

に対して,変異蛋白の存在による正常ピロラーゼの解離の阻害によるものと推定している.

これらのことよりaおよびVはピpラーゼの構造遺伝子座における点突然変異と考えら

れる｡したがってaiiDIAa+の変化は,a座位の DNA の塩基の何らかの横樺による置
換によるものと推定される.Vにおける不成功はコナマダラメイガとショウジョウバェに

おける生理的条件の差によるのかも知れない.
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3)初期発生のDNA(山田):コナマダラメイガの発生初期卵には,主 DNAのほかに

SatelliteDNAが存在する.これは卵のミトコンドリヤ･卵黄分画にあり,この全 DNA

の9.470を占めている.末岡の式により密度から計算された SatelliteDNAのGC含

量は 19.470であり, ほとんどATポ1)マ一に近い値となる. また主 DNA のそれは

34.970で,成虫 DNA について化学的分析により得られた値 34.6% と一致する.この

SatelliteDNAは卵巣中にも見出され,卵形成時に合成され卵に受けつがれたものと考え

られる.これは精巣その他の組織には検出されないので,卵形成または初期発生に特異的

なものであるが,その合成,機能については検討中である.

第2研究童 (小川)

1) 人血清蛋白質に関する遺伝生化学的研究 (小川 ･小滝): 当研究室において発見し

た人血清のαリポ蛋白質に関する変異型の詳しい調査をすすめるため,セルp-ズアセテ

ート膜を用いた親板性の高いリポ蛋白質の泳動分析法の開発を行なった.この変異型はセ

ルp-ズアセテート膜を用いなければ確認できないからである.

脂肪親和性色素であるFatred7Bを用いる方法をとりあげた. この色素はセルロー

ズアセテート膜にも染着するため,研究の主点はリポ蛋白質の検出能をそこなうことなく,

いかにして担体のみを脱色するかに向けられた.

弁色には弱酸性の 0.1M 次亜塩素酸ソーダ溶液を選んだがこの液はきわめて不安定で

使用直前に調製しなれけれぼらない不便がある.分析法の改良をすすめるとともに,本法

で前述の変異型の調査を試みている.

2) セルp-ズアセテート電気泳動法に関する基礎的研究 (小川): セルp-ズアセテ

ート膜を担体とする血清の電気泳動分析で,臨床上とくに興味深い所見は,γ-G型のミエ
ローマ愚老血清にのみみとめられる特有な泳動像の出現である.しかもこの所見は同疾患

における他のあらゆる臨床検査の結果にさきがけて現われることが多いから,診断に有力

な手がかりとみなされている.

ところが,いままでこの現象の出現機序について深く調べられていない.ここでは,諺

断に利用していまのものより敏感な性能の膜の作製が可能かどうかを調べる目的もかねて,

膜の孔径と泳動所見との相関性を調べた.

孔径 0.9〝 前後のものが最も同疾患の鑑別検出率が高いこと, この大きさより孔径が

大きくてもまた小さくても性能は劣ることなどの点が判明した.市販の国産品セパラック

スがこの日的にもっとも適していることがその孔径の点からも裏付けされた.

3) 日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研究 (小川): 北海道犬のメリオ

系,アク系およびそれらの正逆交雑 Flを用いて近親交配を行ない,欠歯,体型,体毛,

爪,虹彩,鼻鏡の色調について調査している.これと併行して,メリオおよびアク系を用

いた系統育成試験を行なっている.現在兄妹交配8世代まで近交系の維持について特に困

難をみとめていない.

4)異種 DNAの種子形成に及ぼす効果 (遠藤): 前年度は動物系 DNAのナス果実

内種子形成に及ぼす効果を調査してきたが,植物系 DNAの効果を追跡するため,各種
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植物から比較的大量のDNA調製法の開発に努力した.イネ,コムギ, トウモロコシなど

の芽生または未熟腫乳を用いるとき,Marmur(1961)法では多糖類の混入が避けられず

望ましくない.Huguet(1972)のクpマチソ分離法と,Pitout(1968)の DNA調製法

の組合せはもっとも効率的であった.しかしこの方法はダイズ,アサガオなど数種の双子

菓植物には適用できなかった.また DNAの溶媒として使用するSSCのみの種子形成に
及ぼす効果は,受粉前に花梗下より投与すると,その後の果実の成育を阻害し易いことが

判明した.

5) -テロ接合体におけるアイソザイム遺伝子の発現に関する一般式 (遠藤): -テTl

個体における共優性対立遺伝子群 (A,β)の発現の程度は組合せによりまた器管により

必ずしも同一ではないことが漸く一般的な知見となりつつある.それでイネ･パーオキシ

ダーゼやトウモTZコシの ADHなどの結果を用いその数量化のために次の一般式を授出
したい.

1AB:m(1+a)AB:m2aBB

ここで AAは構造遺伝子 A,BBはその対立遺伝子 βによって生産されるダイマー型

アイソザイムであり,aは AAとBBのモル当りの活性比,mは AAとBBの生産

量比である.この式はイネバーオキシダ-ゼ遺伝子座の発現にはザイモグラム上における

テーリング現象などのため,数 1070の誤差を生ずるが, トウモロコシの ADHの発現

(SchwartzandEndo1966など)に対しては,はば完全に適用することができた.

6) イネノミ-オキシダーゼの遺伝 (自･遠藤): 栽培イネおよびその先祖型のべレニス

系野生イネを用いて,これまでPxl(旧称Pel遺伝子座)の対立遺伝子群の器官特異性お

よびその発現の問題を取扱ってきたが,本年度は各遺伝子の集団内頻度を分析した.さら

にべレニス系野生集団を用いて他のパーオキシダーゼ遺伝子座の突然変異群を調べた.そ

の結果,これまで栽培および野生イネのすべてに普遍的に存在し,かつザイモグラム上で

もっとも強い活性を示す3Cバンドを欠く個体を検出することができた.現在この生理的

効果を調査中である.

7) イネ酸性フォスファターゼの遺伝 (自･遠藤): 栽培および野生イネの操業中の酸

性フォスファタ-ゼには現在,5種のザイモグラムが存在する.自然および人為交雑の結

果これはすべて3個の主要遺伝子 Acpl,Acp急,Acp3を同じくするが,移動度を支配す

るAepnの存在を仮定することによって説明できよう.本年度の実験結果はこの仮定を

否定するものではなかった.

第3研究室 (杉山)

1) ヒドラの遺伝生化学的研究 (杉山):隆腸動物,属型動物等の下等無脊椎動物は出

芽,再成,形態形成,移植等の実験材料として広く使用され,いろいろの面白い生命現象が

これらの動物について知られている.しかしこれらの現象の遺伝的解析は全く行なわれて

いない.それのみならず,もっと一般的に進化上原生動物と昆虫類の中間に属する動物に

ついての遺伝的研究は従来ほとんどされていない.第3研究室ではこのギャップをうめ,

そして発生,再成,出芽,移植等に関与する遺伝因子を同定し,その機能を解明し,また
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その相互関係を調べるために ヒドラを材料として研究を開始した.材料 としては現在

Hydra咽 nipapillaね とPel仰α10hydraroZIuStaを使用し,まず遺伝材料としての基

嶺条件,すなわち,無性生殖,有性生殖で増殖する条件や,遺伝的マーカーとして各種の

アイソザイムを利用できるかどうか等を検討している.また現在までの短期間の培養中に

自然発生的に春型個体の出現が3例観察されており,形態形成上の突然変異株は比較的容

易に得られるものと思われる.

E.応 用 遺 伝 部

応用遺伝部では,人間の生活と密接な関係のある高等動植物に関する遺伝学的研究を行

なうことを目標としている.いまこの部でとり上げている研究を,その流れによって大き

く分けてみると次の3つにまとめられる.すなわち,第1は,動植物が,野生状態からど

のようにして家畜や農作物になってきたかを明らかにすること,第2は,環境条件のスト

レスに高等動植物がどのように遺伝的対応をするかを研究すること,第3には,大形で生

育に長年月のかかる植物群の遺伝の研究方法の開発をすることである.これらの目的のた

めに,動物ではニワトリ,ウズラ,ネズミ,植物では,イネ,オオムギ,イネ科牧草,ス

ギ,マツなどが使われている.

本年度に外部からうけ入れた臨時的な研究員は,日本学術振興会流動研究員としての北

海道大学助手工藤弘,ロータリ-米山記念奨学生 SujitBagchi,東京農業大学大学院生白

銑の各氏である.他方ではまた岡彦一第3研究室長をユネスコ専門職員としてフィリピン

国セントラル･ルソン大学に派遣していたが,11月帰国した.

第1研究室 (酒井)

1) ニワトリの卵型に対する選抜 (河原): 昨年度に引続き,卵幅および卵長に対する

大小2方向の組合せによる4群についてHalf･way選抜を行ない,選抜9世代を繁殖した.

選抜は卵幅の大の方向に特に有効であったが,卵長では頗著でなかった.その一つの原田

として卵長の増大がふ化率を下げることがあげられよう.また,卵重の増加によって卵黄

重量の卵重に対する割合が低下する傾向がみとめられた.現在,この原因および他の形質

との関係について調査研究中である.

2) 野生ウズラと飼いウズラの遺伝学的比較 (河原･三田･渡辺･吉田): 野生ウズラ

と家禽ウズラの生産諸形質の遺伝学的比較に関しては,昨年度までに戻し交雑6世代の調

査を終え,野生ウズラは飼いウズラに比してすべての形質で劣ることが見出された.交雑

実験の結果により,この差異は遺伝的であり,主として相加的遺伝子の相違に基づくもの

であることが明らかになった.さらに,血清蛋白質およびアイソザイムの変異について調

査研究したところ,現在までに両者のアミラーゼおよびェステラ-ゼの遺伝子頻度にかな

りの相違があることが認められた.目下個体数を増し実験を継続している.本研究は東京

農業大学の渡辺誠喜および青田治弘両氏と協同で研究を進めている.

3) 野生ウズラの実験室内環境下おける自然淘汰に基づ く遺伝的変化 (河原･三田):

野生の鳥を家禽的条件で飼育するとどのような変化が起るかを,ごく初期の世代の諸生産
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形質について調査研究した.これは,野外で採集し,その後実験室で繁殖を続けた3世代

について調べたものである.これらの群は何らの人為淘汰,または,意識的淘汰を加えて

いない.この飼育実験の結果,性成熟に関与する形質について著しい変化が僅少の世代で

起ることがみとめられた.産卵率,受精率およびふ化率も変化したが,その変化の強さは,

雌の性成熟に関与する形質に比して弱かった.現在,実験室無殖5世代までのものについ

て反復し実験中である.

4) ウズラの近交退化の研究 (河原): ウズラは近親交配にきわめて弱く,受精率,ふ

化率,生存率等の低下をきたし,兄妹交配 4-5世代で近交系の維持が不可能になる.本

研究は,軌 ､ウズラのほかに,野生系ウズラおよびこれらの正逆交雑Fl群を用いて近親交

配を行ない,系統による退化現象の相違について調査した.その結果によれば,近交退化

は野生系で腐著であって,すでに近交2世代で系統維持はできなくなった.それに対し飼

いウズラは近交4世代を経過してもなお 3.570の家系が繁殖可能であった.正逆交雑 Fl

群は,近交2世代までは飼いウズラと大差ない結果を示していたが,3世代から4世代に

かけて急激な繁殖力の低下を示し系統の維持はできなくなった.

5) ウズラの系統育成 (酒井 ･河原 ･三田･斎藤 ･杉本): 昨年度に引続き,近交度を

徐々に高める方法で系統育成試験を継続している.本実験には飼いウズラおよびその羽色

突然変異系統が供試されている.また,劣性白色卵殻系統は比較的卵殻が薄く,長期間産

卵すると実験用に供することが困難であるため今年度新たに卵殻厚に対する選抜育成実験

を開始した.

6) 血縁関係のある親をもつ集団における選抜反応の推定 (藤島): 現行の選抜反応の

推定式は,たがいに独立な親をもつ集団に関するものであり,このような集団は実際には

例外的であって,むしろ血縁関係のある親を含んだ集団が普通である.本研究では,この

ような集団を対象とした選抜反応の推定式を開発した.その結果,一般に,現行法ではか

なり選抜反応を過大推定していることがわかった.

7) マウスの学習能力の遺伝学的研究 (藤島): 環境条件に対するマウスの適応能力と

知能との関係を知ることを最終目的として,当研究室で開発されたY型迷路自動測定装置

を用いて,今年度は,成熟マウスの学習能力と活動性を測定し,系統問の特徴を調べた.

供試系統には,A/He,AKR/∫,BALB/C,C3H/He,CBA/H,C57L,C57BR,C57BL/6,

CBA/ScMs,D103,DBA/2,DBA/Lw,RF,SWM,SWRの 15近交系が用いられ,逃

避,回避および弁別の各能力を1日50試行ずつ2日連続して測定し, 2日間の能力差

(記憶力またはレミニッセンス)をも観察した.その結果,一般に D103が学習能力が最

低,SWM,C57BL/6が最高であった.一方,活動性では,学習能力の比較的高い A/He

が最低で,逆に学習能力が最低であったD103が低くないことから,活発さと学習能力と

は関係ないこともわかった.

第2研究室 (井山)

1) 放射線により誘発されたアラビドプシスの遺伝的変異と系統内変異 (S.Bagchi･

井山): 自殖性植物アラビドプシス(ArabidopSiSthaliana)の1純系 Q･andsberg)種子
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に放射線を照射し,以後1親1子法によって集団を維持した.20Kr,80Kr処理および無

処理集団の M8世代から各 20個体を無作為に抽出して,M4世代で次代系統各 20を作

り,開花まで日数,草丈および菓数の系統間および系統内変異をしらべ,遺伝的分散と系

統内分散を計算した.その結果,第1表に示すように,いずれの形質においても,遺伝的

分散は20Kr,80Er処理の僻に著しく増加し,これらの形質に関与する量的遺伝子の突然

変異が放射線によって誘発されたことが示された.また無処理区にくらべて,処理区の系

統内変異の増加が例外なく認められ,この原田は遺伝子の分離によるよりも,発育不安定性

によるもののように思われたが,さらに世代の進んだ材料によって検討する必要がある.

第 1表 アラビドプシス Ⅹ4系統群によって推定された開花まで日数,草丈および
葉数の遺伝分散と系統内分散

処 理 開花まで日数 草 丈 乗 数

無 処 理

20Kr

80Kr

遺 伝 分 散
系 統 内 分 散

遺 伝 分 散
系 統 内 分 散

遺 伝 分 散
系 統 内 分 散

0.6959 1.3521
2.4912 7.3786

6.2231 3.9805
6.0448 11.9730

13.0520 15.7701
5.8811 19.8423

0.0184
1.1262

1.0087
1.7978

1.8314
2.7283

2) 自殖性作物の交配育種における集団の大きさ (シミュレーション)(井山):日韓性

作物の交配育種では,優良形質の組合せを目標として交配を行ない,その後代から希望型

のホモ個体を作り上げて行く.そのとき,維持する分離集団が小さいと,希望遺伝子型が

失なわれる危険が大きくなる.遺伝子間に種々な程度の連銭を考慮して,集団の大きさと

最終的に希望遺伝子型を得る確率を,電算機によるシミュレーションを行なって調べた.

その結果,自殖性作物の特性として,自殖世代には個体間の遺伝子の交換がないので,集

団育種法によって選抜を行なう場合に,特に F2,F8のような初期世代の集団の大きさが,

希望遺伝子型を得る確率に強く影響することが明らかになった.

3) クロマツの遺伝変異の研究 (酒井 ･井山): クpマツは,本州の海岸にひろく分布

する.この研究は,それら自然集団の遺伝変異を明らかにするために,本邦各地から,そ

れぞれ数集団ずつをえちび,それから個体別に針葉を採集して,澱粉ゲル法でノミ-オキシ

ダーゼ･アイソザイムをしらべたものである.採集地は新潟県,静岡県,鳥取県,広島県

であるが,各県内と県間の比較から,東部は西部に比しアイソザイムバンドの発現が単純

であることがわかった.たとえば代表的な2本のバンド(HおよびQ)における集団内の

出現月度は第1表のようである.

さらに興味あることは,出現頻度の高いアイソザイムでもその染色濃度が,県によって

いちじるしくちがったことである.すなわちMバンドは,どの集団でもその出現原皮がほ

ぼ1009もにちかかったが,その染色濃度は広島,鳥取,新潟,静岡が 100:89:49:39の比

になった.染色濃度の強さを酵素活性の関数と考えるならば,こういう地域変異の存在は
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興味深い問題を含むと考えられる.

第1表 クロマツのパーオキシダ-ゼ･アイソザイムHおよびQバンドの出現頻度
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4) スギにおけるカルス形成能力の遺伝変異 (工藤 ･酒井): スギは林木の中で,栄養

繁殖の可能な代表的樹種である.本研究は,スギにおける小枝の先端部の組織培養におい

て,カルス形成能力が,遺伝的特性であるかどうかを明らかにしようとした.ニッチ培養

基に殺菌した小枝の先端部を植え,25oCの定温器でカルスの発生速度をクp-ン別に比較

した.クp-ソの数は 36,各クローソ当り20個の試料をとり,5本×4回反復の形で実

験した.その結果によると,カルス形成能力の遺伝変異は3つに分けることができた.第1

はカルス発生日数であり,第2はカルスの発生頻度,第3は形成カルスの生長速度である.

クローン間変異の最も著るしかったのは,カルスの発生日数で,最も早いクp-ソは,

置床後6日目にカルスの発生がみとめられた.全クローンの発生日数の平均はほぼ2週間

である.中には全く発生しないものもあった.カルスの発生頻度も,形成カルスの生長速

度も,クローン間に明らかな変異があったが,発生日数と,発生後一定日数後の発生頻度

およびカルスの大きさとの間には負の相関が認められた.

なおカルス形成能力と,さしきによる発根率とは,本実験材料の範囲では関係がなかった.

第3研究室 (岡)

1) 生長様式における稲系統の変異 (森島 ･岡): この調査を 1966年から本年度まで

継続し,結果のとりまとめを始めた.野生稲の一年生と多年生の系統の間には明瞭な差異

が見出された.多年生系統では栽培系統と同様に穂と第3節間 (上から)は同時に伸長し,

第1および2節間の伸長によって出穂する.一年生系統では穂が第3節間より先に伸長し,

第1節間の伸長が出穂をもたらし,第1および2節問は出穂後に伸長して穂を高くもち上

げる.この性質は種子の拡散をたすけると思われる.また,一年生系統は出穂前後に生長

率 (一日当り乾物量増加)が急に高まるが,多年生系統では低い生長率が長期間継続し,

出穂後にも栄養成長を行なうことが見出された.さらに,野生稲特に多年生系統は栽培稲

にくらべて発育変動性がはるかに大きい.この場合,発育変動性は一つの適応機構と考え

られる.

2) 稲国際適応性試験における生長様式の品種間変異 (森島 ･岡): IBP/UM 協同研

究の分担者としてこの調査を行なった.調査の対象は稲 10品種を日本4地点,台北およ
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びテキサスにおいてそれぞれ2肥料段階,2反覆で試験した成績である.それぞれの乾物

塞 (m乏当り)の測定値からpジスチック生長曲線 (二次式)を計算し,最大生長率の見

られた日から出穂までの日数,-日当り生長率が最大の1/2以上の日数,最大生長率,出

穂 25日前の生長率,出穂日の生長率,出穂 10日後の生長率などを求めた.分散分析の

結果から,これらの生長様式を示す数字はすべて品種の特性であり,またその地点による

変化 (品種×地点)も品種の特性であることがわかった.これらの数値の相互間の相関お

よび収量変動性との相関から収量安定性における生長様式の役割を考察した.

3) 牧草の適応性 (森島): オーチャドグラスとペレニアルライグラスにおける生存率

と形質の発現についての試験を終って成績をとりまとめた.この実験は環境庁の補助によ

る ｢生態遺伝に関する組合研究｣の一部を分担するものである.生存率または死亡率とそ

の変動の様式は2つの種の間では明らかに異なるが,オ-チャドグラスの系統間の差異も

有意性を示し,遺伝的支配を受けることがわかった.またペレエアルライグラスでは幼植

物の死亡率とその後の生長期における死亡率とが負の相関を示した.牧草の適応性に関す

る観察は今後はダリスグラスを用いて継続する予定である.

4) 稲におけるアイソザイムの遺伝子分析 (白鍵).I ′1-オキシデースと酸性フォスフ

ァテ-スの遺伝的支配について一応の結論が得られた.その詳細は協同研究を行なった生

化学第2研究室 (遠藤)から報告される.

岡はユネスコ専門職員として2カ年間フィリッピソに勤務していたが,本年 11月 18

日任期を終えて帰国した.

F.変 異 遺 伝 部

変異遺伝部においては,各種放射線や化学物質による突然変異の誘起機構と,それに関

連した分野の研究を行なっている.本研究部は3研究室よりなり,第1研究室では主とし

てマウスにおけるイオン化放射線による突然変異率の評価に関する研究を,第2研究室で

は植物における突然変異の生成および分化に関する基礎的研究を,第3研究室では微生物

を材料として,DNAレベルにおける自然および人工誘発突然変異の生成擁構に関する研

究を行なっている.本年度の研究については,文部省,厚生省,科学技術庁,環境庁など

の縫合研究組織に参加するとともに,その研究成果は関連学会,諸シンポジウムにおいて

発表討議された.また,本年6月-12月の間,国際原子力機関の研修生として,インド原

子力研究所 ShamaRao,H.K.が当部の研究に参加した.

第1研究童 (土川)

1) 突然変異検定の指標としての骨変異 (土川): 従来放射線照射親に由来する Fl世

代での骨格異常をもつ個体の頻度から,誘発突然変異率を測定してきたが,この方法にお

いて指標にした異常形質とは別に,マウスの生存に対して,特に影響をおよぼきない多様

な変異が個々の骨にみられ,それぞれの頻度は近交系間で異り,系統の遺伝的特性と考え

られてきている.

しかしおのおのの骨変異に関する遺伝要因の解析が不充分で,突然変異検定の指標とし
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て用いることができないため,主としてわれわれが育成した KY群9系統のもつ骨変異

を対象にして,系統間の相互交雑実験を行ない,骨はパパイソ処理標本にして調査 ･測定

をすすめている.このうち白歯の大きさと欠如に関する遺伝要因について,その予報を関

係学会で報告した.

2) 突然変異と卵巣腫癌化ならびに腺癌細胞のホルモン産生 (土川): 精原細胞期に速

中性子を照射した実験区で検出した突然変異 Whiteningは,ホモの毛色が白色になり,

雌のみ不妊でしかも連続発情を示すが,生後160日令頃では連続発情個体の頻度が 109ら

に低下する.しかし前にも述べたように,300日令頃には卵巣腫癌または異常増殖ととも

に卵巣嚢腫がみられ,360日令以降ではほとんどすべてのものに,tubular adenoma,

granulosacelltumourおよびこれらの混合型の発達した卵巣腫癌が認められる.あらた

めて若令のものを調べてみると,30日令で卵巣には卵子が認められず,すでに間質細胞の

ロゼット形成がみられ,90日令ではすべてのものに adenoma様の変化が生じているこ

とがわかった.

Viabledominantspotting(WV)ホモや,胸腺摘出 (生後2-3日頃)マウスなどの卵

巣でも卵子や卵胞が認められず,いずれの場合にも腫癌を発生するので,生殖細胞の欠如

または退化と,卵巣の腫癌化との間に何らかの関係のあることを示唆する.

一方 Whitening雌マウスの連続発情は,卵巣由来のエストロゲンによることを確認し

ているので,腫癌化が進行している過程で,ホルモソ産生を行なっている細胞種の検索と,

併せて卵巣腫癌細胞の培養細胞系をつくる目的で,螺良･辻 (奈良医大)との共同研究を

行なった.

卵巣腫癌の細胞培養には,2070子牛血清を加えた Eagleの MEM での培養が適して

いることがわかり,初代培養 60日後の調査で,培養細胞は形態的に大きい卵円形の核を

もつ菱形の細胞,円形の核をもつ大きい辺縁不正の細胞と,紡錘形の線維芽細胞とみられ

るものとに分競され,このうち菱形の細胞に,組織化学検査で,ホルモン産生過程で必要

とするステロイド代謝酵素 3β-oldehydrogenaseが弱酸性に証明され,電子顧徴鏡でも

小胞体,オスミウム酸に濃染する脂肪額粒や分泌鮭が多数認められた.多分この細胞は

granulosatumour細胞に由来するもので,エストロゲン産生を行なっているものと考え

られる.

3) 化学物質の突然変異誘発性,催奇形性および発癌性の関係 (土川 ･賀田･定家):

化学物質の生体内代謝産物の突然変異誘発作用を,枯草菌の組換欠損変異 (γβ¢-)株とマ

ウスを用いて検定する `̀host-mediatedassay"を引続き検討した.また invitro"rec-

assay"(MutationRes･16:165,1972)の結果と, マウスでの優性致死誘発性,催奇形

性と発癌性との関係を, ウレクソとその誘導体,N-hydroxyurethane(NHU)とN-0-

diacetyl-N-hydroxyurethane(DAHU)を用いて比較し次に述べる結果を得た.

NHUはウレタンの代謝中間物質,DAHUは発癌に直接関係する代謝産物であるとの

見方があり,NHUは微生物で,DAHUはショウジョウ/くェの Minuteに関してそれぞ

れ突然変異誘発性のあることが報告されている.
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突然変異誘発性についての枯草菌での L̀reo-assay"で,ウレタンは陰性,NHUとDAHU

はともに陽性であったが,マウス-の1回注射による優性致死誘発性はいずれも陰性であ

った.催奇形性は妊娠9日投与によるexence-phaly誘発に関して,NHU>ウレタンの

関係でともに陽性,しかしDAHUはおそらく陰性であり,また妊娠 15日頃投与による

胎盤経由の発癌検定では,生後 36週令で肺腫癌と雄の肝腫疹発生頻度に, ウレタン<

NHUの関係がみられたが,DAHUについては目下調査中である.

4) ネズミ鞭虫感染に対するマウスの感受性 (土川): ネズミ鞭虫 TriehuriSmurie

は盲腸寄生,雌雄異体の線虫で,実験室内のマウスでの自然感染は極めて少ない.Mus

nuSCuluSnueCuluS由来の NIH鞭虫株を用い,虫卵の変異,虫の加令および感染に関

する宿主寄生虫間の遺伝的な関係を調べる目的で,影井 (公衆衛生院)との共同研究を行

なっている.

人為感染実験や継代は,マウスの糞から回収した卵を 30日間僻卵した後経口投与して

行なうが,既存のほとんどの系統のマウスには,卵を投与後ほぼ 14日以内に,比較的多

量のコーチゾンを注射しないと感染が成立しない.感染が成立すると,卵を投与後 30日

以降に成熟虫体からの産卵がみられるようになり,成虫はおよそ 60日頃までに死滅し宿

主体外に排出される.

今回われわれが育成した系統の,KYF/2系統の マウスはコーチゾン処理を行なわなく

ても感染率100%を示し,寄生虫体数,虫の成熟度および虫の子宮内卵数が,コーチゾンを

与えた他の系統について調べたものよりも高いことを見出した. このようなKYF/2系統

の感受性は,おそらく単一の劣性遺伝子によるものと推測される.

第2,3研究室 (賀田)

1) 突然変異の分子磯構

a) イオン化放射線によるDNA損傷の酵素的修復の機構 (野口･賀田):放射線の生

体におよはす影響の解析と評価において,DNAに生じた一次的損傷の細胞内での修復機

構を明らかにすることは,きわめて必要なことである.この点,紫外線に関する研究に比

べるとイオン化放射線に関する研究はかなり限られている.われわれは前年度において膜

の透過性を著しく高めた枯草菌細胞 (一種の invitro系)で, イオン化放射線により損

傷を受けた DNAの修復には,少なくもDNAポリメラ-ゼおよび DNA リガ-ゼが作

用していることを示した.すなわち,ガンマー線照射後, トルエン処理した細胞を,上記

酵素の基質および補酵素因子を含む緩衝液中に保温した後,その DNAをアルカリ性庶

糖密度勾配遠心法で調べると,照射による鎖切断の再結合がおこっており,また形質転換

法でその遺伝子活性を調べると,数倍から 10倍にもおよぶ回復が観察された (J･Mol･

Biol.67:507-512,1972).さらに,このトルエン系におけるDNAの修復は Kornberg

型ポリメラーゼを欠く菌ではおこらないことから, この修復に関与するポリメラーゼは

Kornberg型であると考えられた.しかし,DNAポ･)メラ-ゼとDNAリガ-ゼ以外の

細胞因子が修復に関与している可能性については,上の実験では何も言えない.イオン化

放射線によるDNA鎖の損傷は種々あって,そのうちのかなりの部分は化学的に複雑な構
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道をもつものであり,これらが直接ポl)メラーゼの作用起点となる可能性は考えにくい.

事実,ファージ T7より抽出したDNAのDNAポ])メラーゼに対する priming活性は,

ガンマー線の照射で著しく低下する.これに反し,枯草菌にガンマー線を照射しトルエン

処理し,DNA合成を菌体内でおこさせたときは,Komberg塑ポリメラーゼによるDNA

合成が著しく高まる.そこで枯草菌より,Brij-58とリゾチームを利用して,菌のDNA

を含まないタンパク抽出液を調整し,これを照射した精製 T7DNAに作用させると,そ

の priming活性は著しく上昇した.これに対し,非照射 DNA の priming活性の上昇

はわずかだった.この抽出液中の田子は Pronase処理や熱処理によって不活性化され,

その作用は保温に依存することから,酵素であることが示唆された. (∫.Rad.Res.14:

62,1973;Ann.Rep.Nat.Inst.GeneticsNo.22:6㌻71,1972).その後,このガンマ

ー線照射をうけた DNA に選択的に作用し,DNAポリメラーゼの作用起点を作り出すと

考えられる辞素を,菌の粗抽出液から,硫安分画,DEAEセルロースクpマトグラフィ

ーを用いて部分的に精製し,現在その作用機作を調べつつある.

b) 枯草菌組換欠損株の分離と諸性質 (定家 ･賀田): 放射線によるDNA損傷の組換

修復機構を解析する目的で,枯草菌 Marburg野生株より多数の組換欠損変異株を分離し,

種々な性質を観察してきた.これらの変異株の増殖細胞は,いずれも紫外線やガンマー線

などに対して感受性が著しく高まっている他,形質転換や形質導入の効率が低いこと,あ

るいは紫外線照射をうけたファージの再活性化能を有することなどの性質にもとづいて,

遺伝的組換能に欠損を有することが結論された.これらの組換欠損変異株では,増殖細胞

のみならずその胞子も放射線感受性が増大していることから,胞子にみられるような存在

様式の異なった DNAにおける損傷についても,組換修復が行なわれることが示された

(MutationRes.17:138-141,1973).

大腸菌の組換欠損株においては,紫外線に高感受性を示し,DNA崩壊の著しい γ¢¢A

変異株と,これよりも紫外線感受性が低く,DNA崩壊も野性株よりかえって少ないγβ¢B

あるいは reeC変異株が知られている. これらの遺伝的組換変異株に関しては,最近,

ATP依存 DNA分解酵素活性の相違が注目されている.すなわち,γ¢eBあるいはγβ¢

C組換変異株では,この酵素活性が著しく低く,したがって,遺伝的組換にある役割を果

しているものと考えられている.この点,枯草菌の組換欠損株について検討を行なったが,

我々の分離した γ88株はいずれも野生株と類似したレベルの ATP依存 DNA分解酵素

活性を有していることが示された.

我々の分離したγ88株のうち,主に解析の行なわれたのは M-45株および L-43株で

ある.現時点における遺伝子地図の解析によると,M-45株はAnagnostopoulosらによっ

て示された γβ¢A(大腸菌のγ¢¢Aと対応しているのではないことに注意)変異遺伝子を

有するとともに,さらにもう一つの変異を有しているものと考えられる.後者は,PBSl

による形質導入の率を著しく低下させる.L-43株は reoA や reoBのいずれの変異遺

伝子ももたない.この株は高率の頻度で野生型に復帰する.この株のもつ変異遺伝子自体

が Mutatorであるのか,その他の Mutator遺伝子の影響であるのかは現在わかってい
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ない.

C) 細胞内放射性同位元素の崩壊の遺伝的影響 (賀田･野口･定家 ･天野 ･土川): 従

来の研究は, おもに 82Pの DNA中へのとりこみとその崩壊による致死損傷と変異的損

傷の生成の機構に関しておこなわれてきた.現在,8H の問題に閑し, その生体へのとり

こみや存在状態, とくに DNA中における崩壊の実体を分子レベルで解明することを目

標に準備を行ないつつある.

d) 大腸菌の自然変異性 (賀田)1' 前年度につきつづき,大腸菌 E.coliK12の一株に

おける高率の変異性の遺伝解析を行なった.紫外線照射をうけた HfrH とF一株との接

合によってえられた F-の1株 (ストレプトマイシン抵抗性)より,ファージで溶原化さ

れる株を多数分離すると,その多くはストレプトマイシン感受性を示すようになった.同

時に,そのような株は変異性 (アミノ酸要求性に関する進行変異および復帰変異;TフT

ージ頬に対する抵抗性)が 104以上増大していた.そこで強力な Mutator遺伝子の存

在が考えられていた. この Mutator遺伝子が,1粒子に組込まれてはいないことは,A

溶原株より1を消去しても,依然として高率の変異性が残存していることで示される.

ストレプトマイシソ感受性一抵抗性と高変異性との関係を調べるため,薬剤 (20〝g/ml)

抵抗変異株を分離したところ,その大部分は高変異性を失っていた.現在,ストレプトマ

イシソ感受性を決定すると思われるリボゾーム蛋白の遺伝子そのもの,あるいはその変異

によって発現が支配されているある種の遺伝子が,Mutator遺伝子である可能性を探索し

つつある.

2) 植物およびそのカルスにおける突然変異と分化に関する放射線遺伝的研究

a) γ線分割照射による突然変異頻度の低下率 (藤井): トウモロコシ花粉にγ線分割

照射を行ない休止時間を2時間とると突然変異頻度が低下,すなわち前突然変異の回復が

みられること,そして速中性子の場合は3時間の休止によって若干の低下がみられること

は既に報告した.回復の最大限度を知るために分割休止の時間をいままで用いた2時間の

外に3時間とったものについて調査した･総線量は2および3kRである･2kR区の一時照

射が 6.7670の頻度であったのに対し2,3時間休止ではそれぞれ,4.ll,4.5870,3kR

区はそれぞれ一時照射の 9.1170に対し6.45,6･4170と3時間休止は2時間のそれと全

く同じ変異頻度を示した.この結果からγ線の分割照射による変異頻度の低下は2時間で

最大値をとり,それ以上休止時間を延長しても回復は起らないと言える.変異には全体,

部分両型が検出され,分割照射による頻度の低下は全体型のみに見られることは先に述べ

たが,今回の実験でもこの傾向を確認した.なお部分型には粒の殆んど全面が変異型を示

すものから,一部のみに変異形質の表現されるものまで変異の巾があるが,これら相互間

の頻度についても一時,分割照射による変化は認められない.

b) イネにおけるγ線,中性子の照射後貯蔵と複合照射の影響 (ShamaRao･藤井):

栽培イネ, 農林8号の種子にγ線と14MeV中性子を照射し処理直後に播種のほか,10

20および 30日間室温貯蔵後播種したものについて,発芽後 14日の芽生長により効果

の比較を行なった.照射線量はγ線が 19,38krad,中性子は 1.5,2.6kradである.
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両放射線ともに照射直後播種したものに比べ,10,20日と貯蔵期間の延長により芽生長

が低下したが,30日貯蔵区では若干の回復がみられた･影響の変動はγ線で著しかったが,

中性子でも明らかな差があらわれた.次にγ線照射直後に中性子を照射する区と,その逆

方向の照射を行ない,同じく芽生長により障害の度合を調べた.γ線照射直後に中性子照

射を行なった区は反対の処理を行なった区に比べ芽生伸長に対する抑制が著しかった.中

性子の後処理ではγ線による回復可能な障害も阻害される結果であろラ.これらの結果は

トウモロコシ花粉による分割照射実験の結果 (年報 22号 37貢)と一致するもので,高

ェネルギーの速中性子によって誘発される障害にも回復可能な部分が含まれるものと推定

される.

C) トウモロコシWa;遺伝子座の研究 (天野): 澱粉の性質を支配するwa;座はその形

質が花粉に表現されるため大きな集団の取扱いが容易であり,頻度の低い遺伝子内組換の

検定も可能である.EMSで誘発した変異体についてこれまで得られた wa;C',wxH21 と

の間の組換値とさらに wxIM2,W∬R などとの間の組換値から合計 23系統の変異体の位

置を求めることができた.その結果は wa;Cの外側に2系統,WXO-W∬E21間に3系統,

W∬321 -Wが 0間に7系統'Wが0の外側に8系統となった.-,0,wxE21,W∬90の相互

位置については Nelson(1968)の交配実験による結果とは異なるが,同氏の花粉分析結果

とは合致する.その他の変異体の分析結果からも花粉分析の結果の方が妥当であろう.

d) トウモロコシにおける突然変異体の検出法 (天野): 遺伝子座の分析のための必要

から変異体の誘発,系統の確立につとめているがテスター系統との交配と旺乳形質の利用

で検定は容易である.しかしFl雑種として検出された変異体から生育の良い自殖系を抽

出確立するには長い時間を要し'さらに同一遺伝子座内にあるテスター遺伝子との分離の

確認は困難である.本年はこの問題に対する試みとして混合花粉による授粉を行なった.

Wx/WXホモ系統に変異剤処理を行なうと突然変異があればWu/wx-テロが期待され,坐

存率が高ければ配偶子は1:1に分離する･これに自系統 (Wc/Wx)とテスター系統 (wx/脚 )

の花粉を等量に混合して交配すると種子の1/4に変異腫乳 (wx/wx)が期待される. この

ような穂の非変異粒には自殖系の Wx/W∬が1/4含まれているので次代の自家交配で自殖

系変異体が抽出確立される.なお用いた組合わせではテスターと Wx系統とは Fl粒で

区別可能であり,交配結果は花粉混合比に対応し,授精競争によるひずみは見られなかっ

た.適用される分野は広くないであろうが,自殖系の中への変異体の誘発には有効な方法

であろう.

e) トウガラシ葉色変異体の接木実験 (天野): ナス科植物を中心に報告されている接

木による台木から接穂-の遺伝形質の移行,固定の現象を確認するために同一品種内に誘

発した芽生変異体について接木実験を行なっている.札幌早生の正常緑色の原系統を台木

として,ホモ接合体が接木可能である lgAl,lgA2,1gA8を子葉展開時に割り接ぎ法で接

木した.接穂の生育は良好であったが,逆変異斑のような台木からの形質上の影響は見う

けられなかった･菅には開花前に紙袋をかぶせて白花授粉採種を行なった.台木の側枝の

種子も併せて芽生形質の検定を行なう予定である.なおEMS処理によってさらに 15系
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統ほどの葉色変異体が得られている.

f) キュウリの性表現に及ぼすγ線の影響 (藤井): 雌雄同株異花植物での性表現は,

遺伝的背景に支配されていることは勿論であるが,加えて温度,日長時間などによってエ

チレly,カイニソなどのホルモン生成に乱れが起り性表現が変化することが知られてい

る.放射線は遺伝的のみならずこれらホルモソ生成にも影響する. キュウリ｢加賀節成｣

種子にγ線を10,20kR照射して1972年2月に温室内に播種し,性表現の変化を調査した.

照射による発芽率,生育力の低下はみられなかった.最初の雌花は大体5-6節に現われ

以後この品種では4-5節毎に出現する.同じ節位に雌雄花は共生せず,両者共にしばし

ば2個以上の花が同じ節に着生する.調査は 50節で打切った.雌花着生節数は無処理区

での平均9.1に対し10,20kR照射ではそれぞれ7.5,6.5と減少し,総雌花数は無処理

の221に対し,それぞれ 145,101と顧著に減少した.照射世代での影響は放射線による

ホルモンの平衡の乱れと考えられる.遺伝的変化については調査中である.

g) -プロパップス培養細胞の染色体 (天野): 被験細胞の直接処理と観察には培養カ

ルス細胞が適している.HaplopappuSgraOiliS(2n-4)のカルスは軟らかく,生育が棲

めて早い.液体培地を用いた回転懸濁培養も容易で,簡単な浮遊選別で単細胞にちかい分

画を得ることもできる.この分画は適当な前駆体,エネルギー源を与えることにより8H-

TTPをとりこむ能力がある.28oCにおける回転液体培養では 10日目までは新鮮重はほ

ぼ直線状に増加し,体積増加は 20日目まで続いた.当初指数的増加でなく,直線増加で

あることは一部娘細胞の分裂活性が低くとどまっているのかも知れない.細胞分裂指数は

あまり高くないが,液体培養細胞で十分に染色体観察ができた.カルス誘導後1年を経過

したものについての酢酸カーミソおしつぶし標本の観察ではHS系統に4倍体と見られる

細胞が約 1070あった他は4系統全てで 2n=4の染色体数が変化していなかった.なお

培養基には無機塩,糖, ビタミン額の他にイ-スト･エキストラクトおよび 2.4Dが加

えてある.

h)イネ突然変異体よりのカルス誘導における銅要求性 (藤井 ･ShamaRao･賀田):義

業技術研究所河合武氏より分譲を受けた水稲 ｢農林8号｣と,放射線,化学物質で誘起し

た嬢性突然変異 11系統を用いてカルス誘導実験を行なった.突然変異系統は分げっ数や

葉幅には差があるが,いずれも草丈は原品種の約1/2とほぼ一定している.培地は改変

White(W 改)と改変 Murashige&Skoog(MS改)を用いカルス誘導のために20mg/I,

2.2mg/1をそれぞれに加えた.種子を滅菌後これらの培地に置床し,25oCで培養した一全

般に置床後5日頃からカルス形成がみられ,W故では主として芽からカルスが誘導される

のに反し,MS政では板からのカルスがほとんどであった.しかし突然変異系統 MGS-95

は特異な現象を示し,MS故ではカルスを形成するのに反し,W故では約3週間芽の生長

を続けた.両培地の大きな違いは Cu,Co,Moが MS政にのみ含まれている点である.

そこで W 政にこれらの微量金属を単独で加えて MGS-95を培養した結果,Cu添加で

カルス形成が最も容易であり,Coはやや効果があったが,Moは影響がなかった.さら

に Cuの濃度を 0.025,0.05および 1mg/1とかえた実験からは用いた範囲では高濃度
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の方が効果が腐著であった.

i) 植物における放射線とホルモン作用の関係について (ShamaRao･賀田): 一般

に燥性の植物品種は,植物ホルモンの効果を著明に示し,検定によく用いられている.放

射線照射による生育阻害との関係を調査する目的をもって,農林8号由来の倭性米変異株

杏,平塚の農技研河合氏より分与を受け,ガンマー線および中性子線による照射を行い,

芽生の生長率を測定するとともに, ジベレl)ソ A3の生長に与える影響を調べた.嬢性

11株のうち, 2株は野生株よりガンマ-線および中性子線による放射線照射に対し,か

なりの抵抗性を示した一方,他の株は野性株と同程度かやや高感受性であった.放射線抵

抗性の2株はジベレリンによる伸長促進を示さないばかりか,やや阻害がみられた (濃度

は0.5ppm).また,1株 (MGS-95)は下にのべるようにそのカルス形成が銅に依存的で

あるが,ジベレリン効果は陰性であった.他の株は,いずれもジベレリンによって野生株

と同程度の生長促進がみられた.以上の観察によって,放射線抵抗性が放射線損傷の発現

に関する遺伝性の変異にもとづくものならば,その変異はジベレリンにも関与しているこ

とが考えられる.この変異の研究は,放射線および植物ホルモンの作用の解析に役立つも

のと思われる (RadiationBotany,印刷中).

3) 化学変異原の検出 (賀田･定家 ･土川): 環境中に存在する変異原あるいはがん原

の検出については, これらが枯草菌の組換変異株に高い感受性を示すことを利用した系

(いわゆる rec-assay)を用いて, ここ2･3年釆検出の努力を行なってきた (Mutation

Res.16:165-174,1972)遺伝子突然変異においてほ,塩基交換型とFrame･sbift型の機

構がよく知られているが, これらの作用を示す典型的な突然変異誘起物質は,例外なく

"rec-assay"に陽性を示すことを確認した.一方,ベンズピレンなどの多環性炭水化物の

エポキシド類や,アセチルアミノフローレンの N-アIt=トキシ化合物など,多くの発がん

剤がFrame-shift型の変異原であることが,カリフォルニア大のAmes博士らによって明

らかにされたので,rec･assayの系はがん原の検出にも利用されうることが推測される.

この点残留農薬研究所毒性部長の白須博士らとの協同研究の結果,現在わが国で使用され

ている農薬類の中に2種以上の強力な Frame-shift型の変異原を見出した.これは既知

のあらゆる Frame･sbift変異原よりも強力で,現在白須博士らによって発がん実験が行

なわれつつある.

土川らほ,ウレタンおよびその誘導体について,枯草菌,rec-assay,ネズミ優性致死試

験などの比較実験を行なった.ウレタン (U)そのものは rec･assayに陰性を示すが,坐

体での代謝物である N-bydroxyU や N-0-diacetyトHU は陽性を示し,優性致死試験

や従来の発がん活性についての知見との間に,よい相関性がえられた.

また,賀田らは多数の食品添加物について変異性の検討を行なった.香料に関しては,

すべて陰性であり,着色料についてはすでに報告した R104号赤色色素 (フロキシソ)以

外は陰性の結果をえた.殺菌保存剤に関しては,その一種頬に関して強い塩基交換型突然

変異誘発性 (a.coliB/rtry-WP2株)を認めたので,噂乳動物における代謝による失

活の有無,熱安定性などについて検討をすすめている.
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G. 人 類 遺 伝 部

人類遺伝部は2研究室からなり,第1研究室では人類の正常ならびに病的形質について,

第2研究室では人類の染色体異常について'それぞれ遺伝学的研究がなされている.その

ほか,随時に一般市民からの遺伝相談に応じている.

本年度は,一昨年来米国インディアナ大学に出張して免疫グロブリンの遺伝生化学的研

究を続けていた篠田友孝研究員 (第1研究室)が,4月に帰国した.また4月より飯沼和

≡ (第2研究室)が研究員として参加した.

本年度に行なわれた研究の概要は下記の通りであるが,これには文部省科学研究費並び

に厚生省特別研究費の援助を受けた.

第1研究室 (松永)

1) 転座型ダウン症に関する研究 (松永): ダウン症の大多数は 21トリソミー型であ

るが,少数 (4-570)はD/Gまたは G/G の転座型になっている.このような症例 102

例について,出生時の体重と父母年令の効果を分析した.出生時の体重は,胎内発育の程度

を計る良い指標で,染色体に異常のある場合には著しく減少する.しかしその減少度には,

トリソミー型と転座型との間で差はみられなかった.転座型は,DまたはG群染色体の短

腕の一部を失っているので,その分だけ 21トリソミー型よりもクロマチン量が少ない筈

であるが,この差は表現型に反映しないように見える.転座染色体の新生に及ぼす親の年

令効果に関しては,これまでの定説に反して,D/G転座が若い母で起こり易く,逆にG/G

転座は高令の母で起こり易いことを示唆する所見が得られた.詳細は AnnalsofHuman
Genetics36:209-219,1972に発表してある.

2) 指紋の給隆線値の遺伝に関する研究 (松永･松田): 日本人集団における指紋の総

隆線億の平均は,男が 151,女が142で'どちらも白人より高くなっているが,変異係数

は日本人の方がやや低くなっている.家族資料に基づいて総隆線値の遺伝率を求めると,

0.8-0.9と推定された.これまでになされた研究成果の詳細は,日本人類遺伝学雑誌 17

巻4号に掲載される予定である.

3) 家族計画事業の優生学的意義 (松永): 今日,人口増加率の高い開発途上国では,

それが社会経済的発展を阻害する大きな要田になっているとの認識に立って,政府レベル

で家族計画事業を強力に推進している国が多くなってきた.しかしその場合,人口の質の

面に対する配慮までは,なされていない.この研究は,家族計画事業を推進することによ

って,子孫の世代にどのような影響が招来されるか,また優生学的にみて,どのような推

進方法が望ましいかを考察したものである.詳細は,国連ECAFE当局からの要請によっ

て,本年11月に東京で開催された第2回アジア人口会議に論文 (POP/Arc.2/一P/32)と

して発表した.

4) 免疫グロブリンの1次構造に関する研究 (篠田): イ) 前年度にひきつづいて,ヒ

トのマク1,グt]プt)ソ(K型IgM)の1次構造について調べた.各種の方法によって得ら

れた300種以上のペプチド断片のアミノ酸配列を決めるために,自動配列分析検,Edman･
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dansyl法,Edman-消去法などを併用した.現在までに, ごく一部を除いてその全容が

解明された.H鎖の構成アミノ酸数587;N末端PCA;C末端チロシン;鎖内 diSulfide

結合5種;鎖問結合,H-H2,H-Ll,計3種;サブユニット間結合1;オリゴ糖鏡5個

であった.構造的な特徴としては,i)ⅤⅡ 部は 123個のアミノ酸から構成されていて,

ⅤⅡⅡ型である,ii)N末より91-113に疎水性アミノ酸がクラスターをなしていて,各

標品で著しい構造変異がみられる,iii)Lys-213がhinge部の第1残基と推定されるがこ

の部分にはγ鎖にみられるようなプロリソ含量の多い構造は存在しない,Ⅴ)一定部には

cp1-4の intemalhomologyがみられる.目下,ひきつづきFdの未決定部分と,他の

IgM 標品との比較構造研究を進めている.

Tl) ヒト IgA(K 型 Inv(1,2トIgA)の N,C末端付近のアミノ酸配列を調べるた

めに,ミエローマ血衆より単離した標品をシアノゲソブロマイド法で酸化して,4個のペ

プチド断片 (Fl,2,8,4)を得た.Flは 98個のアミノ酸からなるペプチ ドで,N末端と同

定されたので,その1次構造を調べた.その特徴から,本標品はⅤエⅠⅠⅠ型と推定された.

F4は,C末由来のオクタペプチドであった.F芝と F8との α鎖中における配列順序は

不明であるが,いずれも200残基以上のアミノ酸からなる大きなフラグメントであった.

現在,これらの構造研究を進めている (詳細は,B･B･R･C･印刷中).

-) ベンスジョーンズ蛋白 (K 型,Inv(3))の可変異部の1次構造を調べるために,

アルキル化した標晶より得られたペプチドを主として,Edman-dansyl法,Edman-消去

法の併用で分析した本標品は,構成アミノ酸218個,N末端アスパラギン酸で,他の原品

に較べてLeu-30とThr-31との間に4個のアミノ酸 (-Glu-Ser-Gly-Asn-)が過剰に挿

入されていた.構造的特徴から, この標品は VKIと推定した.詳細はJ･Biochem.に印

刷中である.

5) ヒト臓器の酵素多型に関する研究 (篠田･松永): ヒトの臓器に存在するいろいろ

なアイソザイムを,デソ粉ゲル電気泳動法で分析した.現在までに,20余種の酵素につ

いて調べたが,なかには血球酵素とは明らかに異なるアイソザイム (m一分画)分画を示す

ものもあった.また,酵素の分布でも臓器特異性がみられた.変異のみとめられた酵素は,

ADA,PGI),PGM,PHI,ICD,ADH,GPTなどであった.現在ひきつづき分析を進

獲)ている.

第2研究室 (中込)

1) ヒト染色体の同定に関する研究 (中込 ･飯沼･亀谷): 従来の方法では分析不能で

あった複雑な構造異常や,検出不能であった微細な構造異常を分染法により診断する試み

である.Phenotypeと核型との対応関係を,幾つかの常染色体について新しく確立する

ことを目的とする.t(Cq+;Eq-)転座の保因者3名と, 互に良く似た多発性の先天奇

形2名を認める家系で,転座は rcp(6;18)(q2;ql)と判明した.奇形児の核型は46,

ⅩY,-6,+der(6),rep(6;18)(q2;q1)matで,18番長腕の末端部のpartialかつtertiary

trisomy と判明した. 患児の多発性の奇形は, この核型によって充分に説明可能であっ

た.他に2家系で,rep(11･,14)(q12or13;q32?)および t(17;22)(p12or13;qll?)
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という転座がそれぞれ同定された.これら3種はいずれも,文献上に記載のないまれな転

座である.(詳細は,中込 ･飯沼･松井:J.Med.Genet.印刷中).

先天奇形の症例にC群染色体1本の過剰を認めたが,Qおよび G-banding法により

10番の trisomy(primarytrisomy)と判明した.C群に属するトリソミー症候群として

紘,プラソスおよび英国で報告された8番のトリソミーに続くものである.(詳細は,中込

飯沼･松井: 人類遺伝誌,印刷中).また昨年経験した 46,ⅩYq+,5rの症例につきさ

らに検討を進めた結果,環形成時の切断点は p15および q35バンドの内であることが

わかった.塩幌の欠失は短腕の長さの 219も以下であることも明らかにされた.核型は

46,ⅩYq+,r(5)(p15q35)であるが,環形成時における切断点の同定に初めて成功し

た点が特記される.(詳細は,中込･飯沼･谷口:Cytogenetics,12:35,1973).

なお通常の分析法によっては全く染色体に異常を認めない先天異常に対して,分染法に

よる分析を行なうプロジ-クトが本年よりスタ-トした.従来遺伝形式が不明あるいは常

染色体性優性遺伝と信じられて来た先天異常の内に,染色体の微細な変化に原因を求めら

れる場合があるという可能性を追求することを目標とする.先ず CorneliadeLangeや

RubinsteinTaybiなど遺伝形式の不明な疾患を取り上げ,次いで常染色体性優性の疾患

にも検討を加える予定である.主として中込が担当する.

2) 染色体多型の個体識別-の応用 (飯沼･中込 ･松永): 本年度中に新しく加えられ

たプロジェクトである.ヒト染色体をQおよび C-banding法により処理すると,少なく

とも 10対の常染色体およびY染色体に多型がみられる.Q-bandingによると3,4,13,

14,15,21,22,Y に強い蛍光を発する部分の有無 (または大小)という形で多型がみられ,

C-bandingによると,1,9,D群 (13,14,15),16,G群 (21,22),Yが濃染部分の多型を示

す.多型を示す染色体は,親から子-と分離の法則に従い伝えられてゆく.この現象を用

いて,親子鑑定や双生児の卵性診断に広く応用可能な検査法を開発することを目的とする

研究である.一般人口中における多型の頻度については,現在までに 11例の分析を終了

したのみであり結論を云 す々る段階ではないが,例えば1番については 22本中6本が大

型の濃染部で残りが小型,3番については 22本中9本が強い蛍光で残りが弱い,という

頻度であった.実際に1卵性双生児4組,2卵性双生児1組を検討した結果では,1卵性

ではそれぞれの組で多型所見が完全に一致し,2卵性の組では相違が検出され,予備的で

はあるが本法の有用性を示す所見が得られた.さらに例数を増して検討を続ける予定であ

る.(飯沼･中込 ･松永:第 17回目人類遺伝学会総会).

3) 羊水による出生前診断に関する研究 (中込 ･飯沼･松永): 基礎的な研究による成

果としては,キナク])ソマスタードを用いて羊水細胞の Barrbodyを検出する方法を開

発したことが挙げられる.従来,培養後に出現する線維芽細胞にはみられるが,培養前の

羊水細胞では検出不能とされていた Barrbodyが容易に証明できることになり,胎児の

性別判定の精度が飛躍的に向上した (詳細は,飯沼･中込:Lancetl:436,1973).症例に

ついての検討としては,妊娠4ないし5カ月の妊婦の腹部を穿刺して羊水を採取し,胎児

の染色体異常を診断する試みを続けている.1972年末までに 49例の分析を終了したが,
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特筆すべき症例は2回の自然流産に続き 21ト1)ソミ-を出産,さらに続いて今回の妊娠

は ⅩⅩYと判明した 42才の女性である.本人の核型は全く正常であり,4回の妊娠のす

べてが何らかの異常を示したことの原因については,さらに検討の必要があると考えられ

た (詳細は,飯沼,中込,松井:投稿済). またt(6q+;18q-)保因者の妊娠について

紘,胎児が同じ転座の保因者と診断を下すことができた.そのほか遺伝疫学的データの蒐

集も進行中である.

4)不分離の成因に関する研究 (中込 ･飯沼･亀谷): 昨年に続き,不分離のメカニズ

ム追求のためのアブp-チのひとつとして,G群染色体のサテライト連合への加入を検討

している.G群の異常としては21番のトリソミーが圧倒的に多く,22番の トリソミーは

まずみられない.一方減数分裂における仁の吸収障害が,G群など端部着糸型染色体の不

分離を誘発する事実が知られている.体細胞においては,仁の吸収の遅れはサテライト連

合の増加という形で観察することができる.そこでわれわれは,21番 と22番のサテラ

イト連合-の加入頻度の比較を試みた.間接的ではあるが,減数分裂における不分離の慣

向を推定する根拠となると考えられる.

9個体について,21番と22番 (G-bandingにより識別)がそれぞれサテライト連合

に加入する度数を集計したところ,537コの内 297が 21番,240コが 22番であった.

期待値はそれぞれ 268.5であり,有意に 21の過剰がみられたことになる. (p<0.02).

なお個体別の加入状況などについても集計中である.(中込:投稿済).

ほかに,染色体の多型を用いて不分離発生のメカニズムを探る研究が,本年よりスター

トした.不分離が父母それぞれの第1第2分裂のいずれで生じているか,denovo型の

21q21q転座の場合2本の 21番の由来はどうか, といった点を検討する予定で,主と

して飯沼が担当する.

H. 微 生 物 遺 伝 部

微生物遺伝部では,細菌およびバクテリオファージを用いて,遺伝子の微細構造および

遺伝子作用の調節機構の問題を中心に研究を行なっている.また突然変異細菌株の系統保

存もその任務の一部としている.

一年間当部部長を兼務していた飯野徹雄博士は本年4月より兼務をほなれ東京大学理学

部植物学教室遺伝学講座担当教授として正式に転出した.博士の当所における研究業績は

言うまでもないことであるが,当遺伝部の開設と発展に寄与した功績には大きなものがあ

った.なお,4月以後形質遺伝部田島部長が部長事務代理となった.

鈴木研究員は4月より1年間東京大学理学部植物学教室の流動研究員に採用され飯野教

授と協同して細菌べん毛の生合成に関する研究を行なった.呉支川外国人研究員は 11月

にカナダの MemorialUniversityofNewfoundlandに転出した.

今年度行なわれた研究概況は下記の通りである.

第 1研究童

1) 相変異機構の生化学的解析 (鈴木 ･飯野): サルモネラ菌 TM2はべん毛に関す
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る遺伝子をふたつ くHl-i,H9-1.2)もっているが,それらの発現は交互であって同時では

ない.従って一個の菌体は iまたは 1.2のどちらか一方の抗原性をもったべん毛を形成

する.しかし,ひとつの cloneのなかで,i(1相)ヒ31.2(2相)の表現型変異が一定

の頻度で起こっていて く相変異)抗原型に関する選択がおこなわれない限り,TM2の培

養にはiのべん毛を有する菌体と1.2のべん毛を有する菌体がほぼ一定の割合で混在し

ている.このような培養から集めた菌体のRNAを鋳型とし大腸菌の無細胞蛋白合成系で

べん毛蛋白合成をおこなうと,iと 1.2の二種類のべん毛蛋白が合成されその比率は

TM2の培養が相変異に関して平衡に達しているとき予想される値に近い.TM2をiまた

は 1.2のどちらか一方を発現している単集落から出発して一定世代増殖させると,ほぼ

9970の菌が iまたは1.2の一方だけを発現しているような菌集団を得る.このような菌

体から抽出した RNAは,無細胞蛋白合成系において,菌体の表現型に_対応して,それぞ

れ iまたは 1.2のどちらか一種類のべん毛蛋白を合成する.無べん毛突然変異体から抽

出した RNA ではべん毛蛋白合成能が全くみられず,他の抗原性を有するサルモネラ菌

のRNAを用いると,それぞれの系統に特有の抗原型のべん毛蛋白合成がみられる.これら

のことから,サルモネラ菌から抽出したRNAは相特異的べん毛メッセンジャーRNA脊

含み,大腸菌の無細胞蛋白合成系によってRNA依存の相特異的べん毛蛋白合成がおこな

われることが明らかであり,相変異はべん毛蛋白に対するメッセンジャー RNA の交互

合成によって生ずると結論される.

2) jk 遺伝子の作用 (鈴木･飯野): 無べん毛突然変異体(Pa-)の細胞内にべん毛蛋

白メッセンジャーRNAが存在するかどうかを無細胞蛋白合成系を用いて調べた.異なっ

た相補群に属する10種類のPa一突然変異体の各 か々ら抽出した RNAば,無細胞蛋白

合成系において一般の蛋白-のアミノ酸取り込み活性が充分高くても,悉くべん毛蛋白合

成能がなく,かつtranSlationの段階では相補性も認められなかった.Jh-突然変異体

は jlaA,B,C,D,a,F,L,N,P,Qなどに属するものを含み,そのうち Lに属するもの
は hook(べん毛基部琴曲体)に関する遺伝子の変異に基くものと考えられている.ゆえ

にjla遺伝子はべん毛伝令 RNA 合成に関して正の制架田子として作用していると考え

られ,bookを含めてべん毛形成に必要な因子がひとつでも欠けるとべん毛蛋白メッセン

ジャー RNA の合成が停止するとみられる.

3) 細胞の齢とべん毛蛋白メッセンジャーRNA量の変化 (鈴木): 対数増殖初期の菌

体から抽出したRNAは一般の蛋白合成に対する活性が高いにも拘らずべん毛蛋白合成能

が極めて低く,対数増殖後期の菌体から抽出したRNAは,逆に一般蛋白の合成能が低く

てもべん毛蛋白合成能が高いことを B.puniluBにおいて観察したが,サルモネラでも

同様な現象がみられた.そこでいろいろな増殖期にあるサルモネラ菌のべん毛数を調べて

みると,対数増殖初期では菌体あたり約4本であるが後期になると約9本で,中期ではそ

の中間くらいの本数が認められた.しかし対数増殖初期の菌を菌の濃度を対数増殖初期の

ままに保つように数回新しい培地に植え継いだとき,菌体あたりのべん毛数は約8本とな

り,その菌体から抽出したRNAはべん毛蛋白合成活性もかり高い値を示した.機械的に
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ベん毛を除去した菌のべん毛再生がただちに開始するのに反し,種々の生理学的条件下で

無べん毛化した菌体のべん毛再生には二世代くらいの時間を要することが知られている.

従って,べん毛蛋白メッセンジャ-RNAの合成量はべん毛基部粒子 (べん毛形成体)の

数によって規定され,対数増殖初期の菌ではべん毛基部粒子の合成が先行しなければなら

ないためにべん毛蛋白メッセソジャーRNAの合成が他のメッセンジャーRNAの合成よ

りも遅れるという仮説を立てる.

4) べん毛蛋白メッセンジャーRNAの細胞内様態 (鈴木): べん毛が細胞表層に生ず

る構造体であること,その形成にべん毛基部粒子が関与していると推定されること,そし

てべん毛蛋白メッセンジャーRNAの合成がべん毛基部粒子に依存すると思われることな

どから,べん毛蛋白メッセンジャーRNAが細胞膜に結合している可能性が考えられる.

そこで,EDTA-1)ゾチ-ム処理した菌休を Briト58(非イオン系表面活性剤)で溶菌さ

せ,溶菌液を遠心分画によって可溶性画分と膜画分に分け,各 か々ら抽出したRNAにつ

いてべん毛蛋白合成能を調べた.一般のメッセンジャーRNAの約 70%が可溶性画分に

来るのに対し,べん毛蛋白メッセンジャーRNAは約 80% が可溶性画分に検出された.

べん毛蛋白メッセンジャーRNAと一般のメッセンジャーRNAとの間に細胞内存在様の

差が認められず,べん毛蛋白メッセンジャーRNAがべん毛基部粒子を含む膜構造に特に

強く結合しているとは考えられない.

第2研究室 (榎本)

1) 普遍導入の機構に関する研究 (榎本): サルモネラ菌の非運動性突然変異 (肌Ot~)

と無べん毛突然変異 (βα-)をもつ重複突然変異株を受容体として野生株から P22によ

る導入を行なうと,不稔導入体の発生頻度は受容体の突然変異遺伝子間の距離によって異

なる.この現象を利用して,多くの欠失突然変異株が得られている Sd仇｡nellaabortus･

equiの系でP22導入ファージによる宿主染色体断片のとり込み方法について研究した.

供与菌として野生株 (SJ241の他に6種の欠失株 (jlaCM CeA,PaCM llio,jlaa

ll19,JkBDSlG,jlaNPl曾98,JlaBDNPQ375)杏,受容菌として2種の重複突然変異

秩 (notAβαAl,notAJ払A2)と無べん毛突然変異株 (PaA21%1)を用い,産生さ

れる不稔導入体の頻度を補正後比較した.使用した遺伝子の配列順序は J触 MIPaC-

notAIHITJlaAl-JlaA2-jhNIJh p-jhQ-jlaB-PaDであり,竹∽tAjlaAlを受

容菌とした実験では JlaCM lliOからの導入で不稔導入体の発生頻度は約 2.2倍に増

加し,notAjlaA2を受容菌とした場合には JlaCM CSb,J払CMllAO,jlaCll49か

らの導入で約 1.6-1.9倍の増加が見られた.他の欠失珠では有意な変化はなかった.こ

のことは P22導入ファージが宿主の染色体断片をとり込む時,jlaM からJ払 D の方

向に向かってとり込むことを示唆している.

2) 大腸菌におけるサルモネラベん毛遺伝子の発現制禦機構

サルモネラ菌では1相2相のべん毛遺伝子が一定頻度で交互に発現する相変異現象が知

られているが,大腸菌では1相に対応する遺伝子が常時発現している.Pl導入によりサ

ルモネラ菌の1相または2相べん毛遺伝子をもつ大腸菌組換型が多数得られたのでその性
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質について研究が進められた.

a) 大腸菌に転座したサルモネラ菌2相べん毛遺伝子の性質 (榎本): サルモネラ2相

べん毛を常時発現するようになった大腸菌組換型 (安定型;a-enxおよびH-1･2株)杏

供与菌として,サルモネラ菌1相べん毛を有する大腸菌組換型 (Hl-i株)とその無べん

毛突然変異体 (Hl-iPa-)を受容菌として Pl導入を行なった.その結果抗 i血清を含

む半流動培地で完全導入体 (swarm)の産生はあるが不稔導入体 (trail)の産生がないこ

とから,供与菌の H-enxおよび H-1.2遺伝子は受容菌 Hl-i遺伝子の発現を抑制する

能力がないと結論された.また供与菌型 swarm の産生からH-enxおよび 且-1･2は大

腸菌1相座位に転座していることが確認された.

2相べん毛の発現と消失を高頻度でくり返す2種の組換型 (高頻度変異型;Hl-iahl-

H2-enxおよび Hl-iahl-He-enxvh曾~株)を供与菌としてHl-i株に導入を行なっ

た場合には抗 i血清による trai1産生の阻害はなく,Hl-i遺伝子の発現は供与菌 Heに

よって抑制される.同様に安定型 H-1.2株を受容菌とした場合にもtrai1産生は抗 112

血清によって阻害されず,HI1.2遺伝子の発現が H2-enx遺伝子によって抑制されるこ

とが判明した.

b) 大腸菌組換型 Hl-iahl-株の復帰型の性質 (榎本 ･呉): EJ34 (K 12,Hl-i

ahl-)は細胞あたり1019以下の頻度で ahl+に復帰する.サルモネラ菌 (LT2,Hl-i

ahl-H2-enx)からの導入においてこの株は自然復帰より約5倍高い頻度で Hl-iahl+

を産生した.得られたHl-iahl+株の性質を調べた所28株中5株のHl-i遺伝子は異質

接合体において供与された H2-enx遺伝子の抑制作用をうけないことが判明した. この

Hl-i遺伝子を複柏型のサルネラ菌 (LT2,Hl-bH曾-enx)および大腸菌組換型 (K12,

Hl-iahl~H9-enx)に導入して得られた株 (Hl-iHe-enx)は親株と変わらない相変異

頻度を示した.自然復帰型からも類似の性質を示す株が得られているので合せ研究が進め

られている.

Ⅰ. 集 団 遺 伝 部

集団遺伝部においては生物集団の遺伝的構成を支配する法則の探究,すなわち,集団遺

伝学の研究を行なっている.本研究部は二つの研究室からなり,第 1研究室では主として

進化機構に関する研究を,第2研究室では人類を含めた生物集団の数理統計に関する研究

を行なっている.

集団遺伝部も8年目を迎え,本年は外国人客員および外国人研究員の来訪とそれに続く

当部要員の渡米出張などで多忙であった.

第1研究室においては昨年に引続き分子レベルにおける進化と変異の問題を集団遺伝学

の立場から研究した.部長木村は 10月 16日から同 18日まで米国 NIH の Fogarty

センターで行なわれた国際集会 ｢突然変異の遺伝的制御｣で分子進化に関する講演を行な

うよう招待を受け,同時にウィスコ./シソ大学,シカゴ大学,ノ-スカロライナ州立大学,

テキサス大学などで講演および研究打合わせを行なう目的で 9月 30日羽田発で,渡米,
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11月 5日帰国した.研究員太田朋子はノースカロライナ州立大学統計学教室より招きを

受け,集団遺伝学および分子進化に関する協同研究および講義のため8月5日から約3カ

月間渡米出張した.なお,太田朋子は ｢有限集団における連鎖不平衡と見かけ上の超優性

に関する理論的研究｣により東大より4月 10日付で理学博士の学位を受けた.

第2研究室では昨年に引続き集団構造に関する数理的解析と自然集団における変異保有

の研究を行なった.室長丸山は7月2日から7月7日にかけて-ワイ大学で行なわれた集

団構造研究の国際学会に招待され,7月2日より同8日まで渡米出張した.また丸山は研

究員山崎常行と共同で酵素に関する多型現象の保有機構を解析する新しい方法を開発し,

結果を Scienceに発表した.

本年は一昨年と同様ウィスコンシン大学のJ.F.クロー教授が来訪され遺伝研外国人客

員として6月9日から8月2日まで協同研究に従事された.またワシントン大学の J.フ

ェルゼンスタイン博士もAECの研究費による補助を受け,集団遺伝部において研究を行

なうため来訪,遺伝研外国人研究員として 6月 12日より9月 22日まで滞在した.

第 1研究室 (木村)

1) 分子進化の集団遺伝学的研究 (木村 ･太田): 蛋白分子の進化におけるアミノ酸置

換とその集団中における多型現象はともに自然淘汰に中立な突然変異体が遺伝的浮動によ

って集団中に広がる過程として統一的に理解できる.中立な突然変異については,その集

団中の行動を数学的に詳細に解析することができる.分子進化の速度は表現型の進化と違

いおのおのの分子について驚く程一定であるが,これは中立な突然変異率が一定であると

考えることによって理解される.フィブリノペプチドA,Bやプロインスリンの真申の部分

の進化が速いのは,これら分子が機能的な制約をほとんどうけないので,大多数の突然変

異が自然淘汰に中立で,遺伝的浮動によって集団中に広がるチャンスがあるためと考える.

これに反し,チトクp-ムCのように機能的に重要で構造上制約の大きい分子では突然変

異の大部分は有害で,自然淘汰によって集団中から除去されるため進化の速度は低い.中

立説の考えでは,蛋白質のアミノ酸組成は遺伝暗号によって規制された平衡状態を表わす

ことになるが,事実たくさんの蛋白の平均のアミノ酸組成はコー ド表から予測される組成

とかなり近い.詳細は Proc.6thBerkeleySymp.MathematicalStatisticsandProb-

abiliy:43-68に発表した.

2) 相同蛋白の間の塩基の置換数の推定 (木村 ･太田): 相同な2つの蛋白分子のアミ

ノ酸配列を比べ,何個の置換が進化の途中で起こったかを推定するにあたって,今まで普

通に用いられたのはポアソン分布の補正を行なう方法であった.これ以外にコード表から

塩基置換の最小数を推定する方法もあるが,これらの方法は1つの座位の二重や三重の置

換,それに逆戻りの置換などの推定には不充分である.そこで異なった塩基座位の間では

置換は独立に起こり, 4種の塩基相互の間では変化の頻度は等しいことを仮定したいわゆ

る確率モデルを用い,アミノ酸の違う割合から進化の過程における塩基の置換数を算出す

る関係式を導いた.詳細は J.Molec.Evolution2:87-90に発表してある.

3) 世代が重なる集団における有効数の推定 (Crow･木村): `̀集団の有効な大きさ''
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を与える式は普通には不連続な世代構造の集団を仮定して求められる.しかし,ヒトをは

じめ高等動物では同一集団内に年齢の異なる個体が共存しており,集団全体としては出生,

死亡などが連続的に起こっている.このような集団について,有効な大きさを与える厳密

な式を導くことは困難であるが,広い範軌こわたって良い近似を与える新しい式を導いた

ので,その結果を American∫.ofHumanGenetics24:1-10に発表した.
4) 淘汰係数の変動と固定確率 (太田): 突然変異遺伝子の固定確率は進化の速度に直

老関係する極めて大切な量である.今までの進化遺伝学の理論的研究では,多くの場合,

突然変異遺伝子の淘汰係数は毎代一定であるとして議論された.本研究では淘汰係数が世

代とともにランダムに変動する場合の固定確率を木村の式を用いて数値的に求めた.その

結果,淘汰係数の平均値の絶対値が分散より小さい場合には自然淘汰は有効に働かず突然

変異遺伝子の集団中での行動は中立な場合と本質的に変らないことが明らかになった.詳

細は Genet.Res.19:33-38に発表した.

5) 淘汰係数が変動する場合の超優性遺伝子の固定までの時間 (太田･木村):超優性

は集団中での遺伝的変異の保有に大きく寄与するものと考えられてきた.しかし,淘汰係

数が変動する場合でも超優性が有効に働くかどうかは分かっていない.本研究では,淘汰

係数が世代とともにランダムに変動する場合の固定までの時間を数値的に求めてその有効

性を調べた.その結果やはり淘汰係数の絶対値の2倍の平均が分散より小さいような場合

は超優性は有効に働かないことがわかった.詳しくはGemet.Res.20:ト7に発表した.

6)DNAの進化速度とシスト｡ンの進化の速度の比較 (太田): シストロン内部での進

化の過程における塩基 (または対応するアミノ酸)の置換の速度は物理的な年にはば比例

すると考えられている.これに対しDNAの変化の速度は世代数に比例するとの見方が強

い.晴乳類とショウジョウノくェのいくつかの種についてDNAとシストI,ソの進化速度の

比を推定したところやはり世代の長さと負の相関がみられた.これを説明するためにはい

くつかの可能性が考えられる.そのうちの1つとして,DNA 全体としては真に自然淘汰

に中立な突然変異による変化が多いのに対し,シストロンではほぼ中立であるがごくまれ

に不利となるような突然変異による変化が多いと考えれば説明できることを示した.詳し

くほJ.Molec.Evolution1:150-157に発表した.

7) 集団の大きさと進化の速度 (太田): ほぼ中立な突然変異 (環境条件により有利に

も不利にも中立にもなり得て,しかも淘汰係数の非常に小さいようなもの)を考えると'

進化の速度と集団の大きさとの間には負の相関があることが理論的に推測できる.この理

論と化石に基く事実や分子進化の速度との関係を論じた.詳しくは J.Molec･Evolution

1:305-314に発表した.

第2研究室 (丸山)

1) 連銑皇伝子座における自然淘汰の模吸実験 (山崎 ･木村): 染色体上に多くの遺伝

子が強く連鎖している場合,自然淘汰がどのように働くかについては不明な点が多い.こ

の点を解明するために以下に述べる条件で電子計算機による模擬実鼓を行なった.集団は

約300個体からなり,1つの染色体上の遺伝子座の数は 176,相隣る遺伝子座の間の交叉
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革は O.002,干渉 (interference)は無いものと仮定した.また個体の淘汰値は各遺伝子

座での淘汰値の積とした.実験の結果は次のように要約される.(1)各遺伝子座に2つの

対立遺伝子があり,超優性の強さが 1070だと約 200世代にわたる自然淘汰の後,固定

していない遺伝子座の間にはほぼ完全な連鎖不平衡が確立され,集団は主として2つのお

互いに相補的 (complementary)な染色体からなる.1度このような状態ができると,そ

れ以後は対立遺伝子の固定消失はなかなか起こりにくくなる･(2)複対立遺伝子 (multiple

alleles)の場合,1070の超優性があると,2つの対立遺伝子の場合と同じようにほとんど

の染色体がお互いに相補的となるが,相補的な染色体の数は最高,対立遺伝子の数だけ存

在する.(3)自然淘汰を幾代も重ねていくと有限集団では遺伝的浮動の影響により固定消

失する遺伝子座が現われてくるが,多くの遺伝子が連鎖している場合の遺伝子の固定消失

率は単一の遺伝子座のみを考慮した場合よりかなり遅くなる.また集団中に変異を維持す

る最も良い淘汰係数はあまり大きくもなく小さくもない中間の僧 (集団のサイズと関係が

ある)であることもわかった.これらの現象は太田および木村によって研究された Asso-

ciativeoverdominanceによって起こされるものと考えられる.(4)少数派有利の頻度依

存型淘汰が働いている場合も超優性の場合と同様,お互いに相補的な染色体からなるよう

になる.この場合は少数派の遺伝子,多数派の遺伝子のみを持つ2種類の染色体ができる.

2) タンパクの多型の頻度分布から推定される変異の維持機構 (山崎 ･丸山): この数

年来,電気泳動法を用いて自然集団における変異の量,または集団問の変異の差などを調

査することが広く行なわれるようになった.それらのデーターから変異の維持機構につい

ていろいろ推論されてきたが,用いられるパラメーターの多くは集団構造に依存するもの

であったため,それらが良く分っていない現在では,結論は非常に主観的に導きだされる

傾向があった.しかし,遺伝子の作用が相加的 (中立を含む)で,突然変異が非可逆的に起

こるとすれば,集団中における-テロ接合体の頻度は集団構造に依存せず,自然淘汰の様

式によってのみ決まることが分った.したがってこの性質は変異の維持機構の推定に利用

できる.10数種類の生物から442の多型を示す蛋白や酵素を選び,その頻度分布を調べ

た結果,それらの変異が淘汰に関して中立である場合から期待される分布と非常に近いこ

とが明らかとなった.詳細は Science178:56(1972)に発表した.それ以後,アイソザ

イムに関する多くの論文が発表されたため対象となる蛋白や酵素を 1045にふやし同様の

分析を行なった.結果は一層,中立説を支持するものであった.

3) 近親交配による1遺伝子座効果の発現の問題点 (山崎): 1つの遺伝子座の効果を

明らかにするために近親交配によって問題としている遺伝子座以外の遺伝子をホモ接合状

態にすることはしばしば行なわれる.その典型的な方法として,毎世代問題としている遺

伝子座についてヘテロ接合の個体を一対選び交配する.この過程を何世代もくり返し連鎖

遺伝子座をホモ状態にしていく.充分近親交配を行なっ'た後で問題としている遺伝子座の

分離比 (理論値 AA:Aa:aa-1:2:1)を調べることによってその遺伝子座の効果を検出す

る (例,WillsandNichols,Nature233:123).この方法による-テTZ接合頻度の減少率

を電子計算機を用いた模擬実験によって調べたところ,問題の遺伝子座でのホモ接合個体
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における連鎖遺伝子の-テロの減少率はヘテロ個体のそれよりもずっと速いことがわかっ

た.例えば染色体の長さが 50centimorganの場合,12世代近親交配を行なうと,-チ

p個体の連鎖遺伝子の 2870が-テロ接合の状態であるのに反し,ホモ個体ではわずか3

70が-テロ接合である.以上のことから,連鎖遺伝子の行動をよく理解せずに近親交配か

ら遺伝子座の効果を検出しようとすると,しばしば誤った結論に達する恐れのあることが

わかる.詳細は NatureNewBiology240:53(1972)に報告した.

4) ショウジョウバエにおける越冬様式の研究 (山崎 ･渡辺): ショウジョウバェの遺

伝は詳しく研究されてきたが,その生態,特に越冬の様式はほとんどわかっていない.こ

の問題を解く糸口として当研究所の空地数カ所に約 2×1×1メートルの金網箱を設置し,

数種類のショウジョウバェをそれぞれ数百匹ずつ放ち,いろいろな条件下で越冬状態を観

察中である.現在までのところいくつかの種のショウジョウバエは金網箱の中で越冬する

ことが確認された.どのようにして越冬したかは現在調査中である.

J.分 子 遺 伝 部

分子遺伝部では遺伝子の化学構造の解析を行ない,遺伝子に含まれる複製や転写や翻訳

の開始に必要な構造やこれらの過程の調節の分子機構を明らかにすることを目標にして研

究を進めている.材料として二本鎖RNAを遺伝子とするウイルスを用いているが,この

ものはゲノムが一定の大きさの遺伝子単位に分かれていることや,ウイルス自身が転写の

ためのRNAポリメラーゼ活性をもつという特徴があるので上に述べた研究目的に好適な

材料である.

今年度は定員要求の一部が認められ,4月には研究員として下遠野邦忠が発令され,7

月には京都大学化学研究所から杉浦昌弘博士を室長として迎えることができた.本年度は

研究職員の他に特別研究生渡辺修士,痩 (旧姓鈴木),漆原修士のほか東大の矢崎修士,

北大の木村博士,九大の堀博士が研究に参加した.1972年内に結論の得られた研究を以

下に記すが,これらの研究には文部省科学研究補助金 (課題:遺伝情報発現における核酸

の特異構造とその認識機構;昭和 47年度 58401)の援助を受けた.

1) 細胞質多角体病ウイルス (CPV)の遺伝子セグメントの5′末端構造 (三浦 ･杉浦 ･

渡辺): CPV-RNA の 5′末端構造を調べるためにポリヌクレオチドキナ-ゼの作用に

よって 5′末端を 82Pでラベルする方法を検討した結果,過沃素酸酸化,β-elimination,

ホスホモノエステラーゼ処理のくりかえしにより二本鎖 RNA の 3′端を2-3コ外して

5′端を遊離の状態にしたときにはじめて良好なラベリングをすることができた.この方法

によりCPV の二本鎖 RNA の 10コのセグメントについて 5′端を一様に 82Pでラベ

ルできた.またこの方法で分子鎖の切断が起こっていないことをたしかめた.

82Pで 5′端をラベルされた CPVIRNA をアルカ])分解または 1)ボヌクレアーゼ T2

分解にかけたところ,82pGpと82pXpYpの2種のヌクレオチドが等量ずつ得られた. 1)

ボヌクレアーゼ Tl分解でも同じ結果が得られるので後者は 82pXpGpと考えられる.こ

こで Ⅹpは糖の2位置が遊離の~OH基でないことが予想された･lこのヌクレオチドをモ
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ノヌクレオチドとして得るために特異性の低い Peni¢illiun のヌクレア-ゼ (ヤマサ醤

油研究所国中明博士より分与された)で分解したところ32pXの形に分解された. また,

ラベルされた RNA にA8Pergiuusのヌクレアーゼ Sl(理研安藤忠彦博士より分与され
た)を働かせたところ 32pXpG が得られたが, これにさらに蛇毒のホスホジエステラ_

ゼを作用させたところ 32pX を得ることができた.82pX はクロマトグラフ上の性質によ

って5′-アデニル酸の誘導体と考えられた.このような異常ヌクレオチド成分はウイルス

RNA では始めて見出されたものである. この物質の同定は進行中であるが, ここでは

pA*と表わすことにする.

5'端を 82pでラベルした RNA を陣のリボヌクレア-ゼAで分解するとト･)ヌクレオ

チドが2種類得られ,それぞれクロマトグラフ上の位置から82pGpGpCpと82pA*pGpUp

と同定された.

82Pで 5′端をラベルした RNAをアクリルアミドのゲル電気泳動にかけると 10コの

遺伝子セグメソトが分別されるが,各セグメソトをアルカ1)分解してからPenieilliumの

ヌクレアーゼ分解にかけて分析したところどのセグメントからもほぼ等量の 32pGと8BpA*

が検出されたので CPウイルスの遺伝子 RNA セグメント10コはどれも同じ5′末端

構造をもち,それぞれ次に示す構造をしていると考えられる.

2) 細胞質多角体病ウイルス (CPV)の遺伝子セグメントの 3′末端構造 (古市･三浦･

顔): 前年までの研究では CPV-RNA の 3'末端の糖部分を過沃素酸で酸化後 8H-水素

化瑚素ナトリウムで還元して 8H-ト1)アルコールとして検索した結果, どの遺伝子セグ

メソトも一方の鎖は -CpCであり,一方は -CpU であることがわかった.

今年は別の方法によりさらに先のヌクレオチド配列を調べた.CPV-RNA の3'末端の

糖部分を過沃素酸酸化した後アニt)ソ処理でβ-eliminationして,ホスホモノエステラー

ゼを働かせると元の RNAから3′末端のヌクt/オチド1コ分を除去できる.この反応は

どの分子に対しても同時に行なわれるので,繰り返して行けばRNAの末端からヌクレオ

チドを1コずつ外した標品を作ることができる.この方法によってCPV-RNAの3′端か

らヌクレオチド1コ,2コ,3コ外した原品を用意することができた.これらの操作の途

中で分子鎖の切断は起こっていないことが確かめられた.これらのRNA標晶を過沃素酸

で酸化後 8H一水素化棚素ナトリウムで還元して末端ヌクレオシド部分を 8H ラベルした.

これらをアルカリまたは7)ボヌクレアーゼ T2分解したところ 3′末端から順次次のよう

な末端ヌクレオシドを検出することができた.1段目:CとUが等量.2段目:Cのみ.

3段目AとGが等量.4段目AとUが等量.上記標品のl)ボヌクレアーゼによる分解物の

検索を続けているが,これまでに得られた結果は 5'末端の分析結果とちょうど相補的塩

基配列であることを示唆している.これらの結果からCPV-RNA の末端部分は完全に揃

った二本鎖状態にあると思われる.

3) トリ型レオウイルス RNA の 3′末端構造 (古市 ･三浦): CPVRNAの3′末端
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ヌクレオチドの分析に用いた方法を トリ型レオウイルスの二本鎖 RNAに適用して分析し

た.この研究は農林省家畜衛生試験場の小出英興,関口喜一両博士との共同実敦である.

二本鎖 RNA の両 3'末端はCである.3′末端から二番目の塩基はUとGで,それぞ

れ相補的な鍬 こある.3′末端ラベルした RNA のリボヌクレアーゼによる分解からトリ

レオウイルスの各セグメントRNAは次のような構造をしており,末端から3コのヌクレ

オチドはCPV の場合同様どのセグメントにも共通と考えられる.

4) カイコ細胞質多角体病ウイルス(CPV)の遺伝子転写 (下遠野 ･古市 ･三浦):CPV

粒子を精製すると,有機溶媒処理をしていればRNA合成酵素活性を示す.リボヌクレア

ーゼによる分解を充分に注意してRNA合成を行なわせると,遺伝子のRNAに相当する

長さの一本鎖 RNAが生成し,完成したRNAのみがウイルス粒子から離れてくることが

わかった.この一本鎖 RNAは hybridization実験によって CPV粒子中の二本鎖RNA

の一方の鎖がすべてcopyされたものと考えられる.CPVの二本鎖 RNAの末端構造がわ

かってきたので,いま転写されたRNAの構造がわかれば二本鎖のうちどちらの鏡が鋳型

として選ばれたかがわかるだろう.そこで転写されたRNAの末端構造を調べることにし

た.5′末端は基質として加える ⅩTPの βやγ位の.)ソ酸が外れずにいることが予想さ

れ,もしそうであれば α位で RNA内部に入ってしまう部分と区別することができるか

らβ位か γ位の Pを 82Pでラベルした ⅩTP を用意して RNA 合成をさせ,RNA

の 5′末端を調べることにした.鋳型の RNAを正確に端から転写しているとすれば,3'

端がCとUであるから5′端はGかAであろう.そこでまず,β-82p-GTP,γ-82p-ATP,

β-82p-ATPを合成した.

β-ラベル GTPは GMPをモルフォリニウム化し,82P無機リン酸で処理して82ppG

をつくり,ヌクレオシド二1)ソ酸キナーゼとATPでリン酸化して p82ppGを合成した.

β-ラベル ATPは二段目の酵素反応がこの場合効率が悪かったのでホスホエノールピル

ビン酸を1)ソの供与体にしてピルビン酸キナーゼで p82ppAを合成した.γ-ラベル ATP

は ATPの γ位置のリン酸と正リン酸の酵素的交換反応を利用して調製した.

これらの $2Pでラベルした GTPあるいは ATPで CPV の転写をさせたところ β-

ラベルの GTPと γ-ラベルの ATPの 82Pは RNA 中に入れず,β-82p-ATP の場合

のみ合成された RNA 中に 82Pが入ることがわかった.β-32p-ATPをとりこんだRNA

を AspergiuuSのヌクレアーゼ Slで分解したところラベル化合物は 32ppA (すなわち

ADP)と同定された.酵素分解の結果などを組合わせて CPV の mRNAは ppApGp-
という5′末端構造をもつことが判明した.5′末端は ATPが基質であったが γ位の P

だけが外れた状態になっている.

この CPVの mRNAを量的に集めることはなかなか困難であるが,約 10〃gの mR

NAを集め,その 3′末端を過沃素酸酸化後,8H一水素化珊素ナトリウムでラベルしたと

ころ 3′末端ヌクレオシドとしてCのみが検出された.
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従って CPV の mRNA は
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なる構造をもち,CPV遺伝子の二本鎖 RNA のうち3′端にUをもつ鎖を鋳型に選んで

転写を行なっていることが明らかになった.この鋳型の端のUに相補的な相手鎖の部位の

Aが通常のAでなく修飾されていることは,鋳型の読み始め場所の認識に関係があるかも

しれない.この可能性を今後追究して行く予定である.

5) カイコ細胞質多角体病ウイルスの遺伝子セグメントの塩基組成分析 (古市 ･頼 ･三

浦):CPV の RNA はゲル電気泳動により10コのセグメントに分別されるが,ゲル電

気泳動では一度に多量のサンプルを扱えないので 82Pでラベルした CPV-RNAを調製し,

これを電気泳動でセグメントに分別したのち,各/;ソドをアルカリで分解しながらヌクレ

オチドを抽出した.クロマトグラフィにより分析した結果表1に示すごとくヌクレオチド

組成は各セグメントによりそれほど大きな差が見出されなかった.どの分画もプリンとピ

リミジリソの相補性がよく,RNA分子の大きさを考慮するとeukaryoteの遺伝子やメッ

セソジヤ-に見られる PolyA配列は CPV-RNA中には存在しないと考えられる.この

ことは 82P ラベルした CPV-RNA を搾リボヌクレア-ゼとリボヌクレアーゼTlの二種

の酵素で加水分解し,ウイルス RNA 中の oligoA の分布を調べる実験によっても確か

められた.

表1 NucleotidecompositionofRNAsegmentsinCPV
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Total B 29.1 28.4 21.2 21.3 1.02 42.5

CPV-RNA C 27.8 29.8 21.1 20.3 0.93 41.4

A:0.5M KOH370C24hr,Paperelectrophoresis
B:0.3M KOH37oC18hr,Twodimensionalpaperchromatography (U.Ⅴ.

Absorbance)
C:RNaseT2370C18hr,Twodimensionalpaperchromatography(U.V.

Absorbance)
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Ⅴ.研 究 活 動

A. 研 究 業 練

著 書

黒 田行 昭 1972:Analysisofsorting･outmechanismofanimalcellsinrotation･

mediatedcellculture.In`̀AspectsofCellularandMolecular Physio･

logy".(ed.K.Hamagucbi).237-257.Univ.TokyoPress(Tokyo).

黒 田行 昭 1972:異種および同種細胞間の相互作用. 細胞学大系第1巻 (小川和朗他

編). 341-369. 朝倉書店 (東京).

森脇和郎 ･定家多美子 1972･マウス骨髄細胞,ミエローマ細胞の染色体および染色体バ

ンドパターン観察法 免疫実良法.343-349. 日本免疫学会.

名和 三 郎 1972:昆虫分子遺伝学一高等生物における形質転換.生化学の諸切片一硫

酸,硝酸,核酸 (鈴木,石本,景山編). 427-441. 講談社 (東京).

論 文

天 野 悦 夫 1972:Geneticfinestructureanalysisofmutantsinducedbyethyl

methanesdfonate.GammaFiddSimposiaNo.ll(inpress).

Chu,Y.E.･岡 彦- 1972: ThedistributionandeffectsofgenescausingFI

weeknessinOryzabreviligulataand0.glaberrim .Genetics.70:

163-173.

Crow,J.F.･木村資生 1972:Theeffectivenumberofapopulationwithoverlap･

pinggenerations:A co汀∝tionandfurtherdiscussion. Amer.∫.
HumanGenetics.24:1-10.

遠 藤 徹 1972:ApplicationoftheNadireactiontoriceperoxidasestain.Bot.

Mag.Tokyo.85:147-151.

榎本雅敏 ･石和浩美 1972:Anewtransducingphagerelatedtop220fSdmbnella

tiphi仇uriun.J.Gen.Virology.14:157-164.

榎 本 雅 敏 1972: Geneticstudiesofchlorate-resistantmutantsinSal倣)nella

typhinuriu仇.遺伝学雑誌･47:227-235･

藤島 通 ･Fredeen,H.T.1972:Generalformulaeforestimatingheritabilityina

populationwithrelatedparents.Can∫.Genet&Cytol.14:549-557.

古市泰宏･三浦護一郎 1972:The3′-terminiofthegenomeRNA 8egmentSOf

silkworm cytoplasmicpolyhedrosisvirus.J.Mol.Biol.64:619-632.

林 重佐･酒井寛一 1972:スギの生長と個体間競争.日本林学会誌.54:218-225.

Hung,A.C.F.･今井弘民 ･久保田政雄 1972:Thechromosomesofnineantspecies

(Hymenoptera:Formicidae)fromTaiwan,RepublicofChina.Ann.
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Ent.Soc.America.65:1023-1025.

飯野徹雄 ･鈴木秀穂 ･山口 乾 1972:ReconstitutionofSunoneuaFlagellaattached

toCellBodies.Nature,NewBiol.237:238-240.

飯沼和三 ･中込弥男 1972:Y-chromationinagedmales.人類遺伝学雑誌.17:57-61.

今井弘民･久保田政雄 1972.KaryologiCal studiesofJapaneseants(Hymenoptera,

Formicidae)ⅠⅠⅠ.KaryotypesofninespeciesinPonerinae,Formcinae,

andMyrmicinae.Chromosoma(Berl.).37:193-200.
賀田恒夫･土川 清･定家義人 1972.7nvitroandhost-mediated"rec-assay''proI

ceduresforscreeningchemicalmutagens;andphloxine,amutagenic

reddyedetected.MutationRes.16:165-174.

加藤旋夫 ･吉田俊秀 1972:Ban°ingpatternsofChinesehamsterchromosomes

revealedbynewtechniques.Chromosoma.36:272-280.

加藤姓夫 ･森脇和郎 1972:Factorsinvolvedimtheproductionofban°edstructure

inmammalianchromosomes.Chromosoma.38:105-120.

加藤旋夫･吉田俊秀 1972:DifFerentialresponsesofseveralaneusomiccellclones

toultravioletirradition.Exptl.CellRes.74:15-20.

木村資生･太田朋子 1972:Onthestochasticmodelforestimationofmutational

distancebetweenhomologousproteins.J.Molec.Evolution.2:87-90.

木村資生･太田朋子 1972:Populationgenetics,molecularbiometry,andevolution

ProceedingsoftheSixthBerkeleySymposiumonMathematicalStaモ.

andProbability.5:43-68.

黒 田行 昭 1972:Studiesonthesorting-outmechamismofanimalcellsinrotation･

mediatedcellculture.Proc.ⅠVIntemal.Congr.Histochem.Cytochem.

59-60.

丸 山毅 夫 1972:Rateofdecreaseofgeneticvariabilityinatwo-dimensional

continuollSpopulationoffinitesize.Genetics.70:639⊥651.

丸 山毅 夫 1972:Therateofdecayofgeneticvariabilityinageographically

structured点nitepopulation.MathematicalBiosciences.14:325-335.

丸 山毅 夫 1972:Theaveragenumberandthevarianceofgenerationatparticular

genefrequencyinthecourseof丘Ⅹationofamutantgeneina丘nite

population.Genet.Res.Camb.19:1091114.

丸 山毅 夫 1972:Someinvariantpropertiesofageographicallystructured点nite

population:distributionofheterozygotesunderirreversiblemutation.

Genet.Res.Camb.20:

丸 山毅 夫 1972:Distributionofgenefrequenciesinageographicallystructured

finitepopulationI.Distributionofneutral genesandofgeneswith

smalleffect.Ann.HumanGenet.Lond.35:411-423.
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丸 山毅 夫 1972:Distributionofgenefrequenciesinageogra丘callystructured

populationII.Distributionofdeleteriousgenesandoflethal genes.

Ann.HumanGenet.Lond.35:425-432.

丸 山毅 夫 1972:Distributionofgenefrequenciesinageographicallystructured

populationIII.Distributionofdeleteriousgenesandgeneticcorrelation

betweendiiferentlocalities.Ann.Human.Genet.Lond.36:99-108.

丸 山毅 夫 1972:A noteonthehypothesis:Proteinpolymorphismasaphase

ofmolecularevolution.J.Molecular Evolution.1:368-370.

丸 山毅 夫 1972:集団遺伝学 (組合報告).応用統計学.2:ト29.

松 永 英 1971:先天異常の遺伝的背景 (シンポジウムS-25,先天異常の予防).第18

回日本医学会給会会誌.808-812.

松 永 英 1972:Eugenics:itsroleinfuturefamilyplanninginAsia.Second

AsianPopulationConference.Paperno.POP/APC.2/IP/32.

松永 英･外村 晶 1972.ParentalageandbirthweightintranslocationDown's

syndrome.Ann.HumanGenet.36:209-219.

Maeda,K.･森脇和郎.1972:Comparativestudiesofthetransfe汀insofrodents.

Genetics.71:538.

村 上 昭雄 1972: カイコ発生初期に対する紫外線の影響とその生物学的意義.動物学

雑誌.8:4148.

村 上 昭雄 1972:Acridineorangemutagenesisinsilkworm.遺伝学雑誌. 47:

331-334.

村上昭雄 ･三木六男 1972:Age-dependentchangesofradiosensitivityinembryo

ofBomby∬mori.J.Radiat.Res.13:183-192.

中込弥男･飯沼和三･松永 英 1972･.Polyploidyinculturedamnioticfhidcells.

Lancet.2:387.

野口武彦･賀田恒夫 1972:Semi-invitrorepairofradiation･induceddamagein

transformingDNAofBaoilluSSubtilie.J.Mol.Biol.67･.507-512.

太 田朋子 1972:EvolutionaryrateofcistronsandDNAdivergence.∫.Molec.
Evolution.1:150-157.

太 田朋子 1972:Fixationprobabilityofamutantinfluencedby'random点uctua･

tionofselectionintensity.Genet.Res.Camb.19:33-38.

太 田朋子 1972:Populationsizeandrateofevolution.J.Molec.Evolution.
1:305-314.

太田朋子･木村資生 1972:FixationtimeofoverdominantallelesinRuencedby

randomauctuationofselectionintensity.Genet.Res.Camb.20:1-7.

大島長造･井上晃一 ･石和貞男 1972: クpショウジョウバエの産卵性に対する明暗環

境の影響.生物環境制御.10:50-54.
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大島長造 ･井上晃一 ･秋 鐘書 1972: クロショウジョウバェの走光性の行動遺伝学的

研究.生物環境制御.10:55-60.

Putnam,F.W･･清水 章 ･篠田友孝 ･Paul,C. 1972: Variationandhomology

inimmunoglobulinheavychains.Fed.Proc.31:193-205.

篠田友孝 ･清水 章 ･F･W･Putnum･1972: ヒ ト IgMH鎖の一次構造.蛋白質構造

討論会予講集.23:4ト44.

篠 田友 孝 ･Paul,C.･清水 章 ･F.W.Putnum.1972:Aminoacidsequenceof

humanlgM immunoglobulin.Fed.Proc.$1:445.

白石行正 ･倉橋 弘 ･吉田俊秀 1972:Chromosomalaberrationsinculturedhuman

leucocytesinducedbycadmiumsulfide.Proc.Jap.Acad.48:133-137.

白石行正 ･吉田俊秀 1972:Chromosomalalterationsin culturedleucocytecells

fromltaiitaidiseasepatients.Proc.丁ap.Acad.48:248-251.

白石行正 ･青田俊秀 1972:Ban°ingpatternanalysisofhuman chromosomesby

useofaureatreatmenttechnique.Chromosoma(Berl.).37:75-83.

田島弥太郎 1972: 高等生物における遺伝的障害の回復.細胞生物学シンポジウム.(23):

19-24.

山 崎 常 行 1972:Detection ofsingle･geneeffectbyinbreeding.NatureNew

Biology.240:53-54.

山崎常行･丸山毅夫 1972:EvidencefortheneutralhypothesisofProteinpoly-

morphism.Science.178:56-58.

吉 田俊 秀 1972:Isagingoftumorcellsrelatedtothealterationofstemline

karyotype? Proc.Jap.Acad.48:268-273.

吉田俊秀 ･嵯峨井知子 1972:Ban°ingpatternanalysisofpolymorphickaryotypes

intheblackratbyanew differential stainingtechnique.Chromo-

soma(Berl.) 37:387-394.

吉田俊秀 ･加藤旋夫 ･土屋公幸 ･嵯峨井知子 ･森脇和郎 1972:Ceylonpopulationof

blackratswith40diploidchromosomes.遺伝学雑誌.47:45ト454.

B.その他の発表文献

J.F.クロー著, 木村資生 ･北川 修 ･太田朋子共訳 1972: クロー遺伝学概説･vi+

270.培風館 (東京).

賀 田恒 夫 1972:微生物による化学突然変異原のスクリーニング･遺伝･26(5):46-52.

賀 田恒 夫 1972:化学物質による放射線増感の機構.癌の臨床.18(7):600-604･

木 村 資 生 1972:集団遺伝学と分子進化 生物教育(岐阜県高等学校教育研究会生物教

育研究部会雑誌).16:2-5.

木村資生 ･太田朋子 1972: 分子レベルにおける突然変異と進化.蛋白質 核酸 酵素.
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17(6):401-413.

黒 田行昭 1972:動物組織の体外培養技法〔14〕.メデイヤ･サークル.17(2):57-66.

〔15〕.

[16].

〔17〕.

〔18〕.

〔19〕.

〔20〕.

〔21〕.

丸 山毅 夫 1972:遺伝情報の redundancy.蛋白質

17(3):113-123.

17(4):159-169.

17(6):26ト270.

17(8):339-348.

17(9):399-408.

17(10):437-･446.

17(ll):475-485.

核酸 酵素.創刊200号記念出

版 125-133.

松 永 英 1972:地球生態学一人口問題を中心に-.数理科学.103:25-30.

松 永 英 1972: 公害と遺伝一子孫の健康を守るために-.遺伝.26(5):53-57.

松 永 英 1972.環境汚染の遺伝的影響.公害一環境の科学 (舘稔･鈴木武夫･青田正

己締集)毎El新聞社.341-359.

松 本 英 1972:遺伝疾患に関する染色体検査一羊水穿刺に よる出生前診断-.日本

医師会誌.68:1100-1105.
森 島啓 子 1972: コンビ.1-クーによる分額 (生物学における電子計算機 V).遺伝.

26:100-106.

森脇大五郎 1972:再びカブトガニについて.遺伝.26(1):2-3.

森 脇和 郎 1972:突然変異の話.アニマルライフ.92:2555-2559.

中 込弥 男 1972:細胞遺伝学の立場よりみた白血病.小児医学.5(2):149-164.

中込弥 男 1972:染色体異常 ･奇形.あす-の小児科展望.'72シリーズ:441-450.

中込弥男･飯沼和三 1972: 出生前診断.遺伝.26(4):7-12.

中込弥男･飯沼和三 1972:先天異常予知のためのプT,グラム.産婦人科の世界.24:

731-736.

太田朋子･木村資生 1972:集団遺伝学と分子進化.化学の額域.26:717-725.

篠 田友 孝 1972:1972年度ノーベル賞受賞者の横顔 R.R.Porter博士.化学.72:

1158-59.

田中克己･木村資生 1972:駒井卓博士を悼む.人類遺伝学雑誌.17(2):83-86.

土 川 清 1972:噴乳動物による化学突然変異の検定.遺伝.26(5):4ト45.

土 川 清 1972:晴乳動物の優性致死誘発を指標に した化学物質の突然変異作用の検

定.人間環境におけるポテンシャルミュータゲソの問題一線合研究 (B)戟

%S.33-35.



C.発 表 講 演

氏 名 l 題 名 月 日 l場 所 l 学 会 等 名 称

遠 藤 徹

榎 本 雅 敏

榎 本 雅 敏

藤 井 太 朗

藤 井 太 朗

藤 島 通

藤 島 通

古 市 泰 宏
三浦謹一郎
関 口 喜 一
小 出 英 興
古市 泰 宏
下遠野 邦 忠
三浦謹 一 郎

突然変異とアイソザイム

pIファージによるサルモネラ菌べん毛遺伝子の大腸
菌への導入

細菌の属問雑種

植物における放射線誘発突然変異の回復,掛 こ分割照
射について

中性子分割照射によるトウモロコシの突然変異頻度

親の間に血縁関係がある集団における親子回帰による
遺伝率推定法

親集団に血縁関係がある場合の親子回帰法による遺伝
率の推定

トリ･レオウイルス RNA の 3′末端構造

蚕細胞質多角体病ウイルス (CPV)RNAの 3′末端付
近の構造

イネ酸性フォスファタ-ゼにおける遺伝的変異の特異
性

岡 山 大 学

放 射 線 育 種 場

鳥 取 大 学

鳥 取 大 学

岡 山 大 学

国立科学博物館

遺 伝 研

岡 山 大 学

日本獣医畜産大学

日本獣医畜産大学

大 阪 大 学

慶 応 義 塾 大 学

東 京 教 育 大 学

日本遺伝学会第 44回大会

第 11回ガンマ-フィ-ル ド
シンポジウム

日本育種学会第 22回講演会

第 14回育種学会シソポジウ
ム

日本遺伝学会第 44回大会

国立遺伝学研究所,遺伝学公 冷
開講演会

第 197回三島遺伝談話会 辞

日本遺伝学会第 44回大会

第 60回日本畜産学会

第 11回家畜育種研究会談話
会

第 20回日本ウイルス学会総
会

第 45回日本生化学会大会

日本育種学会第 41回講演会
0)
ト▲



孟藤 雷 ‡

I.;ilL-.;..i.:JryiJ･幻

芸 蔓矧

今 井 弘 民

今 井 弘 民

芸崖遊 星‡

井 山 審 也

井 山審 也

賀 田恒 夫

賀 田恒 夫

賀 田恒 夫

賀 田恒 夫

_Gil,.行. .I.≡.i

河 原 孝 忠

望 冨 墓 室 ‡

野生稲におけるアイソザイムの集団内変異

ヒト染色体の多型とその個体識別-の応用 (予報)

C群染色体を中心とするヒト染色体異常のキナ ク リ
ン･マスタ- ド法による検討

Laurence-Moon-Biedl症候群の3例

晴乳類染色体におけるacro-またはtelocentricsの新
しい定義

オオズアカアリ(Pheidole nodus)にみられた染色体
多形について

日本産アリ類の染色体観察

野生生物の遺伝的管理に関する研究Ⅰ.近交係数と繁
殖様式との関係について (第2報)

選抜における集団の大きさ

化学物質による放射線増感の機構

Chemicalmutagenesisの理論から見た化学変異原の
スクリーニング法

Potentialcarcinogens検出に関する最近の知見

ミュタゲンの細胞代謝 ･特性とその活性の検出

ネズミ鞭虫の人為感染率が高いマウスの系統

日本ウズラの体重 に関する性二型

野生 ウズラの実験室内環境下における自然淘汰に基づ
く遺伝的変化

10.4

10.19

10.19

ll.26

10.7

10.13

10.25

4.3

10.3

4.21

8.21

10.26

12.1

10.6

4.8

ll.7

鳥 取 大 学

大阪科学技術セン
ター

大阪科学技術セン
ターー

三島市勤労青少年
ホ一一ム

岡 山 大 学

椙山女学園大学

愛 媛 大 学

東 京 教 育 大 学

鳥 取 大 学

東京医科歯科大学

国 立 教 育 会 館

愛知県勤労会館

放 医 研

和歌山県民文化会
鰭

日本獣医畜産大学

静岡市 産業会館

日本育種学会第 42回講演会 缶

第 17回日本人類遺伝学会,
総会

第 17回日本人類遺伝学会,
総会

第 39回日本小児科学会静岡
地方会

日本遺伝学会第 44回大会

第 43回日本動物学会大会

第 32回日本昆虫学会大会

日本育種学会第 41回講演会

日本育種学会第 42回講演会

第2回放射線による制御シ1/
ポジウム

環境変異原研究会創立総会 ･
講演会

日本癌学会第 31回総会シン
ポジウム

第4回放医研シンポジウム

日本実験動物研究会第7回研
究発表会

第 60回日本畜産学金

目本家禽学会昭和 47年度秋
季大学

団
粒
祉
qz=傭
習
冷
苛

欝

#

23
抽



木 村 資 生

木 村 資 生

黒 田行 昭

黒 田 行 昭

黒 田行 昭

黒 田 行 昭

黒 血 行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

丸 山毅 夫

丸 山毅 夫

丸 山毅 夫

松 永 英

松 永 英

松 永 英

進化の集団分子遺伝学

Mutationandevolutionatthemolecularlevel

がん細胞の細胞間接着に及ぼすアミノ糖類の作用

Studiesontllesorting-outmechanismofanimal
cellsinrotation･mediatedcellculture

ウズラ肱細胞の組織再構成に対する cyclicAMP お
よびデキろ トラソ硫酸の影響

細胞の癌化と組織構成能

ショウジョウバェ腫細胞の体外培養一形質発現とその
維持

ショウジョウバエ器官の体外培養

体外培養によるショウジョウバエ生殖巣の増殖と分化

癌細胞の細胞間接着に対するアミノ糖類の作用

地理的構造を有する集団における遺伝子頻度変化のマ
ル コフ過程

集団遺伝学の理論

最近の分子進化

循環器疾患の遺伝と環境因子

遺伝疾患に関する染色体検査
一羊水穿刺による出生前診断

精神薄弱者の遺伝と結婚

7.24

10.16

6.16

8.21

8.30

9.22

10.7

10.8

10.14

ll.28

7.3

ll.7-9

ll.14

4.ll

7.15

ll.8

東洋紡 堅田研究事
所

NIH Bethesda

愛知県産業貿易会
鰭

京 都 会 館

野 口英世記念館

国立遺伝学研究所

岡 山 大 学

岡 山 大 学

椙山女学園大学

野 口英世記念館

- ワ イ 大 学

九 州 大 学

岩 手 医 科 大 学

金沢市観光会館

東京ホテルグラソ
ドパレス

国 立 教 育 会 館

第5回放射線生物若手研究会

Forgaty International
CenterConferenceonThe
GeneticControlofMuta･
tion

日本組織培養学会第 33回研
究会

ⅠV InternationalCongress
ofHistochemistryandCyto･
chemistry.Symposium II.

日本発生生物学会第5回大会
シンポジウム

第 200回三島遺伝談話会

日本遺伝学会第 44回大会

第3回 DrosopllilaMeeting

日本動物学会第 43回大会

日本細胞生物学会第 25回大
会,シンポジウム

集団の遺伝的構造に関する研
究会

｢進化論と情報科学｣ シンポ
ジウム

岩手科学談話会

第 36回日本循環器学会総会
シソポジウム

霊誓茎雫昌繁 富野 指導者

第 11回精神薄弱教育研究全
国大会

鷲

冷

諒

轡

8



松 永 英

松 永 英

湊 清

i.[:･-Ri.里 圭;

I-:ITli,fl発･,I.JIIH

喬 島彦三〉
森 島 啓 子

森 島 啓 子

琴 繋 蜜 酎

森 脇 和 郎

村 上 昭 雄

村 上 昭 雄

!,,ほ !1用 ;
中込弥 男

中込弥 男

中込弥 男

墓 論纂 塁〉

遺伝子突然変異と先天性疾患

優生学-その役割と限界

培養細胞の増殖に対する血清高分子分画の効果

細胞質多角体病ウイルス RNA の 3′末端付近の構造

蚕細胞質多角体病ウイルス (CPV)RNAの5′末端構
追

稲品種の生長様式とその変動

稲系統間の協同作用における自然淘汰の影響 (予報)

稲における野生型から栽培型-の進化の機構

継代移植中におけるマウス ミニp-マ細胞のクロー
ソ･エイジングの可能性について

SerumtransferrinpolymorphismofRattus

カイコ卵母細胞の突然変異誘発における14MeV速中
性子線の生物効果比

カイコにおけるアクリジン系化合物による突然変異誘
発効果

押潰し法によるカイコ染色体の観察

静岡県地方における出生前診断の経験

染色体領域における最近の話題

染色体研究法

ヒト染色体における構造異常の同定

12.1

12.16

10.13

ll.6

ll.24

3.4

10.4

10.14

10.24

10.6

10.6

10.14

10.14

ll.18

ll.26

12.9

10.8

放射線医学研究所

慶応大学医学部

椙山女学園大学

大 阪 大 学

慶 応 義 塾 大 学

東 京 教 育 大 学

鳥 取 大 学

名 古 屋 大 学

名古畳市公会堂

University of
Ceylon

金 沢 大 学

岡 山 大 学

椙山女子学園大学

宮城県医師会館

三島勤労青少年ホ
一･ム

順 天 堂 大 学

岡 山 大 学

シソポジウム ｢環境田子によ 翌
る生体の障害｣

ライフ･サイエンス研究会

日本動物学会第 43回大会

第 20回日本ウイルス学会総
会

第 46回日本生化学会大会

日本育種学会第 41回講演会

日本育種学会第 42回講演会

日本動物学会,植物学会合同
シンポジウム

第 31回日本癌学会総会

ZoologyColloquium

日本放射線影響学会第 15回
大会

日本遺伝学会第 44回大会

日本動物学会第 43回大会

第242回日本産婦人科学会宮
城地方会 (特別講演)

第 39回日本小児科学会静岡
地方会 (特別請浜)

第236回日本小児科学会東京
地方会シンポジウム

日本遺伝学会 44回大会

固
杵
淋
珊
亜
雪
冷
頚
食
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#
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嘉論纂塁‡
琶呂雷雲‡
琶呂雷雲‡小川恕人小川恕人
望島鷺享‡鬼丸喜美治
.局:..晶ミ
∴Ll''!.I.!:胤大島長造
森島嘉讐‡
森島差引Putnum,F.W.篠田友孝Paul,C.,清水章Huser,H

静岡県地方における出生前診断のプログラム(予報)
ギムザ法による染色体構造異常の同定イオン化放射線によるDNA損傷の修復機構,Ⅰ.酵素的解析放射線によるDNA損傷の補修に関する酵素的研究
性と遺伝遺伝と教育イネ品種の適応に関する遺伝学的研究Chemicalmutagen処理により誘発された蚕のpoten･tialmutation第2報雄蚕のみをうるための新しい平衡致死法γ一線によって誘発された新しい型のŴV転座についてBiorhythmandbehaviorundervariousenviron-mentタロショジョウバ-の走光性
ショウジョウバエの走光性と産卵性の関係
SalientstructuralfealltureSOfhumanmacro_globulins

10.19
10.19
10.4
ll.23
8.2510.263.4
4.4
4.4
ll.17
7.7
10.7
ll.ll

大阪科学技術センター･
同上
金沢大学慶応義塾大学日吉校舎伊豆長岡おおとり荘沼津第一小学校大学セミナー-ウス九州大学
九州大学岐阜市･市町村会鰭HotelMt.Fuji
岡山大学
新潟大学
Buffalo

日本人類遺伝学会第17回総会
同上日本放射線影響学会第15回大会第45回日本生化学会大会
47年度県青年教育研究会沼津小父兄会年次大会IBP/UM/GenePoolシンポ雪ジウム
晶套蚕糸学会第42回学術講冷日本蚕糸学会第42回学術講演会
具套蚕糸学会東海支部第20回大学生物教育日米会議
日本遺伝学会第44回大会日本生物環境調節学会第10回大会
3rdtnt.Natl.Convoc.Im-munol.
令
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宮 崎 安
岩神正
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朗
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夫
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彦
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占弐闘

篠 田友 孝
Putnum,F.
W.
Paul, C.
清 水 章

篠 田友 拳

篠 田友孝

篠 田友 孝

篠 田友 孝
清 水 章
Putnum
F.W.

i

t

i

)

i

アイソザイムの研究とその育種的意義:育種にアイソ
ザイムはどう使えるか

Geneticstudiesinnaturalpopulationsofforest
trees.

CoprNerdependentdwarfricemutant

イオン放射線による DNA損傷の修復機構.II.組換
修復

トルエン処理された枯草菌 ree細胞におけるDNA修
復と崩壊

枯草菌の γ¢¢株における ATP依存 DNA分解酵素
活性とDNA崩壊

Single-strandedRNAsynthesizedbytheCPvirus
containingdouble･strandedRNA

Aminoacid sequenceofhumanIgM immun0-
globul呈ms

ヒトIgM の一次構造

免疫グt]プリンの一次構造にみられる特異性

ヒト免疫グロブリンの構造変異

ヒトIgM H鎖の一次構造

10.9

10.4

10.9

ll.23

12.8

4.10

7.7

10.8

10.18

ll.21

鳥 取 大 学

東京プリンスホテ
′レ

岡 山 大 学

金 沢 大 学

岡 山 大 学

慶応義塾大学日書
校舎

武田薬工研修所

AtlanticCity

国 立 遺 伝 研

岡 山 大 学

大 阪 医 科 大

群 馬 大 学

日本育種学会第 42回講演会
シソポジウム

IUFRO-SABRAOJoint
Symposia

日本遺伝学会第 44回大会

日本放射線影響学会第 15回
大会

日本遺伝学会第 44回大会

第 45回日本生化学大会

第 1回 分子生物学シンポジ
ウム

Fed.lneeting

第199回三島遺伝談話会

日本遺伝学会第 44回大会

第17回日本人類遺伝学会大会

第 23回蛋白質構造討論会

訣
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篠篠白書秋大

垂

,

脂削
白歯欠如に関するマウス EYF亜系間差異

芸 ,,'r,I,;琴 還 }f…冒冒誓 ;;11b…買≡喜………芸≡≡性の検定法

渡 辺誠 喜
吉 田治 弘
河 原 孝 忠
鈴 木 正 三

ニホンウズラの蛋白質およびアイソザイムに関する生
理遺伝学的研究
1. 血清プレアルブミン, トランスフェリンおよび
Sα2-グロプ1)ソの多型について

ll.23

12.3

3.17

10.7

10.9

4.4

6.4

8.25

8.25

10.5

7.13

10.6

12.9

7.13

4.6

慶 応 大 学

東 大 医 科 研

遺 伝 研

岡 山 大 学

岡 山 大 学

九 州 大 学

長 崎 医 師 会 館

外 務 省

外 務 省

金 沢 大 学

新 潟 県 民 会 館

和歌山県民文化会
鰭

静 岡 薬 大

新 潟 県 民 会 館

都 道 府 県 会 館

第 45回日本生化学会給金

第2回日本免疫学会

第195回三島遺伝談話会

日本遺伝学会第 44回大会

日本遺伝学会第 44回大会

日本蚕糸学会第 42回学術講
演会

第 13回原爆後陣研究会

Conf.on Methodologyto
DetecttheGeneticandCar-
ci.nogenicPotential ofEn- Pa
vlrOnmentalChemicals

日本放射線影響学会第 15回
大会

第 12回日本先天異常学 会稔 轡
会

日本実験動物研究会第7回研
究発表会

静岡実験動物研究会第2回総
会

第 12回日本先天異常学会総
会

日本家禽学会 昭和 47年度
春季大会

の
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渡辺 隆夫

一描 Il:ilJ11日.

宝票差実‡
青 田俊秀

菅 田俊 秀

吉 田俊秀

吉 田俊 秀

吉 田俊 秀

吉 田俊秀

吉 田俊 秀

吉 田俊 秀

吉 田俊 秀

2. 血清中のアルカリ性ホスファターゼ,アミラ-
ゼ,エステラ-ゼアイソザイムについて

3.肝臓-ステラ-ゼアイソザイムの変異

キイロショウジョウバェの geotaxis

コナマダラメイガの卵の DNA の性質について

自然集団におけるタンパク多型現象の維持機構

ヨーPッパの細胞遺伝学と細胞遺伝学老

Chromosomealterationsanddevelopmentoftumors
inexperimentalanimals

Alterationofstemlinekaryotypesandagingof
tumorcells

Karyotypeevolutionandspeciesdifferentiationin
genusRattus

Chromosomepolymorphism andspeciesdifferen-
tiationofgenusRaltus

Evolutionofkaryotypesandspeciesdifferentia-
tioningenusRau us

Chromosomestudiesinblackrats(Raltueraltus)

Chromosomepolymorphisminblackrats(Rattus
rauus)

実験動物としての野生寄歯類の開発

都 道 府 県会 館

静岡市産業会館

岡 山 大 学

岡 山 大 学

岡 山 大 学

遺 L 伝 研

ドイツ･デュセル
ドルフ

Bonn 大 学

Lllnd 大 学

スリランカ
中央農業研究所

トンド
Kalyany 大 学

トンド･カンプー
ル 農業試験場

パキスタン･ラホールGovernment
College

東 大 医 科 研

日本家禽学会 昭和 47年度
春季大会

最毒突曇学会 昭和 47年度

日本遺伝学会第 44回大会

日本遺伝学会第 44回大会

日本遺伝学会第 44回大会

第198回三島遺伝談話会

国際癌シンポジウム

医学部 Seminary

遺伝学研究室 Seminary

Seminary

動物学教室
Seminary

Seminary

大学 Seminary

実鼓動物シソポジウム
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研 究 活 動

D. その他の研究活動

海外における活動

69

+ ■『『

氏 名

篠田 友孝

渡辺 隆夫

岡 彦 -

田島弥太郎

吉田 俊秀

丸山 毅夫

太田 朋子

吉田 俊秀

森脇 和郎

加藤 旋夫

土星 公幸

木村 資生

内 容

免疫グロブリンの遺伝生化学的研究

ショウジウバェ集団の遺伝学的研究

作物改良と種子生産に関する研究指導
(ユネスコ技術援助専門職員として)

国際連合放射線影響科学委員会第22回
会期出席ならびに環境変異原学会出席

国際癌シンポジウムに出席および研究
連絡

遺伝学的立場からみた集団の地理的構
造に関する研究会出席

集団遺伝学および分子進化に関する協
同研究

西南アジア地域のネズミ類探検調査

西南アジア地域のネズミ類探検調査

西南アジア地域のネズミ煩探検調査

西南アジア地域のネズミ燥探検調査

突然変異の遺伝的制御に関する国際学
会出席および研究連絡

渡 航 先

アメリカ合衆国
インディアナ大
学

アメリカ合衆国
ノスカロライナ
大学 ･エール大
学

フィ リピン国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国,
ノースカロライ
ナ州立大学

香港,マ レーシ
ア国,スリラン
カ国,インド国,
パキスタソ国,
イラン国,イラ
ク国, トルコ国,
連合王国

香港,マ レーシ
ア国,スリラン
カ国,インド国,
パキスタン国,
イラン国,イラ
ク国, トルコ国,
連合王国,西 ド
イツ国,スウェ
ーデン国

アメリカ合衆国

期 間

45.9.28"
47.5.2

45.10.2′}
47.9.30

45.ll.22～
47.ll.18

47.3.ll.〉
47.3.30

47.3.19～
47.4.8

47.7.2.}
47.7.8

47.8.5～
47.ll.ll

47.9.27′-
47.ll.ll.-

47.9.27-
47.ll.ll

47.9.30.}
47.ll.5
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はかの検閲(=おける講義

氏 名 担 当 大 学 担 当 科 目

三浦謹一郎: 九州大学理学部非常勤講師 (47.1.5-47.3.31) 化学特別講義

木村 資生: 東京大学理学部非常勤講常 (47.1.5-47.3.31) 生物科学特論

森脇 和郎: 東京都立大学理学部非常勤講師 (47.3.ll-47.3.31) 遺伝学特殊講義

森脇 和郎: 広島大学理学部非常勤講師 (47.4.1-47.10.14) 免疫学

酒井 寛一: 京都大学農学部非常勤講師 (47.4.1-47.10.15) 生態遺伝学特論

松 永 英: 京都大学医学部非常勤講師 (47.4.1- ) 発生と遺伝

三浦謹一郎: 静岡薬科大学非常勤講師 (47.4.8-47.9.30) 分子生物学

三浦護一郎: 北海道大学薬学部非常勤講師 (47.7.4-47.7.9) 製薬化学特別講義

酒井 寛一: 帯広畜産大学畜産学部非常勤講師 (47,9.1- ) 家畜育種学

青田 俊秀‥ 熊本大学理学部非常勤講師 (47･10･1- ) 鰭 義理 .生化学特

酒井 寛一: 東京都立大学理学部非常勤講師 (47.10.1- ) 遺伝学特殊講義

酒井 寛一: 岐阜大学農学部非常勤慕師 (47.10.16- ) 集団遺伝学 ･林木育
種学特論

村上 昭雄: 東京農工大学農学部非常勤講師 (47.10 .16- ) 蚕種学特論

井山 審也: 東京大学農学部非常勤講師(47.10.21- ) 特別講義

松 永 英: 東京大学理学部非常勤講師(47.10.21-47.ll.30) 人類学特別講義
黒田 行昭: お茶の水女子大学理学部非常勤 講師 (47.1.13-47.12.16)

生物学特論
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I

ⅤⅠ.行 事

A.研究所の一般公開

科学技術週間における行事の一環として,4月 22日 (土)に研究所を公開した.

各研究部の展示および映画と講演を行ない,9時 30分から 16時 30分までの公開時

間に,2,000名以上の見学者が来所した.

B.公開講演会の開催

日 時 昭和 47年 11月 11日 (土)13.30-16.30

場 所 国立科学博物館講堂 (東京都台東区上野公園)

講 演

(1)細菌の展開雑種

微生物遺伝部第2研究室長 榎 本 雅 敏

概 夢

腸内細菌として分類される細菌群ののち,大腸菌属とサルモネラ菌属のある系統は遺伝

的に大変よく研究されている.両者の属間雑種の研究は,これを作り出す手法が微生物遺

伝学の進展に広く役立つこと,遺伝子の特性を調べる一助になること,また細菌進化を考

える手掛りを与えてくれることなどで重要である.大腸菌,サルモネラ菌を特長づける2,

3の遺伝子の属間雑種についてのべた.

(2) 生命科学の進展と人間との係わLJ

人類遺伝部長 松 永 英

概 要

技術の進歩とそれを利用することは別であるが,生命科学の問題を考えるとき,人間の

福祉を中心に置くべきことは,誰しも異論がないであろう.ここでは主に人類遺伝学の立

場から,70年代に予想される技術の進歩が個人と社会にどのようなイソノミクトを与える

か,またその場合の問題点は何かについてのべた.
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VlⅠ.新 規 の 施 設

ネ ズ ミ 飼 育 舎

鉄筋コンク1)-ト造り平屋建延 557m2のネズミ飼育舎が昭和 47年 3月 25日に竣

工した.この飼育舎は純系および突然変異マウスおよびラット飼育室,野生ネズミ飼育室,

隔離飼育室,ウサギ飼育室,コイトト.lソ飼育室,洗源室,滅菌室,汚物処理室,細胞検

査室,血清実験室,飼料室,貯藁室,宿直室および機械室からなっている.なおこのネズ

ミ舎の新築に伴い,第1ネズミ飼育舎は取りこあきれ,その中に収容されていた動物は新

飼育舎へ移る.

S-1/300

事 貯 飼 LJ-Aソ イA ト宕 ト PコソイB ト宕 ト飼隔務 藁宝 料 育

汚 染 廊 下

横

枕

宝

汚 染 廊 下 l
叔ハA 飼純系 飼純系 言薫 飼 う青さ室ぎ 洗 淋 室 飼野坐 飼野坐 飼クマ 飼クーマ■ 顔胞

育スメ圭 一 青 等 青等 欝 育ネズ 育至 青雲 青雲 検塞血 滅 菌 室ツ童 ト ウ窒ス 陰茎清 窒 ミ ス室 ミ 宝 ミ1 宝 ミ2 室
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ⅤⅠⅠⅠ.研究材料の収集と保存

A.イ ネ (Orッ宅a)

種 名

0.aむromeitianaPROD.

0.altaSwALI.丑N

O.australienSiSDoblIN

O.brachyanthaA.CEEV.etRoEER.

0.8reviligulataA.CEEV.etRoEER.

0.coarotataRoxB.

0.8ichingeriPETER

O.glaberri肌aSTEtJD.

0.grandiglumiSPROD.

0.latifoliaD】娼V.

0.longiglu仇iSJANSEN

O.naknpuzhaensiSKRISE.etCEAND.

0.伽eyerianaBAII.i.

0.竹もinutaPRBSL

O.obloinalisWALL.

0.perennisMoEiNCE.

0.perrieriA.CAblVS

O.punolataKoTSCEY

O.ridleyiHooK.

0.salivaL.

0.8ubula払 NBES

O.liSaerantiA.CHEV.

計 22種

B. コ ム ギ (Trificllm)

1.種のコレクション

種 名

T.aBgilopoidesBAI..

T.仇OnOOOOCu肌L.
T.dicocooideSKORN.
T.araraficun JAKtJBZ.

統

数

系

銃

｡

5

2

12
%

3

19

46

5
岱

15

3
-9

胡

-0

06

1

1｡

6
郷

1

1
0

系

1

3

7

1

2

数釈系は

3

3

3

1

た普種晶

73
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T.dicoocun ScⅡ6DL.

T.aurun DESF.

T.orientalePERC.

T.pereicun VAT.

T.polonicun L.

T.iePhanioun HRSLOT.

T.pyranidalePERC.

T.turgidunL.

T.palaeooolohioun MEN.

T.finopheeviZEtTE.

T.aeStivun L.

T.co桝PaCtun HoBT

T.nachaDEC.etMEN.

T.SPeuaL.

T.sphaerocoocun PERC.

T.vaviloviJAXtTBZ.

T.3EhukovSkyiMEN.etER.

合成6倍 コムギ

計 21程

2. 栽噂パンコムギ

El本在来品種

中国品種

チベット品種

インド品種

KUSE(中近兼)品種

アメリカ晶稚

オース トラリア品種

スペイン･ポル トガル品種

ロシア品種

ギリシャ品種

ユーゴスラビヤ品種

北欧品種

イタリア晶雀

南米品種

3

5
1

3

1

1

1

2

2

4

一
7

2
4

4

2

1

1

6

1

1

9

170系統

統系

211

223
19

75

組

謝

糾

231

93

20

17

舷

乃

胡

71計
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C.コムギの近縁種
1.Aegllope

種 名

Ae.auoheriBoI88.

Ae.bieornieJAtlB.etSp.

Ae.biunoialisVIS.

Ae.caudaね L.

Ae.colunnariSZzltlK.

Ae.co竹も08aSIBTE.etSh(.

Ae.craReaBoIBS.

Ae.cyundricaHost.

Ae.heureichiiHoLZhl.

Ae.koねchyiBoISS.

Ae.longwSimaScⅡW.etMtlBCE.

Ae.mufioaBoISS.

Ae.ovataL.

Ae.8haronenSisRIG.

Ae.speuoidesTAtlSCE

Ae.8quarrOSaL.

Ae.lriaristalaWILLD.

Ae.triuncialiSL.

Ae.turco竹もanicaRosⅡ.

Ae.u肌bellula血 ZEtlE.

Ae.uniariStaぬ VIS.

Ae.variabilisEIO.

Ae.ventriooSaTAtJSCE.

計 23種

2. 助 unaldia

Hy.viuoBaScEtlR.

3. 8enrardla

Hn.persioaHtlBBARD.
4. 8eteranthetiunt

HLpiliferun HocE8T.
5. Secale

Sc.cerealei.

6. TaeAkLhentm

系

6 統

数

系

統

1

2

1

1

2

2

2

3

1

4

1

1

6

2

2

6

7

6

1

3

3

3

5

5

75
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Tn.asperu仇 (SI班E:.)NEVSKI･

Tn.crinitun (Sc苫REB.)NEVSKI

D.花井,その他

1. サクラ品種 (PrunuSSpp.)

大島桜,大穂灯,普賢象,一葉,八重紫,牡丹桜,八重曙,渦桜,関山,麟癖,江

戸桜,を月, 白妙,書金(右近),御衣兼,楊貴妃,天の川,狩衣,雪月花,名島桜,

菊桜(兼六園),旭山,嵐山,御所桜,汐登,白雪,描線寿,千麻桜,車狂,宿桜,蘇

数掛桜,翁桜,太白,気多白菊桜,見返桜(御車返,鎌倉桜,桐谷),両肩,法輪寺,

小汐山,育滑水,手機,胡蝶,千里香,関東有明,伊豆桜,衣笠,菊咲枝垂れ,菊桜

(火打谷),菊桜(本誓寺),菊桜(来迎寺),類嵐.手弱女,毛大島桜,芝山,帆立,便

殿,水晶,妹背,撫子桜,高を稚子桜,西方寺&',塩釜桜,兵船享珠,衣通姫,倭大

島,八重大島(差木地),太田桜,松前早生,みのかけ.

山桜,薄墨,墨染,上旬,滝匂,駿河台匂,佐野桜,御座間匂,充川匂,左近の桜,

木の花桜,若樹の桜,山桜枝垂れ,稲葉心田,八重虎の尾,八重琴平,革止,寒桜,

栓月院の大桜,静匂,駿府桜,遅咲寒桜,修善寺紅寒桜,富士見桜.

染井吉野,船原書野,三島桜,駿河桜,昭和桜,伊豆吉野,早生吉野,天城吉野,

咲耶姫,染井匂,御帝吉野,鞍馬桜,水玉桜,紅鶴桜,早生大島,紅染井,吉祥寺,

吉野枝垂れ,Akebno.

横垂れ桜(糸桜),江戸彼岸(兼彼岸,姥彼岸),彼岸桜,熊谷,十月桜,正格寺,秦

責寺枝垂れ,八重彼岸,冬桜(三波川),泰山府君,清澄枝垂れ,彼岸台桜,修善寺桜,

染井彼岸.

蝦夷山桜(紅山桜,大山桜),宝殊桜,八房,雲ケ畑南殿,中禅寺桜,暁桜,兼六園

瀬谷,奥州里桜,仙台屋桜,金剛山.

箱根桜(富士桜,豆桜),緑等桜,八重箱根桜,満願桜,二尊院,ボンポリ桜,飴玉

桜,朝藩桜,二子,Siodoi,大箱根桜.

丁字桜,奥丁字桜,菊咲奥丁字,秩父梯,高砂.

寒緋桜(排寒桜),千島桜,蔑桜,筑紫桜,支那実桜,モニワ桜, ヒマラヤ桜,東海

桜.

2. アサガオ (Pharbitia九il)

花型遺伝子型: fe(獅子咲),fee(乱れ獅子),opr(台咲き),od(捻梅咲),py(乱菊咲),

oS(石畳咲),wr(締咲),a(桔梗咲),ot(渦咲),n(立田咲),ae(南天咲),pt(八重

咲),ap(牡丹咲),p(孔雀咲).

葉型遺伝子型: co(丸菓),(指(草葉),dl(笹葉), 仇(丘田葉),ac(南天葉),fe(獅子

菓),ct(渦葉),B,a(林風兼,(優性,劣性)), py(乱菊葉),Sr(鼻菜),dg(購輪

業),op(縮緬菓),nW(柳葉),colt(-デラセア葉),p(孔雀葉),bv(はだぬぎ),

γβ(洲浜兵).
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花模様遺伝子型: Sa(刷毛目絞),sp(吹掛絞), Mr(覆輪),B38(吹雪),Ry(車扱),

su-Mr(覆輪抑圧),tw(花僑色抑圧),fd(章),dt(雀斑),Ln(立筋),et(条斑).

その他の遺伝子型: dw(木立),I(帯化),V(斑入),ea･ob(自種子),br(褐色種子),

cai(象牙種子),yn(枚島),cu(夫婦咲き), we(枝垂れ),Cy(クリーム･イ工.I

-),eu-Cy(クリーム･イエtl一抑圧),C伽(打込み),lp(小人),re+dg(大輪

(蝉薬)),re+dg+Gb(大輪(恵比須菓)).

3. tyJt+

ツ バ キ (Ca仇ellia3'aponioavar.hortenSiS)83品種

ユチッバキ (C･r伽ticana) 5品種

4. ウ メ (PrunuSMu肌e) 19品種

5. カエデ(Acerspp.) 30品種

E.シ ョウジ ョウバ エ (総計 735系統 ･10集団)

(I) キイElショウジヨウJtエ (Drosophilanelanogaster) 605系統,10集団

A) 野 生 型- 12系統

B) 突然変異型- 53系統

(1) 突然変異系統 (Ⅹ 染 色 体): 8

(2) 突然変異系統 (第2染色体): 25

(3) 突然変異系統 (第3染色体): 9

(4) 突然変異系統 (第4染色体): 2

(5) 突然変異系統 (浪合染色体): 9

C) 有書および正常第2染色体- 540系統

(1) 致死染色体: 241

(2) 半致死染色体:18

(3) 正常染色体: 93

(4) 不妊染色体: 188

D) 集 団- 10集団

(1) 野生型 (自然集団): 10

(ⅠⅠ) クE)ショウジヨウJtエ (D.viriliS) 2系統,7集団

A) 野 生 型一一-2系統

B) 野生型 (自然集団): 7

(ⅠⅠⅠ) 7ナナスショウジヨウJtェ (D.anaM朗ae) 116系統

A) 野 生 型- 26系統

B) 央怨変異型丁一一90系統

(1) 突然変異系統 (Ⅹ 染 色 体):15

(2) 突然変異系統 (第2染色体):34

(3) 突然変異系統 (第3染色体):26
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(4) 突然変異系統 (第4染色体): 2

(5) 突然変異系統 (混合染色体):13

(ⅠⅠⅠ) 他 種- 13種

D.SinulanB,D.luゎa,D.auraria,D.如 kii,D.hydei,D.rufa,D.nigro･
nacula払,D.innigrane,D.ぬkahaBhii,D.sternopleunalis,D.alboralia.
D.tu伽iditarsue,D.obcura

F. コナマダラメイガ (EpIleStiakiinielh kiihn)

NCR(wild)

b/a

7d/d

a/a

G. カ イ コ (Bomb状 7nOriL)

央鍵変異系統

第 1連関群 (od;oi′;ode;oBe;Ge;SCh)

第 2連関群 抄;十g;pN;pS;pSa;pSa-2Y;Y;oα)
弟 3連関群 (Ze;le仙 ;Le肌8;lenpeoc;a-le榊;a-lent;a-leが;他8系統)

第 4 連関群 (L;伽d;Spa;Lle仇qOO)

第 5連牌群 (pe;peZ;re;ok;poohre;o¢;bw)

簾 6連関群 (a;EOa;ED;EDl;EGrd;Eg;EKp;ENe;EM';Eu;Duo;EMP;

EM';EGfdEue;EEpED;EKpEB;EMoE;EWcEu;EMPED;ETc;

b2),(他に EEp変異型6系統,EDl変異型5系統)
第 7連関群 (q)

第 8連関群 (ae;be;+a';+8';St)

第 9連関群 (LTa)

第 10連関群 (wl;W2;W8,'wOl,'jl,'b3,'oew,'ol;wo牙,Iwa,･wb;wc)

第 11連関群 (K;Bu;Np;bp)

第 12連関群 (Ng)

第 13連関群 (ch)

第 14連関群 (oak;Nl;Nil;Nl皇;U;oa;Di)

第 15連関群 (Se)

第 16連関群 (cb)

第 17連関群 (B恥)

第 18連関群 (β相)

第 19連関群 (elp)

第 20連関群 (nb)
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そ の 他 (al;bl;Gl;n-gr;rb;so;Spl;ep);(青白;大正白;構色斑点蚕;大

造;金色;アスコリ;青熱;漸江;漢川;排紅;特意薪;p22;CIO8;港

染色体異常系統

W 原 (W･pgay)
( ( ′･一､

ZW II (+od･W･+p･pBay/od)

ZIOl (+od･W･+p･pSa/a+/a.a)(確致死,2系統)∫-=~~~-ヽ(
HIO8 (W･+py･pSay)

′~ー
WPIO8 (W･+pyoa)

白■i;コ
改 7 (W･+py欠)(3系統)

⊆i■iコ
M 3 (W･pM)(4系統)

( ( メ -■ヽ ノ･一~ヽ
限 性 虎 賓 (W･Ze)(W･Ze,pere),(W･Ze,Ge,pere)(W･Ze,oh,pe,re)

Eu
T20 (W･+102)(4系統)

,~~~二､
0-t (W･+re)

亡:::i.ii:=l EZ

A-t (W･+p.;W･+pe+'.)(2系競)

M-t (W+pe)
′-→ヽ

Dup (+py･p･gaY/py)(2系統)
Eu

Q121 (+py･pSay/pY oα/py抑)(2系統)

C32

GH 1

GH 3

H

H

G

G

GH 7

GH 8

GH 9

GH10

GHll

GH13

GH14

GH15

Trisomic 2
Trisomic 6

′~̀~̀̀-ヽ
(p･ga･+pYoα)(+p-Y 間交叉価の高い系統)(2系統)
J■■■■.ヽ
(U･EKp)
′-=~~=ヽ
(U･ED)
EJ
(U･EE)
′二一一一ヽ
(U･EucEH/++)

(U･EuB/Eu/++)

(U･EEpED/++)
亡:il■i=ヨ
(U･BB:p/ED/++)
メ-~ー
(U･DNCa/++)

(

(U･EWe/ED/++)

i=ヨ

(U･No)
EiiiZ!
(U･EGG)
′ー-ヽ
(U･EGB/Ewe/++)

(Nl乏/oa/+Od)

(Nl2･EWoNo/++)

(p･g/pN/+p)
(Eu伊 p/+/+),(Ewe/Eu/+),(Ewe/ED/+)

Trisonic14 (+Oa/oa/Di)

Trisomicl12 (がαy/pY/py)
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そ の 他 (黒色マグラ蚕)(2系統)

(bw 淡;bw8;T-3;T-12;Ni3')

以 上 合 計 197系統

H.ネ ズ ミ

1. 系統維持をしている純系マウス (Mue伽uSCulw)

A/Hews(Inbreeding149代),AXR (94代),AKR/JMs(98代),BALD/CJMS

(105代),BLIDe(107代),C57BL/6HeMs(58代).C57BR/aJMs(57代),

C57L/HeMs(56代),CBA/StMs(61代),C3H/HeMs(57代),C3HeB/De(57代),

DM/Ms(77代),DIO3/Ms(77代),DBA/2(?+34代),DBAf/Lw(63代),RF/Ms

(?+36代),SLIMS(54代),SM/J(?+24代),SWM/Ms(54代),SWR/Ms(101代)･

NZB(16代)CBA/H(?+5代)CBAIH-T6Te(?+6代).

2. 系統維持をしている突然変異系マウス (MuBnu8¢duB)

第 Ⅰ 連 関 群 Chinchilla(och),extremedilution(ce),pink-eyeddillltion

第 ⅠⅠ 連 関 群

第 ⅠⅠⅠ 連 関 群

第 ⅠⅤ 連 関 群

第 Ⅴ 連 関 群

集 ⅤⅠ 連 関 群

第 ⅤⅠⅠ連 関 群

第 ⅤⅠⅠⅠ連 関 群

第 ⅠⅩ 連 関 群

第 ⅩⅠ 連 関 群

第 ⅩⅠⅠ連 関 群

(p).

short･ear(se),dilute(d),dilutelethal(dl恥).

piebald(8),hairless(hr),rhino(hrrh).

dystrophiamuscularis(dy).

non･agouti(a),black-and-tan(at),Lethalyellow(Ay).

Caracul(Ca).

Rex(Re),tipsy(ti).

brown(a).

Brachyury(T),Fused(Fu).

obese(ob).

始rker(je).

第 ⅩⅠⅠⅠ連 関 群 1eaden(ln).

第 ⅩIV連 関 群 furless(fs).

第 ⅩVII連 関 群 Viabledominantspotting(Wv),luxate(la;).

連関群不明のもの alopetiaperiodica(ap),falter(fa),Polydactyly(Po),

dwarf(dw),glabrous(gS).

3. 系統錐特をしている純系ラット(RaltuS nOrWgicuB)

ACI/N(Inbreeding96代),Albany(42代),Buffalo(61代),Fischer(102代),

Leng･Evans(41代),NIG-ⅠⅠⅠ(28代),Wistar(62代),WistarKing-A(193代),

Wistar-King/Showa(?+6代)

4. その他飼育繁殖中のネズミ類

チャイニーズ ･ノ､ムスター (CrioetuluSgriSeuS)

ゴールデン･ハムスター (MesooricetuSauratuS)
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ジァンガリアン･ノ､ムスター (PhodopuSSungOruS)

シTlアシネズミ (PeromySeuSleucopuS)

スナネズミ (MerioneSunguiculatuS)

エゾヤチネズミ (ClethriononySrufocanusbedfordiae)

ノ､タミズミ (Microtus仇Ontebelli)

日本野生ノ､ツカネズミ (Mw nuaeulw 肌OloeSinw)

ヨウシュハツカネズミ (MusnuSCul伽さ)

イ ドトゲハツカネズミ (Musplatythrix)

Musbooduga

アカネズミ (ApodemusspeoioSuS)

ヒメネズミ (Apodenusargenteus)

マストミス (MaSfomysサ弧talensis)

クマネズミ (Rauusrauus)

ヨウシュクマネズミ (Rau鵬 ratlusrattuS)

ナンヨウネズミ (RauuSeXulans)

Rauu8 珊uelleri BandicotabengalenSis

RattuSSabanus Millardiameuada

RauuSfuscipeS Tateraindioa

RauuSCOnalus Vandeleuriaolerap,ea

RattusvillosisSi竹もuS

RattuS annandalei

Rauusoufohicus

MelonySCerVinipes

5. 維持しているネズミの腫痕系統

Ehrlichascitestumors(ELD)及び (ELT),マウスプラズマ細胞贋癌 (MSPC-1,

Ⅹ5563,MOPC104,MOPC31B),MouseHepatoma(MH134)

I. 細菌とそのファージ

1. 細 菌

Sal鵬OMllatyphimuriu肌 (ネズミチフス菌)

野生株:

栄養素要求性突然変異株:

栄養素感受性突然変異株:

糖発酵能に関する突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

フ7-ジ抵抗性突然変異株:

TM2,LT2,LT7など

600株 アミノ酸要求性,プリン要求性, ピリ

ミジン要求性, ビタミン要求性など

10株 アルギニン感受性, ウラシル感受性

50株

300珠

20株
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無べん毛性突然変異株: 170株

非運動性突然変異株: 120株

べん毛抗原に関する突然変異株: 30株

Sdnonellaabortualequi

野生株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異準:

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

べん毛抗原に関する突然変異株:

Sdnonellaabony

野生株:

Hfr株:

F一株:

アミノ敢要求性突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

その他の Sunonella属の細菌

株

株

株

株

株

30

30

帥

10
知

3

1

308WS

株

株

株

株

株

10
10

20

20

が

GroupA: S.paratyphiA

GroupB: S.paratyphiB,S.heidelberg,S.halo,S.budapest,S.ぬnana,

S.eSeen,S.kingBtOn,S.derby,S.california,S.reading

GroupCl: S.oranienburg,S.nontevideo

GroupI): S.8endai,S.… eow,S.roetOCk,S.penSaCOla,S.enterilidie,

S.dublin,S.berta,S.wangata,S.blegaan,S.niani,S.ndolo,

S.claibornei,S.pana肌α,S.canaBtel

GrollpE▲: S.Senftenberg

GroupG虫: S.wiohita

Su仇Onellaの種間雑種

ESCheriehiacoli(大腸菌)

野生株:

栄養要求性突然変異株:

200 株
60枚

E,B,S,C,Row など

アミノ敢要求性,プリン要求性, ピリ

ミジン要求性, ビタミン要求位など

無べん毛性突然変異株 40株

非運動性突然変異株 10珠

薬剤抵抗性突然変異株, フ ァー ジ抵抗性突然変異株,放射線感受性突然変異株,

Hfr株,F一株など 多数

ESCheriehiacoliと Salnonelk の展開雑種 250株
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Serratia (霊菌)属の細菌 70株

Ser.inaica,Ser.ply仇uthicu他,Ser.nareeBeenB

野生株のほかに,栄養素要求性突然変異株,色素に関する突然変異株,薬剤抵抗

性突然変異株,ファージ抵抗性突然変異株などを含む

Bacillus Bubtilie(枯草菌)

野生株の旺かにアミノ敢要求性突然変異株,放射線感受性突然変異株など 多歎

その他の細菌 若干

2. JtクテIJオフ7-ジ

Sdnonellaのファージ

Escherichiaのフ7-ジ

Serratiaのファージ

P22(Hl,H4,H5,L4,L33,Cl,

C2,C3,h21,n3),Chiなど

Tl,T2,T3,T4,T5,T6,T7.PI

Lambdaなど

Sigmaなど
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lX.庶 務

A. 沿 革

昭和 15年 8月,京城で開催された日本遺伝学会第 13回大会において,国立遭伝学研

究所設立決議案が満場一致で可決された.翌 16年4月に日本学術振興会内に設けられた

第4特別委員会 (遺伝)がこれに協力して,研究所実現の努力を続けた.昭和 22年5月,

日本遺伝学会は, 財団法人遺伝学研究所を設立し, 側面的に国立機関設置の 促進に努め

た.これらの努力が実を結び,昭和 24年6月1日,文部省設置法が改正されて,ここに

待望 10年の国立遭伝学研究所が誕生した.

最初は,第1 (形質遭伝),第2 (細胞遭伝),第3 (生理遺伝)の3研究部をもって発

足し,事務所を文部省内に置いた.昭和 24年9月,敷地 として静岡県三島市富士産業株

式会社所有の土地 77,771.8平方メー トルを買収するとともに, 同社の建物 4,445.1平

方メートルを借 り受け,12月 1日研究所を現在の地に移した.昭和 35,37,38年度に

は,従前の木造の本館を鉄筋コンクリート3階建に改築する工事が逐次進められ,昭和 42

年度において全館が完成した. また研究部門の構成も, 昭和 28年に生化学逮伝部,29

年に応用遺伝部,30年に変異遺伝部,35年に人類遺伝部,37年に微生物遺伝部,39年

度に集団遺伝部が増設され,さらに 44年度には分子遺伝部の新設をみ,現在 10部門を

数えている.

遣伝学は,近代科学の中でも新しい領域に属し,開拓されてからいまだ 70年にすぎな

いが,生物に対するわれわれの認識に大きな変革を与えた.生物のあらゆる形態も機能も,

さらに行動すらも,遺伝子の作用に支配されていることを示したからである.

B.組織 (機構と職旦)

文部省設置法施行規則 (昭和 28年 1月 13日 文部省令第2号)(抄)

(内部組織)

第 63粂 国立遺伝学研究所に次の 11部を置く.

- 庶 務 部

二形質遺伝部
三 細胞遺伝部

四 生理遺伝部

五 生化学遺伝部

六 応用遺伝部

七 変異遺伝部

八 人類遺伝部

九 微生物遺伝部
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十 集団遺伝部

三 分子遺伝部

(庶務部の分課及び事務)

第 64条 庶務部に次の2課を置く.

- 庶 務 課

二 会 計 課

2 庶務課においては,次の事務をっかさどる.

一 職長の人事に関する事務を処理すること.

二 公文書類を接受し,発送し,編集し,および保存すること.
三公印を管守すること.
四 国立遺伝学研究所の所掌事務に関し,連絡調整すること.

五 国立遺伝学研究所評議員会に関すること.

六 前各号に掲げるもののほか,他の所掌に属しない事務を処理すること.

3 会計課においては,次の事務をっかさどる.

- 予算に関する事務を処理すること.

ニ 経費及び収入の決算その他会計に関する事務を処理すること.

三 行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること.

四 職員の衛生,医療及び福利厚生に関する事務を処理すること.

五 庁舎及び設備の維持,管理に関する事務を処理すること.

六 庁内の取締に関すること.

(形質遺伝部)

第 65条 形質遺伝部においては,生物における各種の遺伝形質の分析及びその遺伝様式

に関する研究を行なう.

2 形質連伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行なう.

(細胞辻伝部)

第 66条 細胞遺伝部においては,生物細胞の核及び細胞質と遺伝との関係に関する研究

を行なう.

2 細胞辻伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行なう.

(生理遺伝部)

第 67粂 生理遺伝部においては,生物における遭伝形質の表現に関する生理学的研究を

行なう.

2 生理遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行なう.

(生化学遺伝部)

第 68粂 生化学遺伝部においては,生物の遺伝に関する生化学的研究を行なう.
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2 生化学遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,節

項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び微生物に関する

研究を行なう.

(応用遺伝部)

第 69条 応用連伝部においては,動物及び植物の改良に関する遺伝学的研究を行なう.

2 応用遭伝部に弟1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各童においては,前項

の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び音程技術の理論に

関する研究を行なう.

(変異辻伝部)

第 70粂 変異遺伝部においては,生物に対する物理的及び化学的刺激による突然変異に

関する研究を行なう.

2 変異遭伝部に第1研究童,第2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,前項

の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び放射性同位元素に

よる突然変異に関する研究を行なう.

(人類遺伝部)

第 71粂 人類遭伝部においては,人類遭伝に関する研究を行なう.

2 人類遭伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ形質遺伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行なう.

(微生物辻伝部)

第 72粂 微生物達伝部においては微生物の達伝に関する研究を行なラ.

2 微生物辻伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究にお

いて,それぞれ辻伝子の構造と変化に関する研究及び辻伝子の作用に関する研究を行な

う.

(集団遺伝部)

第 73条 集団連伝部においては,生物集団の遺伝に関する研究を行なう.

2 集団連伝部に第1研究童及び第2研究室を置き,各童においては,前項の研究につい

て,それぞれ進化辻伝に関する研究及び統計辻伝に関する研究を行なう.

(分子遺伝部)

弟 73条の= 分子法伝部においては,生物の辻伝に関する分子生物学的研究を行なう.

2 分子遺伝部に第1研究室を置き,前項の研究のうち核散に関する研究を行なう.

(各研究部の共通事務)

第 74粂 形質辻伝部,細胞遺伝部,生理逮伝部,生化学遭伝部,応用辻伝部,変異辻伝

部,人類辻伝部,微生物辻伝部,集団遺伝部及び分子遺伝部においては,前十条に定め

るものの株か各部の所草事務に閑し,次の事務をっかさどる.

一国の税関の求めに応じ,人口,価生,農業等に関する政府の施策について科学的基
礎資料を捷供すること.

ニ 国及び地方公共団体の横閑,大学,民間団体等の求めに応じ,協力し,及び指導ナ
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ること.

三 内外の諸機関と連絡協力すること.

四 研究成果の刊行及び研究会,講習会等の開催その他研究の促進に関すること.

87
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機 構 図 (昭和 47年 12月 1日現在)

一庶 務 部-

一形 質遺 伝

部長金額

評義貞会

一庶 務 可 ;≡ ≡ 喜

一会 計 課工 芸 ≡ 冨

･-I::
研究室

研究童

-細胞 遺 伝 部-C≡:≡≡≡
l

Fl生 理 遺可 芸;≡≡≡一一第1研究室

十生化学遺伝部1-第2研究室

応 用 渡 伝可

一変 異 遺 伝 部-

一人類 遺 伝 部-

一微生物遺伝部一

一集 団遺 伝 部-

ー第3研究嘉

一第1研究室

一第2研究室

一第3研究室

[

第 1研究室

第2研究室

第3研究室

-第1研究室

一第2研究室

一第1研究室

一第2研究室

一第1研究室

一第2研究童

一分 子 遺 伝 部- 第1研究室

一農 場
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職 員 定 数 (昭和 47年 12月末現在)

89

所 長

理学博士 森脇大五郎

評議鼻 (会長,副会長の ほ か は五十音 順 )

官 職 名

大 阪 大 学 名 誉 教 授

静 岡 大 学 教 授

東 京 大学応 用 微生 物研究所長

科 学 警 察 研 究 所 長

人 口 問 題 研 究 所

麻 布 獣 医 科 大 学

東 京大学名誉教
京 都大学名誉教(前国立遺伝学研究所長)坂田種苗株式会社社
岡 山 大 学 教

静 岡 県 知

帝 京 大 学 数

農 業 技 術 研 究 所

北 海 道 大 学 名 誉 教

放 射 線 医 学 総 合 研 究 所

研 究 載 員

部 別

所 長

形 質 遺 伝 部

長

長

授
授
長

授

事

授

長

授

長

男

隆

助

栄

夫

1司
均

雄

平

郎

徳

鮎

郎

輔

之

太

二

秀

庸

尚

正

勇

誠

武

隆

祐

借

佐

圭

川
井

田

関

田

智

原

田

橋

山

中

場

野

生園

曹

藤

池

井

上

越

茅

木

坂

高

竹

田

馬

牧

御

官 職 名

文 部 教 官,所 長

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

学 位

理 学 博 士

農 学 博 士理学博士理学博士農学博士理学修士

氏 名

森 脇 大 五 郎

田 島 弥 太 郎

黒 田 行 昭

村 上 昭 雄

湊 清

鬼 九 喜 美 治

深 瀬 与 惣 治

大 沼 昭 夫
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秀

郎

夫

民

美

美

幸

六

俊

和

直

弘

正

勝

公
光

田

脇

藤

井

木

原

屋

橋

青

森

加
今

露

榊

土

高

士

士

士

士

博

博

博

博

学

学

学

学

理

理

理

理

文 部 教 官,部 長

文部 教 官,室 長

文部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

細 胞 遺 伝 部

造

夫

代

兵

長

隆

和

正

島

辺

木

西

大

渡

鈴

河

文部 教 官,部 長

文部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

生 理 遺 伝 部

勉

人

郎

徹

明

恕

三

正

山

川

和

藤

田

杉

小

名

遠

山

士

士

士

士

品

弼

網

棚

ph

医

理

農

理

一
一也
息

通

子

彦

子

己
夫

寛

彦

著

者

啓

真

治

正

典

井

山

原

島

野

田

田

藤

本

清

岡

井

河

藤

沖

三
増

斎

杉

士

士

士

士

士

士

博

博

博

博

博

博

学

学

学

学

学

学

農

兵

農

農

兵

農

長

長

長

長

点

究

究

部

室

室

研

研

官

官

官

官

官

教

教

教

教

教

部

部

部

部

部

文

文

文

文

文

生化学遺伝部

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究負

文 部教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

応 用 遺 伝 部

夫

清

朗

夫

参

入

子

昌

夫

文

三

恒

大

悦

武

義

雅

和

束

正

田

川
井

野

口
家

田

川
津

賀

土

藤

天

野

定

原

原

芦

船

理 学 博士

農学 博士

農学 博士

理 学 博士

理 学 修士

文 部 教 官,部 長

文部教官,主任研究官

文 部教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

変 異 遺 伝 部
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微生物遺伝部

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

敏

穂

子

雅

秀

歌

本

木

野

榎

鈴

荻

士

士

博

博

学

学

理

理

集 団 遺 伝 部

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

分 子 遺 伝 部

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

士

士

士

悼

.悼

.博

学

｡.学
C!学
｡
.
E3

理

ph
理

ph
理

ph
pb

木

丸

原

山

松

村 資 生

山 毅 夫

田(旧姓太田)朋 子

崎 常 行

本 百 合 子

理 学 博 士

理 学 博 士

薬 学 博 士

理 学 修 士

三 浦 護 一 郎

移 滞 昌 弘

古 市 泰 宏

下 遠 野 邦 息

農 場

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

非常勤研究鼻

沢

村

藤

田

井

村

川

官

田

近
膏

玉

木

芦

原

一
夫

常

勉

異

教

雄美

仁

和

壱

祐

登

受 入 部

所 長研 究室

氏 名

戸 張 よ し 子

職 名

東 京 都 立 大 学
理 学 部 助 手

形 質遺伝可 坂 口 文 書
九 州 大 学 農 学 部
助 教 授

細 胞遺伝部 l白 石 行 正 金 沢 大 学 医 学 部 助手

生 理遺 伝部

石 和 貞 男

阪 本 寧 男

お 茶 の 水 女 子大学
理 学 部 助 教 授
京都大学 農 学部 (附属
植物生殖質研究施設)
助 教 授
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名 誉 所 員

客 員
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事務散見 (庶務部)

93

職 名

庶 務 部 長

庶 務 課 長

会 計 課 長

庶 務 課 課 長 補 佐(兼)庶務係 長

人 事 係 長

経 理 係

用

図

施

庶

庶

庶

人

電

経

用

用

守

雑

換

主

係

係

係

係

係

係

係

長

長

任

任

員

貞

員

員

手

員

員

員

衛

婦

明

郎

郎

次

雄

善

一
義

治

子

勉

子

義

子

一
司

剛

雄

枝

三
二

み

代

政

徳

悌

辰

明

朝

信

茂

す

佐

政

笑

英

隆

啓

元

千

藤

原

井

田

板

野

森

川

田

本

本

山

上

藤

城

藤

山

川

内

工

湯

福

竹

関

其

渡

越

内

山

山

西

井

佐

岩

佐

秋

西

宮

退職者および転出者

職 名 l 氏 名 恒命年月日匪動年珂

生理遺伝部第一研究室

庶 務 部 会 計 課

庶 務 課 長

人煩遺伝部第一研究室

庶 務 部 会 計 課

庶 務 部 庶 務 課

阪 本 寧 男

栗 原 章

村 松 正 典

西 山 紀 子

窪 田 信 子

佐 藤 笑 子

29.ll.1

24.9.30

45.4.1

35.12.1

43.4.1

42.4.1

47.1.16

47.3.31

47.4.1

47.10.31

47.ll.10

47.12.31

出

所

鳩

職

弼

職

職

職

学

育

猷

退

講

退

退

退

京

国

へ

流動研究鼻,国内留学研究鼻,特別研究生,外国人研究鼻等

受 入 部 l氏 名 l 職 名 ･学 歴 等 l備 考

形 質遺伝部
川 上 ひろみ

Marian良.
Goldsmith

金沢大学癌研究所助手

米国-～バード大学生物学教室研
究員

特 別 研 究 生

外 国人研究員
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細胞遺伝部

白 石 行 正

桑 畑 勤

定 家 多美子

嵯峨井 知 子

文 書 国 雄

志 佐 瑞

佐久間 モ ト

森 田 健 一

新 井 紀 元

原 田 正 史

金沢大学医学部助手

林業試験場北海道支場研究員

山形大学理学部卒

金沢大学薬学部卒

東京医科大学大学院士課程学生

愛知県がんセンター研究所第2病
理部研究員

徳島大学教育学部助教授

大鵬薬品工業株式会社研究員

虎ノ門病院脳神経外科医員

東京農業大学農学部農学科学生

流 動 研 究 員

国内留学研究員

特 別 研 究 生
〝
■

生理遺伝部

永 海 秋 三

大 石 陸 生

大 塚 一 郎

中 嶋 英 治

大 西 正 道

木 俣 美樹男

秋 鐘 膏

横浜国立大学教育学部教授

米国エール大学大学院博士課程修
了

木原生物学研究所研究員

大阪府立大学教養部講師

京都大学大学院博士課程学生

静岡大学理学部学生

韓国中央大学校理工大学助教

流 動 研 究 員

奨 励 研 究 員

特 別 研 究 生

特 別 研 究 生

特 別 研 究 生

研 修 生

外国人研究員

生化学遺伝部 l,J, 滝 寧 男E空京慈恵会医科大学大平内科研究 E# 別 研 究 生

応用遺 伝部

工 藤 弘

白 銀

SujitBagchi

北海道大学農学部附属演習林名寄
育種場助手

東京農業大学大学院博士課程修了

インド政府奨励研究員

流 動 研 究 員

外国人研究員

外国人研究員

人類遺伝部

亀 谷 寛 子

続 田 康 治

日本女子大学家政学部卒

大阪市立大学原子力基礎研究所助
辛

特 別 研 究 生

特 別 研 究 生

微生物遺伝可 呉 文 可
東京農業大学大学院博士課程学生 外国人研究員

集 団遺伝部

∫.F.Crow

J.Felsenstein
米国ウイスコシソ大学教授

米国ワシントン大学 (シアトル)
助教授

外 国 人 客 員

外国人研究員
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分子遺伝部

加賀谷 晃

頼 ウメ子

渡 辺 久美子

漆 原 敏 之

野 村 幸 喬

静岡薬科大学薬学部卒

学習院大学理学部卒

お茶の水女子大学大学院家政学研
究科卒

北里大学薬学部製薬学科助手

名古屋大学大学院理学研究科学生

特 別 研 生 究

国 内 留 学 生

C.土地および建物
(昭和 47年 12月 31日現在)

土 地 総 面 積

建物総面積 (建 面 積)

(延べ面積)

内 訳 研 究 所 敷 地

宿 舎 敷 地

大 原 圃 場

98,299m2
9,474m2
14,110m2
81,074m皇
10,143m2
7,082m2

建 物 内 訳

面 積
区 分･

本 館

実験室お よび図書室

雪 雲 重 義 書 芸)

堆肥舎 お よび農夫舎

職 員 集 会 所

調 節 温 室

渡 り 廊 下

第 1ネ ズ ミ飼 育 舎

増 圧 ポ ン プ 室

自 動 車 車 庫

作 業 童

形 卵 育 離 合

検 定 舎(2むね)

公 務 員 宿 舎(27むね)

放 射 線 実 験 室

第 2 ネ ズ ミ飼 育 舎

構 造

鉄筋コンクリート遣り3階建

鉄筋コンクリ-ト造り2階建

木造かわらぶき平星建一部地
下室

木 造 平 星建 一 部 中 2階

木 造 平 屋 建

木 造 平 星 建

鉄 骨

木 造

木 造

星

量

2り

平

平

追 階 建

建

建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

木 造 平 慶 建

木 造 か わ らぶ き平 畳 建

木 造 か わ らぶ き平 島 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

鉄 筋 平 屋 建 一 部 地 下 室

ブロック造りおよび木造平屋
逮

(mi52)横 l延 註 琴 横

2

2

7

5

1

3

2

5

9

9

2

2

2

13

8

8

3

怨

5

10

18

11

19

39

㌘

2

7｡

鮎

82

即

71

91

3

出

揃

欄

119

192

535

m

2

1

2

2
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隔 離 温 室

水 田 温 室

自転 車置場および物置

特 別 蚕 室

桑 栽 培 用 温 室

射

ラ

照

ィ

線

ボ

γ
操 作 室

温 室

研 修 室･膳 菓 庫

渡 り 廊 下

僻 卵 育 離 合

ファイT,ソ温室(2むね)

堆 肥 舎

鶏 糞 処 理 小 屋

第2ネズミ飼育室機械室

桑 温 室

ズ

麦

図

ネ

温 室

妄評 畳表ロック造 りおよび†

妄評 差違ロック造りおよび)
木 造 平 畳 建

ブ ロ ッ ク造 り一 部 地 下

木 造 一 部 鉄 骨 平 屋 建

鉄 骨 造 り 平 屋 建

鉄 骨 造 り 平 屋 建

鉄筋コンクリート造 り平屋建

一部鉄骨造 り木造平屋建

豊要義表芸 リ-ト造 り2階建‡

鉄骨造り屋根防水モルタル塗

鉄筋コンクリート造 り平家建

鉄骨造ファイロン張り平家建

整骨造り波型スレ~ト葺平家‡

ブ ロ ッ ク 造

ブ ロ ッ ク 造

建

建

家

家

平

平

警官言欝 蒙違ンクリ~ トブ‡

鉄骨一部補強コソク
ロック造平家建 リ~トプ)

鉄筋コンクリート造 り3階建

鉄筋コソクリ- ト造り平屋建

341

178

41

194

97

97

75

14

150

233

8

別
貌

128

6

8

弧

178

41

218

97

97

75

14

5｡

65

8
9｡

84

28

6

8

1

4

2

2

1

146

146

803

557

9,474 1 14,110

1. 国立遺伝学研究所

(去

件 費

件 費

D.予 算

162,778千円 (162,778千円)

157,929 〝

320,707〝
2. 国立機関原子力試験研究費 15,345 〝

3. 環境保全総合調査研究促進調費 5,137 〝
4. 科 学 研 究 費がん特別研究費
特 定 研 究 費
総 合 研 究 費
一 般 研 究 費
海外学術調査費

6,200
2,430
4,100
26,670
5,800

( ) 内は補正後の予算

(153,011 〝 )

(315,789 〝 )

(14,936 〝)
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E.日 誌

4月 22日 所内一般公開

6月 17日 評 議 員 会

11月 11日 公 開 講 演 会

部 長 会 議

1月 11日 第 328回

1月 25日 第 329回

2月 8日 第 330回

2月 22日 第 331回

3月 7日 第 332回

3月 21日 第 333回

4月 6日 第 334回

4月 20日 第 335回

5月 9日 第 336回

5月 27日 第 337回

6月 27日

7月 13日

7月 25日

9月 5日

9月 19日

10月 17日

11月 7日

11月 28日

12月 5日

12月 19日

第 340回

第 341回

第 342回

第 343回

第 344回

第 345回

第 346回

第 347回

第 348回

第 349回

6月 6日 第 338回 12月 25日 第 350回

6月 21日 第 339回

バイオロジカルシンポジウム

5月 16日 第 99 回

11月 14日 第 100回

抄 訳 金

1月 19日一12月 20日まで毎水曜日開催

三島遺伝散話会

3月 17日 第 195回

3月 31日 第 196回

5月 29日 第 197回

6月 2日 第 198回

7月 7日 第 199回

9月 22日 第 200 回

10月 27日 第 201回

12月 1日 第 202回

12月 15日 第 203回

97
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主 な 来 訪 者

5月 16日 RoyH.Do主,UniversityofCalifornia,U.S.A.

7月 12日 MartinW.ScIlein,WestVirginiaUniversity,U.S.A.

8月 22日 F.∫.deSerres,NIEHS･NIH,U.S.A.

8月 22日 E.Freese,N.Ⅰ.H.,U.S.A.

8月 22日 WarrenW.Nichols,InstituteforMed.Research,Camden,U.S.A.

10月 3日 J.J.Bounhil,BiologiCalLaboratoryoftheUniversity,Bordeaux,France.

12月 19日 LeonardoHernande2;･Aragon,CentrodelnvestigacionsAgricolasde
Sinaloa,Mexico.

F.表 彰

本研究所永年勤続者として,次のとおり表彰された.

昭和 47年 11月 23日 文部事務官 越 川 信 義

G.図書および出版

図書委員長 (昭和 47年度)

図書 委 員 (昭和 47年度) 子

宏

朋

春

田

市

大

青

息

軌

孝原河

湊

英

朗

夫

大

旗

永

井

藤

松

藤

加

1) 歳 暮 数 (47年 11月まで)

和 書 l 1,718冊 雑誌製本含む

洋 書 1 6,909冊

計 1 8,627冊

2)46年度図暮増加冊数 (47年 1月-11月)

購 入 【寄 贈 l 計
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4) 出 版

99

書 名 ト ージ数 l発 行 数 l 配 布 先

国立遺伝学研究所
年 報 第 22 号

Ann.Rep.NationalInst.
Genetics.No.22

1,000部

1,500部

国内研究機関,大学,試験場はか

内外研究機関,大学,試験場ほか

H.請 会

研究活動を促進するため,次の会合を行なう.

抄 読 会

外国で発表された新しい研究論文の抄読会で,盛夏の時期を除き毎週水曜日に開かれる.

BiololgiC&ISympoBi&ofAIi8him&

外国の関係学老来訪の際,随時開催,講演討論のいっさいを英語で行なう.

日本遺伝学会三島談話会

研究所ならびに付近在住の会員で組織され,原則として月1回,研究成果発表とそれに

関する討論を行なう.

付

1. 財団法人遺伝学普及会

歴 史

昭和 25年5月財団法人遺伝学研究所の設立をみたが,国立遺伝学研究所が設立される

におよび,その寄付行為をあらため遺伝学普及会とし,もっぱら遺伝学普及事業を行なう

ことになった.

役 鼻

会 長 森脇大五郎

常務理事 田島弥太郎,大島 長造

理 事 篠遠 善人,和田文書,松永 英,木原 均

事 業 概 況

雑誌 ｢遺伝｣編集,毎月1回東京または三島で編集会議を開く.遺伝学に関する学習用

プレパラート配付,遺伝学実験用小器具の改良,新考案の製作,配付,幻燈用スライドの

製作,配付,遺伝学実習小動物および植物の繁殖および配付.

2. 全国種鶏遺伝研究金

本研究所内に,昭和 25年,社団法人全国種鶏遺伝研究会が発足し,同 29年,佳意団
体全国種鶏遺伝研究会に改組した.応用遺伝部が主となって,年1回研究会を開催し,ニ

ワトリの育種に関する基礎知識の普及,指導,研究情報の交換に当たっている.
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